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　道路はところどころ焼け焦げ、砲弾や銃弾が穿うがった大小様々な穴があちこちに開いている。

　家屋やビルなどの建物はほとんど原形を留めておらず、瓦が礫れきの山と化している。

　その瓦礫の間を抜けて、二人の少女が動く者のいない道を歩いて行く。

　前を歩く少女は、金色の髪を腰まで伸ばし、まるで天女のようなゆったりした白いワンピースを着ている。腰には細身の剣を差し、周囲を警戒しつつ歩いている。

「これが東京なのですか……」

　金髪の少女が、後ろからのつぶやきを聞き、足を止めて振り返る。

「ええ、そうよ。まぎれもなく、あなたたちの街──東京なのよ」

「こんなに変わってしまうなんて……」

　もう一人の少女は、うなだれながら言った。

　彼女は黒髪を同じく腰まで伸ばし、白衣に緋ひ袴ばかま──いわゆる、巫み女こ装しよう束ぞくを着ている。

「一年……たった一年、床に就いていた間に、こんなことになるなんて……」

　黒髪の少女はさらにうつむいてしまう。

　この東京は、彼女の故郷なのだ。それが見る影もなく荒こう廃はいしている様を見て、落ち込こまないはずがない。

「あれが……あんなものさえなければ」

　金髪の少女はわずかに震える声で言い、空を見上げた。

　今日は奇跡的に晴れ渡っている。日本に限らず、地球全体で、一年以上もひどい異常気象に見舞われているが、ごくまれに天候が回復することがあるのだ。

　晴れているおかげで、空にある異物もよく見えた。

　金髪の少女が見み据すえる蒼そう穹きゆうの一部に巨大な黒い割れ目のようなものが走っていて、そこから薄い金色の光が地上に向かって差し込こんでいる。

　空の扉──

　異世界ソーディアと地球を繋つなぐ“〝出入り口”〟であり、同じものが東京上空だけで三箇所存在する。

　空の扉は全世界で開かれており、そのすべてがソーディアと繋がっているのだ。

　一年前、世界中で開いた空の扉から、異世界人ソーディの軍隊が雪な崩だれ込こんできた。

　五年前から続く、泥どろ沼ぬまの世界大戦でボロボロになっていた各国の軍隊は、一人一人が人間をはるかに超える身体能力の持ち主であり、優れた剣士であり、術じゆつ法ほうという魔法のような力を使うソーディたちに対抗しきれず、次々に戦線は崩壊していった。

　そして、金色の髪の少女もまたソーディなのだ。

　だが、彼女はソーディの中でも異色の存在だった。だからこそ、戦闘には参加せず、人が絶たえた街をこうして歩いている。

「あの……あれはもしかして」

　ふと、黒髪の少女が数百メートル先、ひときわ大量の瓦が礫れきが積まれているあたりを指さした。

「ああ……以前は国会議事堂があったところね。たまたま、あそこの空の扉から出てきた奴やつらがブレイズっていう……ソーディでも危険な奴らだったから。あいつらが暴れすぎたせいで、ああなったらしいわ」

「ひどいものです……」

　金髪の少女は、黒髪の少女に慰めの言葉は言えなかった。ソーディである身で、なにを言ってもそらぞらしく聞こえるだろうから。

　唯一の救いは、破壊の規模に対して、民間人の犠牲は比較的少なかったことだ。

　ソーディが丸まる腰ごしの相手は斬きらないという矜きよう持じを持っていたためである。それでも首都の防衛にあたった部隊とソーディがぶつかり、これほどの破壊が起きてしまったのだ。

　今も、まだ戦いは続いている。

　日本だけでなく、人類の国々はボロボロになり、ソーディ側も少なからず被害を受けてはいるが、今のところ終戦の兆候はない。

　ソーディも人類も既に互いの言語を理解し、交渉のテーブルも用意できそうなものだが、落としどころを見つけられないのかもしれない。

　グオオオオオオオオォッ！

　不意に、空気を激しく震わす雷鳴のような音が轟とどろいた。

　二人の少女はとっさに顔を上げる。

　角が生えた頭にとかげのような顔、二十メートル以上はある巨体に四本の短い手足、それに一対の翼をはためかせた巨大な生き物が、今まさに空を横切っていくところだった。

「エイジン……！」

　金髪の少女は、剣の柄つかに手をかけながら鋭い目で巨きよ獣じゆうを見つめる。

　エイジンと呼ばれるそれは、ソーディとともにソーディアからやってきた怪物だ。

　ソーディの天敵であるはずのエイジンたちは、地球ではソーディには目もくれず、人類の航空機や戦艦、戦車などを徹底的に狙ねらい、破壊し尽くした。どういう理由か、それらの兵器はエイジンの好奇心と破壊欲をずいぶんと刺激したらしい。

「……行ったか」

　エイジンは二人の少女には気づかなかったらしく、すぐに飛び去ってしまった。

　金髪の少女は剣から手を離した。背中に汗がじっとりと滲にじんでいる。ソーディである彼女は、エイジンの恐おそろしさをよく知っている。鉄をも断つソーディの剣でも、硬い鱗うろこを持ち、腕から飛び出した剣を操るエイジンを仕留めるのは容易ではない。

「なんでこんなことに……あたしたちは、ただエイジンがいない世界の土地を少しだけでも分けてほしかっただけなのに」

「わたしたちは……自分たちが起こした戦争で滅びるのを黙だまって見ていられなかっただけなのです」

　そう、空の扉が開かれたのには理由があった。

　彼女たちはただ、平和な世界を求めただけだったのに。

　結局は、破壊と流血をさらに増やしただけになってしまった。

「ですが、扉を開いたのはわたしです。だから……責任は取ります」

「え？」

　黒髪の少女の言葉に、金髪の少女はきょとんとする。

「異い界かい送おくり──を使います。エイジンたちだけでもソーディアへと戻もどらせましょう」

「ちょ、ちょっと待って。いくらエイジンを向こうに戻らせても、また扉を通って出てきちゃうでしょ！」

「もちろん扉は閉じます。一度は開けた扉なのですから、閉じられない道理はないのです」

「無む茶ちやよ！」

　金髪の少女は、黒髪の少女の両肩を掴つかんだ。

「太陽の乙女……いくらあんたの術でも、そんなことはできないわ！　空の扉を開きすぎたせいで、一年近く起き上がることもできなかったのに！」

「術じゆつ法ほう封じを改良した異界送り──ソーディたちを強制送還する術は、既に完成しています。ですが、エイジンとソーディ、どちらも送り返すのは確かに無理ですね。だったら、より危険なエイジンを送り返します。そして扉を──」

「だから無理だって言ってるでしょ！　術を使うための力はあたしがあげるとしても、術の反動そのものが大きすぎる！　これ以上はあんたの身体からだが耐えられない！」

　そこまで言って、金髪の少女は、はっとした顔になった。

「まさか……あんた、死ぬつもりなの……？」

「自殺ではありませんよ、扉の巫み女こ」

　そう言って、黒髪の少女──太陽の乙女はにっこりと微笑ほほえんだ。

「わたしには、命を懸かけるに値あたいすることがあるのです」

「扉を開いたのは、あたしも同じよ！　どうして、あんただけが……！」

「……この戦いはまだしばらく続くでしょう。ですが、わたしには妹がいます」

「え？」

　金髪の少女は、またきょとんとした表情を浮かべる。

「わたしの、わたしたちの想いを、力を、意志を受け継ついでくれる人がいます。だからわたしは──今できることをやるのです。精せい一いつ杯ぱいのことをやって、次を託たくせる誰だれかがいるなら、それは幸せなことですよ」

「それでも、あんたは……あんたは種族が違っても、あたしの大事な……！」

「ありがとう、扉の巫女。その気持ちだけで充分です。なにより、あなたがいるから……わたしはすべてを懸けられるのですよ」

　太陽の乙女は笑みを浮かべながら言って、また歩き出した。

　その背中は、扉の巫女にはひどく遠く見えた。

　おそらくもう、親友の背中には追いつけない──

　それは絶望的で、あまりに悲しい確信だった。





「…………」

　セフィは、ゆっくりと目を開いた。

　すぐに、目の下がかすかに濡ぬれていることに気づく。

　どうやら、寝ながら泣いていたらしい。

「んん……」

　セフィはベッドの上で身体を起こす。

　見慣れた、自室のベッド。

　だが、そのベッドにも今は違和感しかない。セフィの本当の寝ね床どこは、この部屋でも、剣の学院に入学してから入っていた寮りようでもなく、同居人二人と暮らしていた小さな家の狭い部屋のベッドだからだ。

　しかし、セフィはそこには戻もどれない。

　まだ朝早い時間だが、窓の外からは蝉せみの鳴き声が聞こえてくる。

　今日も暑くなりそうだ。

　そしてセフィは──この暑い一日を、一人で過ごさなければならなかった。

　先日のスイサーラというブレイズとの戦いで、セフィはプラチナ色の奇妙な光を発し、自分でも驚くほどの戦闘力を見せた。

　その後こう遺い症しようかなにかなのだろうか、さっき見たおかしな夢は。

　セフィの知らない、だけど日ひ奈な子こに似た──太陽の乙女、と呼ばれていた少女。

　そして、扉の巫み女こと呼ばれていた自分──

　不思議には思う。なんの夢だったのか、詳くわしく知りたい気持ちもある。

　それでも、今は夢のことよりも──

　セフィには、孤独でいなければならない自分の現実が寂さびしかった。


















１章　剣士たちの夏休み





　大型のワゴン車が、ゆっくりと滑るように停とまった。

「着きました。皆さん、降りてください」

　運転席にいるのは、二十代半ばくらいの年若いメイドである。なかなかの美人であり、愛想もいい。礼儀を心得た使用人という雰囲気だ。

　彼女は、四よん将しよう家──セフィの実家のメイドである。セフィの姉、シルフィの指示で運転手を務つとめてくれたのだ。

　クロウはそのメイドに一礼してから、ワゴン車のドアを開き、車外に出た。

　たちまち、むわっとした空気と、まぶしい日差しに襲われる。

「うおっ、暑いな。やっぱ避ひ暑しよ地ちっていっても暑いもんは暑いな」

　クロウは、うんざりしつつ言った。

　Ｔシャツに膝ひざ丈たけのショートパンツというラフな格好だが、これでも暑さはしのげない。

「クロー、いきなり文句ですか。頑がん丈じようなくせに、意外と文句が多……暑っ、暑いのです。帰りましょう、クロー」

「おまえこそいきなり帰ろうとすんな。文句を言ってるほうがまだマシだ」

　車から降りたとたんに引き返そうとした桜さくら井い日ひ奈な子この手首を掴つかんで、外に出させる。

　いつの間にかコスプレが趣味になってしまった日奈子だが、今日はあっさりと暑さに屈して涼すずしさ重視の格好をしている。

　長い黒髪はそのまま背中に流し、白いタンクトップに太もももあらわなホットパンツという活動的な格好だ。ただし、彼女は暑い中で積極的に活動する気などさらさらない。

「よいしょっと！」

　続いて、軽かろやかにワゴンから降りてきたのは、メイド服の少女だ。

　ピンク色の髪にちょこんとかぶせたカチューシャ。胸元を強調したデザインで、ロングスカートのメイド服。首にはチョーカーを巻いている。

「まあしょうがないよ、クロちゃん、日奈子ひーちゃん。長野なんて、東京から三、四時間で着いちゃうんだし。いきなり涼しくはならないってば」

　ニコニコ笑いながら、メイド服の少女──リンネは言った。

　こちらはメイド服を着ていても、使用人にはまったく見えない。コスプレして浮かれている、ちょっと頭のゆるい女の子に見える。

「むうっ……クロちゃんがボクを頭のゆるい女の子と思っている気配っ！」

「おまえはエスパーか。ていうか、テンション高いな」

「だってボク、旅行とか初めてだもん。修学旅行とかも、なんだかんだで行かせてもらえなかったし」

　それはそうだろう、とクロウは内心で頷うなずく。

　リンネはブレイズという、ソーディの中でも戦闘的な部族の少女だ。割と最近まで出身を隠してソーディの学校に潜り込こんでいたが、旅行など行かせたらなにをやらかすかわからない。

「そういえば、わたしも旅行は初めてなのです。というか、たぶん東京ソーディアを出たのも初めて？」

「仲間だね、ひーちゃん」

　リンネが日ひ奈な子この両手を握って、ぶんぶんと振っている。

　クロウは、止めたものか悩んでしまう。肉体的には地上最強レベルのリンネと、子犬にも劣おとる戦闘能力しか持たない日奈子のスキンシップは、見ていてはらはらする。

　いつの間にか、リンネが日奈子を“〝ひーちゃん”〟などと愛あい称しようで呼んでいるのは仲なか睦むつまじくてけっこうなことだが、適度な気き遣づかいはほしいところだ。

「はいはい、みんな。こんなところではしゃいでないで。ほら、荷物も下ろして」

　最後に降りてきたイシュトが、クロウたちの荷物をおおざっぱに放ほうり出しながら言った。

　イシュトも剣の学院の制服でもセイバーズの制服でもなく、私服姿だ。貧乳を隠すためのだぼっとしたカットソーに、脚きやく線せん美びを強調するスリムなジーンズをはいている。

「あ、送っていただき、どうもありがとうございました」

　イシュトは年長者らしく、きっちりとメイドに礼を言う。

「いえいえ、イシュト様。私はこの近くに詰めておりますので。ご用がありましたら、お電話いただければ即座に参上いたします」

　そのメイドは、イシュトに電話番号やメモがいくつか書かれた用紙を渡してきた。彼女は運転手だけでなく、世話係も兼任しているらしい。

「お部屋は一人ずつ個室が使えますので。あとお一人、いらっしゃるんでしたっけ？」

「ええ、でもラーシュの──そいつのことはどうでもいいですよ」

　クロウはぞんざいに答えた。

　彼の兄弟きようだい弟で子しにして親友であるラーシュは、この国の統治者“〝四よん将しよう”〟家の直系である。ラーシュは普段は家のことなど完全に無視しているが、この夏休みはいろいろな行事に強制参加させられているらしい。

　ただし、どんなに偉くてもクロウにとっては兄弟同然なので、扱いも適当だ。

「そうですか。ま、足りないものとかあったらなんでもお届けしますよ。私のハート以外ならねっ」

「…………」

　メイドはクロウの冷たい視線にも怯ひるまず、じーっと日奈子、リンネ、イシュトの顔を見てから最後にクロウをじっと見つめて。

「夜よ伽とぎは必要ないな……よかった……この夏も私の貞操は大切に守られます、お母様。年齢的に、そろそろ守りから攻せめに転じたいところだけど」

　ぶつぶつそんなことを言ってから、メイドは笑顔で一礼してワゴン車に乗り込み、去って行った。

「ちゃんとした使用人かと思ったら、ちょっと変だな。さすが四よん将しよう家ってとこか？」

「セフィちゃんが変な子に育ったのも納なつ得とくだね」

　クロウのつぶやきに、リンネがうんうんと頷うなずいている。

「どうでもいいことを言ってないで、自分の荷物を持って中に入って」

「はいよ」

　クロウはイシュトに頷いてから、カバンと日本刀、それに予備の剣が入った袋を持ち上げた。

　目の前にあるのは、木造二階建て、ペンション風の建物だ。

　今日からしばらく、この建物で日ひ奈な子こたちと過ごすことになる。

　周りは、道路こそかろうじて舗ほ装そうされているものの、見渡す限り家屋と畑と、あとは森と山しかない。

　要するに、絵に描いたような田舎いなかだった。

　長野県のどこか、ということしかクロウは知らない。

　ただし、さっきのメイドが言うには、この田舎町には別の呼び方があるらしい。

　第２ソーディアと──





　本格的な夏が始まっていた。

　八月に入り、ますます暑くなってきたところで、クロウたちは避ひ暑しよ地ちへと旅行することが決まった。その経けい緯いとしては、いろいろある。

　七月に、剣の学院で開かい催さいされた定期トーナメント。

　クロウは順調に勝ち進んだが、準決勝で胸に負っていた傷が開いてしまってギブアップし、結果はベスト４に終わった。

　クロウは結局、一学期は入院だの拉ら致ち監かん禁きんだののせいでろくに授業に出られなかったが、トーナメントベスト４のおかげでペナルティをかなり軽減され、一週間の補習と、教官との実技訓練のみで出席日数をカバーできた。

　とはいえ、クロウには補習だの訓練だのはどうでもよかった。完全に他ほかのことを考えていた。

　つまり──セフィのことをだ。

　セフィは、クロウの幼なじみであり、日奈子の友人であり、この国の頂点に立つ四人の政治家、四将家の姫ひめ君ぎみである。

　彼女は先日のブレイズとの戦いで、姉のシルフィとの約束を破り、死し剣けん使つかいに剣を向けてしまった。というより、本人にすら理解不能なとてつもないパワーを発揮して、死剣使いスイサーラを仕留める寸前までいったのだ。

　あるいは、あのときのセフィはこの世の誰だれよりも強かったかもしれない。

　ともかく、約束を破ってしまったセフィはシルフィによって実家の屋や敷しきに連れ戻もどされ、剣の学院のトーナメントにも出場できなかった。

　クロウにとって、セフィは大事な女の子である。別にセフィも永遠に屋敷に軟なん禁きんされるわけではないだろうが、せめて顔を見るための算段をつけるつもりだったが──

　計画を立てる前に、この旅行が決まってしまったのだ。

「少年、なにを考え込こんでるんだ？　またセフィ様のことか？」

「……会長も、カンよすぎだろ」

　クロウは呆あきれて言った。

　とりあえず部屋割りが済んで、それぞれの個室に荷物を運び込み、クロウとイシュトだけが手早く整理を済ませて、ペンションのリビングに戻って来たところだった。

「君がセフィ様を連れ戻せるわけじゃないだろう。素直にあきらめておけ」

「そうなんすけどね……屋敷に忍び込むだけなら簡単なんだけどなあ」

「とんでもないことを言うな」

　イシュトが目を剥むいている。

　セフィが軟禁されているのは、仮にもこの国のトップが住んでいる屋敷だ。当然ながら、蟻あり一匹入り込める隙すきがないほどのセキュリティが敷しかれている。

　それも、クロウにとってはたいした問題でもなかった。

　彼は、セイバーズという対テロを専門とする特殊捜査機関に身を置いていた。そこで、様々な潜入方法を学んでいる。国の要人に近づく手法も、クロウはよく知っている。彼は、子供の頃ころからひたすら剣だけを学んできたので、そういった特殊任務が面白く、結果的に軍の特殊部隊も裸足はだしで逃げ出すほどの技術を身につけたのだ。

「まあ、確かに忍び込めてもセフィを連れ戻すのは難しいでしょうね」

「その前にセフィ様が君を止めるだろう。無む謀ぼうすぎる。最悪、四よん将しようを敵に回すことになるんだぞ」

　つまり、この国を敵に回すということでもある。確かにそれは無む茶ちやが過ぎる。

「だいたい、この旅行自体、セフィ様の発案なんだ」

「えっ、そうだったのか!?」

　クロウは思わず、ぎょっとしてしまう。

「ここまで来れば少年も帰るとは言わないだろう。シルフィ様の命令で、骨休めを兼かねて避ひ暑しよということになってるが、言い出したのはセフィ様らしい。君がセフィ様を連れ戻すために無茶をやりかねないのは、彼女自身承知してるってことだ」

「……俺おれって単純なのかなあ」

　クロウは、今度は苦笑してしまう。

　補習が終わったところで一度さくっと屋敷に忍び込んでやろうと思っていたのだから、セフィの行動は上う手まく機先を制したと言える。

「君の立場はなかなか複雑だがな。まあ、理由はどうあれ、せっかくの休きゆう暇かだ。ゆっくりくつろげばいい」

「そうっすけどね。でも、日ひ奈な子この護ご衛えいとリンネの監視は続行なんだし」

「それも問題ないそうだよ。シルフィ様から聞いたが、ここはある意味では世界で一番安全な場所だそうだ。突然、リンネが乱心して暴れ出してもさほど問題にならないとか」

「……？　リンネを抑おさえられるソーディなんて、そうはいないだろ？」

「すぐにわかるそうだよ。どのみち、リンネがなにかしでかすとは思えないな。少年や桜さくら井い日奈子との夏休みを楽しむ気満々だよ、あれは」

「ま、それはそうすね」

　クロウは笑って頷うなずく。

　ただ、以前にリンネと命いのち懸がけの戦いを繰り広げたこともあるし、彼女が危険な存在であることに変わりはない。リンネはブレイズから離り反はんしてはいるが、彼女には保険もかけられている。

　リンネが首につけているチョーカーには、爆薬が仕し込こまれており、遠隔操作で爆破が可能なのだ。シルフィの部下の誰だれかがこのペンションの近くにもいるはずだ。異変が起きれば、すぐにスイッチを入れるだろう。

　それでも、クロウもあまり心配していない。今のリンネはクロウを困らせるようなことはしない──少なくとも、ブレイズの力を使って暴れるとは思えなかった。

「あっ、なになに!?　もしかして、ボクの話、してた!?」

　リンネがどたばたと階段を下りてくる。

「ああ、この避ひ暑しよを利用して、リンネを調教完了しようかと思ってな」

「なにされちゃうの、ボク!?」

　リンネが驚きつつも少し嬉うれしそうなのは、クロウの錯覚ではなさそうだった。

「そ、そっかー。ボクもメイドさんになったことだし、そういう意味でのご奉仕も覚悟しなきゃと思ってたけど。きゃっ、恥ずかしー」

　アホの子だな、こいつは──と、クロウはリンネの将来が心配になった。

　ちなみに、リンネはクロウのメイドというわけではない。

　リンネは一時的な措置として、剣の学院付きのメイドになり、クロウの監視下にいる必要があるため、避暑にもついてきたのだ。

「あ、そうだ。ひーちゃん、カバンから荷物を出すだけで苦戦してるみたいだよ」

「ほっといていい。日奈子も少しは自分のことをできるようにならないとな」

「おっ、いっつもひーちゃんに甘いのに、今日はなんだか厳しいね、クロちゃん」

「日奈子は考えが顔に出にくいけど、セフィがいなくて寂さびしがってるからな。気を紛まぎらわすためにいろいろやったほうがいいんだよ」

「……やっぱ甘いなー」

　リンネに苦笑いされても、仕方がない。

　クロウは自分でも日奈子には甘すぎると思っているからだ。最初は単なる護衛対象だったが、今はそんな風に割り切ってはいない。

「でも、ひーちゃん、初日から疲れちゃいそうだね。甘くて冷たい飲み物でも用意してあげよっと。いいよね？」

「ああ、よろしく。俺おれはちょっと、その辺を見回ってくるか」

「じゃあ、私も行こう。一応、君らの保護者役だからな。安全も確認しておきたい」

　クロウはイシュトに頷うなずいて、日本刀を手に取った。

　日ひ奈な子このことはリンネに任せておいて大丈夫。クロウはさりげなく、リンネへの信頼を示したつもりだった。





　クロウたちが使わせてもらうペンションの、周囲百メートル内には他ほかの建物はなかった。

　使われていない畑や、林が広がっているだけだ。

「しっかし、なんにもねえな……」

　イシュトと並んでふらふらと歩きながら、クロウは呆あきれてしまう。

「必要なものはペンションに揃そろっているようだったし、食料なんかはさっきのメイドさんが届けてくれるんだろう。別にいいんじゃないか？」

　クロウのぼやきに、イシュトが答えた。

「私にはこういう場所は新鮮だ。これでも、生まれも育ちも東京ソーディアだからな」

「そういや会長、前に太たい陽よう教きよう本部に突撃したとき、山で迷ってたよな」

「……うるさいな。山育ちの君と一いつ緒しよにされては困る」

　イシュトは上級生で生徒会長なので、クロウに弱みを見せたくないのだ。

「なにもないのはともかく。静かすぎるな、ここは。人がいないわけでもないのに」

　イシュトはごまかすように言い、周りを見た。

　なるほど、確かに蝉せみの鳴き声以外はほとんどなにも聞こえない。

　畑仕事をしている者や、通行人もいるのに、妙に静まりかえっている。

「まあ、雑音がないほうがくつろぐにはちょうどいいか」

「会長、人生に疲れたおっさんじゃないんだからな。少々にぎやかなほうがいいんじゃないか？」

「君こそ疲れてるんじゃないか、少年？　胸と額ひたいの傷、まだ治ってないんだろう」

「ぼちぼちかな」

　クロウは、額を指先で軽くつついた。そこには包帯が巻かれている。

　先日の、剣の学院での戦いで負った傷だ。額の傷は、一つ間違えば致命傷というほど深いものだった。

「身体からだのことだけじゃない。君は、いつもの日本刀以外に予備の剣を持ってきていたが、あれはマナカの剣なんだろう？」

「……元剣けん将しようの愛剣だからな。高く売れるかもしれないから、大事に確保してるだけだ」

　クロウは素っ気なく答えた。

　彼の師匠である剣けん聖せいヒョウカの実の妹で、剣けん将しようの称しよう号ごうを持つ最強の剣士の一人。

　クロウにとっては幼い頃ころから知っているお姉さんで、セイバーズでは上司でもあった女性。

　ブレイズの剣士だったマナカはソーディ政府に抗あらがい、クロウは彼女と二度戦い──そして斬きった。斬り殺したのだ。

　マナカの愛剣、舞まい姫ひめ。二刀流の使い手だったマナカの舞姫の一本を、クロウは所持している。

　マナカが剣けん帝ていアミラルと戦った際に舞姫の一本を捨て、それをラーシュが回収し、なぜかクロウに差し出してきたのだ。

「なあ、少年。あまり斬った相手に囚とらわれるな」

「……俺おれは、マナカを斬ったことを誇りに思ってますよ。ほとんどマグレだったけど、あいつほどの剣士に勝ったんだから」

「それはそれ、だろ？　誇りに思っていても、悲しさが消えるわけじゃない」

　クロウは反論しなかった。

　かつて、クロウは師である剣聖ヒョウカを斬っている。

　記憶はおぼろげであったが、今は確信に近いものを持っている。ヒョウカの妹であるマナカに憎まれても仕方ない。

　それでも、マナカは憎しみ以外の感情も自分に向けてくれたと思っている。

　少なくとも、クロウとの最後の戦いでマナカは優しさを見せてくれた。

　そんな彼女の命を断ってしまって、なんとも思わないでいられるわけがない。

　マナカとの戦いのあと、クロウは意識を失ってしまった。マナカが着ていた真しん紅くのコートの上に寝かされていたらしい。

　そのコートも、クロウが引き取って大事に保管してある。

「剣将の剣を持つことを悪いとは言わない。でも、戦いのことを忘れて静かな時間を過ごすのは、君にとって悪くないはずだ」

「ああ、別に血みどろの世界に戻もどりたくてうずうずしてるわけじゃねえよ。休ませてもらえるなら、ありがたく休むさ」

「それでけっこう──と、あまり遠くに行くのはまずいな」

　イシュトががらりと話題を変える。

「というより、遠くに行ってもなにも変わらんっつーか。ブレイズの居きよ留りゆう地ちとは違った意味で、死んだみてえなとこだな」

「自然が多いから、緑が好きなソーディには天国ではあるが……少年、車が来てる」

　クロウとイシュトは、すっと道の脇わきに寄った。道路はそれほど狭くないが、後ろから近づいてきている車はけっこうなスピードを出している。

「……ん？」

　クロウはなにげなく車を見て、なぜか違和感を覚えた。

　ずいぶん古い型のオープンカーだ。派手な真しん紅くのボディよりも、その運転手のほうに思わず目がいってしまう。

　薄茶色の髪を三つ編みにしている、若い女性だ。涼すずしげなノースリーブのブラウスを着ている。濃いサングラスで目が隠れているが、整った顔立ちは隠しようもない。

　クロウが首を傾かしげていると、オープンカーはいきなりハンドルを切って、なかばクロウたちに突っ込こむようにして急停車した。

「あらら、クロウさんに……生徒会長のヒンニュさん」

「イシュトです！」

　イシュトが吠ほえるように言って、運転手を睨にらみつけた。

「これは失礼。まさか、こんなところであなた方とお会いするなんて」

　にっこりと微笑ほほえんでみせたのは、ソーディ最強の七しち剣けんの一人。

　絶ぜつ剣けんシュナークだった。

　彼女は最近まで剣の学院で警備を務つとめており、クロウは何度か彼女と会っている。一度、軽くではあるが剣を交えたこともある。

「こっちは夏休みの旅行だよ。あんたこそ、なにしてんだ？」

「剣の学院でのお仕事が突然打ち切られたでしょう？　違い約やく金きんと、それまでの稼かせぎがけっこうな額になりましたので。しばらく、そのお金でグルメツアーとしゃれこもうかと」

「いいご身分だな。ってことは、この辺に美う味まい名物でもあるのか？」

「ただの寄り道ですわ。ここには、先代が住んでいますのでご挨あい拶さつでもと」

「先代って……つまり、前の絶剣のことか？　え？　あんた、自分の師匠に会いに行くような殊しゆ勝しようさがあったのか？」

「あなたにも殊勝さが見当たりませんわよ」

　シュナークは、あくまで笑みを浮かべたまま言った。

「先代は、私の師というわけでもありませんけどね。私の鋼こう糸し剣けんは、我わが家に伝わる秘技で、先代には実力を認めていただいただけですから。七剣は、当代の弟で子しが必ず継つぐ、というわけではありませんのよ」

「へえ」

　クロウはどうでもよさそうに言った。

　そういえば、そんな話を聞いたこともあったが、クロウはそもそも七剣の弟子でありながら、七剣の称しよう号ごうには興味がないのだ。

「無礼な後輩ですみません。ですが、先代の絶剣がいらっしゃるんですね。我々もご挨拶に行ったほうがいいでしょうか」

「不要ですわ。先代は偏へん屈くつな方ですので、迂う闊かつに挨拶などしたら斬きられます」

「頭おかしいだろ……」

「だいたい、元七剣というだけで挨拶なんて行ってたら、キリがありませんわよ」

　ん？　と、クロウとイシュトは同時に首を傾かしげた。

「あらら？　もしかして、なにもご存じないのに第２ソーディアに来られたのですか？」

「俺おれらは、安全な場所としか聞いてねえけど……なんなんだ？」

　シュナークは、サングラスを少し下にずらしてクロウのほうを覗のぞき込こんできた。

　とはいえ、シュナークの目はしっかりと閉じられていた。彼女は盲もう目もくなのだ。

「ここは、“〝剣けん仙せん衆しゆう”〟の里ですわよ」

「剣仙衆っ……!?」

　珍めずらしく、イシュトがひっくり返った声を出した。

「会長……剣仙衆ってなんだっけ？」

「あのなあ、少年……君、本当に剣けん聖せいの弟で子しか？」

「俺を七年ほどいじめ抜いたあの姉ちゃんが偽者じゃなきゃな。いや、聞いた覚えはあるんだよ」

「それはそうだろう……」

　イシュトがこめかみに人差し指をあてて、心底呆あきれた顔をしている。

「クロウさん、剣仙衆というのは引退した元七しち剣けんや特に優秀な剣けん姫きたちで構成された組織ですわ。継承者がいないまま亡なくなった七剣の候補を決めたり、剣姫の称しよう号ごうを与えているのも剣仙衆なんですよ」

「ああ、そういえばそんな組織あったなあ……」

　シュナークの説明に、クロウは頷うなずく。

「もう少しお教えしましょうか。七剣になる年齢は、まちまち。七剣の最年少記録は十二歳ですわ。逆に三十歳を過ぎてなった者も少なからずいます」

「絶ぜつ剣けんさんはまだ十代なんだよな？　あんたも相当若くしてなってるよな」

「ええ、七剣に適性年齢などはありません。同時に、引退についても規定などありませんが、短くて一年、長くても十年程度で引退する方がほとんどです」

「ああ、なるほど……」

　クロウは、ようやくシュナークがなにを言いたいのか理解した。

「元七剣、という方々はけっこうな数がおられるのですわ。そのほとんどが、この第２ソーディア、別名“〝剣仙衆の里”〟にお住まいなのですよ」

「剣仙衆の里……まさか、こんなところにあったとは」

　イシュトも剣仙衆の存在は知っていても、所在までは知らなかったようだ。

「そういうわけですので、私たち現げん役えきには及ばないまでも、怪物のような剣士たちがうじゃうじゃいらっしゃるところですわ。ブレイズだろうと太たい陽よう教きようだろうと、敵意を持った者が入り込める場所ではありません」

「その元七剣のみなさんは、敵に興味なんてあんのかよ？」

「大切なのは穏おだやかな暮らしです。それを壊こわす者には、みなさん容よう赦しやなさいませんわね。八やつ裂ざきにして、畑の肥料にしてしまうでしょう」

「おっそろしい話だな」

　クロウは首をすくめる。

「おっと、約束の時間に遅れてしまいますわ。それでは失礼します。クロウさんもイシュトさんも、よい休きゆう暇かを♪」

　シュナークは楽しげに言い、軽く手を振ってからアクセルを踏み込こんで田舎いなか道みちを走り去って行った。

「ていうか、あの姉ちゃん。時計も見えないのに時間わかんのか？」

「いや……あまりに堂々としてて見み逃のがしそうだったけど、運転はダメだろう……」

　クロウとイシュトは顔を見合わせた。

　シュナークは、ソーディが体内に持つエネルギー『光コウ』を糸にして放出し、その糸を通して周囲の状じよう況きようを目で見る以上に認にん識しきする能力を持っている。

　しかし、道路の状況が認識できても、信号の色などはわからないはずだが……。

「まあ、東京ソーディアからここまで来られたんだから大丈夫……なんだろうなあ」

「七しち剣けんというのは信じられない連中だな。その七剣だった人たちが、この辺りにはゴロゴロいるのか。そう思うと、ここの静けさもなんとなく納なつ得とくできるな」

　イシュトは、少し気味悪そうに周りを見渡した。

　たとえば、数十メートル先をのんびり歩いている普通のおばさんも、以前は名のある剣士だったということだろうか。

　確かに、安全ではあるかもしれない。

　安心するとともに、クロウは自分が剣を持たなくてもいい場所にいることに、不思議な違和感を覚えていた。





　避ひ暑しよ旅行、二日目──

「はー……今日もあっつい、あっついのです……」

「日ひ奈な子こ、朝から暑いしか言ってないぞ……」

　クロウは、日奈子と並んで田舎道を歩いていた。

　クロウは今日もＴシャツにハーフパンツ、日奈子のほうはピンクがかった、足首まであるワンピースに、大きなつばの帽ぼう子しをかぶって、お金持ちのお嬢様風のファッションだ。

「おまえ、太陽の乙女とかだろ。太陽消せないのか？」

「クロー、めちゃくちゃ言ってるのです……できたら、とっくにやってます」

「やってたのか……」

　日奈子は地球最後の日でも、のんきにアイスを食べていそうな女の子だが。

「科学の力は、いつポータブルクーラーを可能にするのでしょうか……」

「ダメ人間にありがちな発想だな。まあ、風があるし今日はまだすごしやすいほうだぞ」

「メイドのリンネに大きな団扇うちわで扇あおがせながら歩きたいところです」

「リンネもそこまでサービス精神旺おう盛せいじゃないだろ」

　そのリンネは、今いま頃ごろ張り切って昼食をつくっているところだろう。

　リンネは剣も学ばず、ある意味では人間に近い育ち方をしてきた。調理実習なども普通に経験しており、山で雑に育ったクロウ、世話係にすべて任せてきた日ひ奈な子こ、剣一筋だったイシュトと比べれば家事のたぐいは得意なのだ。

「わたしもチャーハンのつくり方なら負けないのですが……」

「おまえ、それだけだもんな……」

　日奈子は一いつ点てん豪ごう華か主しゆ義ぎで、チャーハンだけなら人並み以上につくれるが、他ほかの料理はからきしだ。

「ぶっちゃけ、リンネの料理も微妙だけど、あいつが一番マシだからな。任せよう。変な創作料理とかしないか不安だけど、会長が見てるからな」

「わたし、涼すずしいお部屋で料理するところを見ているだけがいいです……」

「わざわざ長野まで来た意味がないだろ。えーと、そろそろのはずだ」

　クロウは、辺りを見回して──お目当ての場所を見つけた。

「あった、あそこだ。行くぞ、日奈子」

　嫌そうな顔をする日奈子の手を引いて、クロウは草が生おい茂しげる緩ゆるやかな斜面をゆっくり下りていく。

「ク、クロー！　水、水なのです！」

「砂さ漠ばくで遭そう難なんした人か、おまえは」

　日奈子がいきなり目を輝かせ、さらさらと流れている川に今にも飛び込こみそうにしている。

「おー、綺き麗れいな川だな。底がはっきり見えるじゃん。東京ソーディアの川とは比べものにならねえな」

「これが川……人生で初めて見たのです」

「…………」

　十五歳になるまで太たい陽よう教きようの施し設せつから一歩も出ずに育った日奈子には、いろいろなことが初めてなのだ。

「まあ、こころゆくまで見てろ。けっこうでかい川だし、人生初の川としてはいいんじゃないか」

「お、泳ぐのは……？」

「プールでおぼれる奴やつを川で泳がせるわけねえだろ」

　日奈子は、以前にとあるプールでおぼれた過去がある。しかも足が着くプールだった。

「でも、おあずけも酷こくか。岸の近くなら入ってもいいぞ」

「流されないように頑張ります。あと、早めに助けに来てほしいです」

「頑張る気ねえだろ……」

　むろん、クロウは日奈子が川で流されようが、滝から落ちようが、即座に助けるつもりではある。

　日ひ奈な子こはすたすたと川岸に近づき、はいていたサンダルを脱ぎ、スカートの裾すそを軽く持ち上げて、恐おそる恐おそる片足を川に入れた。

「ふわぁっ、冷たいですっ……！」

　日奈子は、足を素早く抜くと、ばたばたと川岸から離れる。

「冷たすぎて心臓が止まるかと……太陽さんが恋こいしいです……」

「おまえ、過敏すぎるだろ」

　暑くても冷たくてもダメらしい。

「まったく……少しずつ慣れれば大丈夫だ。ほら、手を貸せ」

　クロウは日奈子の手を取って、まずは自分が川に足を踏み入れる。確かに冷たいが、間違っても心臓は止まらない。

「凄すごいですね、クロー。さすがに刺さされても平気なくらい頑がん丈じようなだけのことはあるのです」

「平気なわけじゃねえって……いいから、冷たくて気持ちいいぞ」

「は、はい。あ、ちょっと待ってください」

　日奈子はスカートの裾を持ち上げて、太もものところで結ぶ。

「…………」

　クロウは沈ちん黙もくしてしまう。

　スカートが派手にめくれ上がって、薄いブルーの下着がちらりと見えている。

「……もういいか。ほら、行くぞ」

「はい、お手て柔やわらかにです」

　クロウは、下着のことは注意しないことにした。自分が見ないようにすればいいだけだ。

「うわ……やっぱり冷たいです。あ、でもちょっと慣れたかもです」

「早いな。ああ、滑りやすいから気をつけろよ。転ばれたら俺おれも巻き添えだ」

「倒れるときは一いつ緒しよですね」

「倒れるなっつってるんだよ」

　日奈子の手を引いて、膝ひざ下したまで水に浸つかる。水の冷たさが足から全身に伝わってきて、火ほ照てった身体からだが冷えていく。

「わっ、けっこう流れが速いのですね。流されたら一気に海までコースです」

「死ぬだろ、それ。深いとこに行かなきゃ大丈夫だ。ほら、ゆっくり慎重に」

「わ……あはは、やっぱり冷たいです。気持ちいい。正直、東京ソーディアもまだほとんど見てないのに田舎いなか行きとかどんな嫌がらせかと思ったのですが、田舎もいいですね」

「そんなこと思ってたのかよ……」

「もう昔の話です」

「一分前の話じゃねえの？」

　それはともかく、日奈子は大喜びしているようだ。

　ほとんど表情の変わらない女の子なのに、満面の笑みを浮かべている。日奈子とは同じ家で暮らしてることもあって、一いつ緒しよにいた時間は短くないが、こんな笑顔を見ることはめったにない。

「わー、クロー、お魚がいますよ。食べられるんでしょうか」

「いきなり食い気を出すな。ああ、ニジマスだな。焼いて食えば美う味まいぞ」

　数匹の魚が、クロウたちの近くを無警戒に泳いでいる。

　クロウは片手で日ひ奈な子この手を握ったまま、ゆっくりと魚に近づいて。

「よっ、と」

　軽く屈かがみ込こむと、水面に手を突っ込んで魚を無造作に掴つかんで持ち上げた。

「え……？　クロー、それ今捕まえたのですか？　落とした小銭でも拾うみたいに……」

　日奈子も同じように屈んで、魚を捕まえようとする。しかし、水面に手を入れると同時に魚たちがさっと離れていってしまう。

「あれ……？　逃げちゃいますけど……」

「そりゃそうだ。そんな簡単に捕まえられたら、釣つり竿ざおなんぞいらんだろ。コツがあるんだが、まあ難しいかな」

　言いつつ、クロウは掴んでいた魚を逃がし、また次の魚をさっと捕まえる。

　クロウが使う古コ流リユウという剣術は、予備動作と殺気を消して斬ざん撃げきを放つが、魚を捕まえるのも同じだ。

「こいつら、敏びん感かんなんだよ。捕まえようとすると逃げるからな。自分を抑おさえるんだよ」

「凄すごいですね……クロー、セクハラするときは欲望全開なのに、こんなときは抑えられるんですね」

「それはそれ、という言葉があってな……」

　日奈子は初対面の頃ころから割と言いたいことは言うタイプだったが、最近は皮肉まで出てきた。

「ていうか、俺おれの影響か……？」

「そうですね、わたしの口が悪くなったのはたぶんクローのせいです」

「心を読むな」

　日奈子は鈍いが、時々奇跡的に鋭くなるのが厄やつ介かいだ。

「むー、触ることもできないなんて悔しいですね。もっかいチャレンジを」

「話、聞いてねえし……」

「ぬおー！」

　気が抜けるような気合いの声を出して、日奈子が水面に手を突っ込んでいる。ばしゃばしゃと水をかき回すだけで、魚はどんどん逃げ、また集まってきては日奈子の手から逃げている。

「なーんか、魚にナメられてねえ？」

「おかしい……わたしのような心優しい少女は動物になつかれるはずです」

「変な映画でも見たのか。つーか、自分で優しいとか言うなよ」

　クロウも日ひ奈な子この優しさを否定する気はないが、本人に言われると微妙ではある。

「別に逃げなくてもいいのに……連れて帰って、美お味いしくいただくだけなのです」

「そりゃあ逃げるだろ」

「うおー！」

　クロウのツッコミを聞き流し、日奈子はしつこく魚を追いかける。水しぶきが派手に上がり、彼女のワンピースが濡ぬれ始めている。

　ただでさえ刺激的な格好なのに、薄い生き地じが濡れて肌はだや下着が透すけてしまっている。

「……まあいいか」

　好きなだけやらせてやろうとクロウは、あきらめることにした。日奈子が楽しんでいるなら邪じや魔ますることもない。

　と、そのとき──

「ふわっ」

　日奈子が、ぴょんと一歩後ろに下がった。クロウは素早く掴つかんだままの手を引いて転ばないように支える。

「なんだ……？」

　突然飛んできた糸が日奈子のそばに投げ込こまれ、そこにいた魚をかっさらうようにして釣り上げていた。

　クロウが糸が飛んできたほうを見ると、すぐそばの大岩に一人の人物が座っていた。















　見た目、三十代の女性。白い髪を後ろで結び、作さ務む衣えのような青い和服を着ている。手には釣つり竿ざおがあり、小さなバケツに魚を放ほうり込こんでいた。

「よっ……」

　その女性は再び釣竿をしならせ、釣り糸を川かわ面もに放り込むとすぐさま竿を引いた。

「おおー」

　日ひ奈な子こがのんきに拍手している。

　女性が引き上げた釣り糸の先には、一匹の大きなニジマスが釣れていた。いや、釣り針が魚に突き刺ささっている。

「釣ったっていうより、釣り針で引っかけてんじゃん。釣りってああやるんだっけ？」

「うるさいね、小こ僧ぞう。要するに釣れればいいんだ。のんきに竿構えて待ってられんわ。人生は限られとるんだ」

　口の悪い女性だった。大人の女のようだが、ずいぶんと大人げない。

「というか、さっさと帰れ。ここはガキどもがうろつく場所じゃない」

「……そうだな、帰るか、日奈子」

「えー」

　日奈子は文句がありそうだったが、クロウはかまわず彼女の手を引いて川から上がった。

　また釣り針が飛んできて、日奈子を釣り上げては困る。

　それに──ここは、第２ソーディア。剣けん仙せん衆しゆうの里、というのが本当ならあの女性も普通ではないかもしれない。

　クロウの目をもっても、作務衣の女性が手て練だれなのか素人しろうとなのか判断がつかない。

　それが──逆に不気味だった。

　ここはさっさと引き上げるのが得策であろう。





　チリン、チリン、と風ふう鈴りんが鳴っている。

　誰だれが取りつけたのか、クロウたちが使っているペンションに最初からあったものだ。

「涼すずしいな……」

　クロウはベッドに横になったまま、つぶやいた。

　開いた窓から風が入ってくる。

　女性陣の部屋は二階だが、クロウだけは一階の部屋を使っている。部屋割りを決めたのはイシュトだ。

　部屋の広さは六畳じようほど。ベッドに小さな机、棚など最低限のものは置かれている。落ち着いた内装で、雰囲気は悪くない。

　時刻は夜の十一時過ぎ。寝るにはまだ少し早い時間だが、日奈子は昼に散々はしゃいで疲れたらしく、既に眠っている。リンネとイシュトも自室に戻もどってしまった。

　この避ひ暑しよ地ちには二週間ばかり滞たい在ざいする予定だ。夜中に騒さわぐのも楽しいが、たまには早寝もいいだろう。

　ここ数ヶ月──いや、クロウが剣けん聖せいヒョウカに弟で子し入りしてからの八年は、気を抜く暇ひまがない日々の連続だった。

　入院でも拉ら致ち監かん禁きんでもなく、普通にのんびりできるのは奇跡のように思えるほどだ。

「これで、あとは働かないで金がもらえたらなあ……」

　とんでもないことをつぶやきつつ、クロウは目を閉じる。

　さすがに避ひ暑しよ地ちというだけあって、夜ともなると涼すずしい。部屋に入ってくる風も心地よくて、エアコンをつけなくても充分に快適だ。

「ついでに、可愛かわいい女の子はいかがですか？」

「ああ、それも揃そろってたら言うことないな。できれば巨乳で──って」

「んー、巨乳ってほどじゃないな。ひーちゃんだけじゃなくて、セフィちゃんにも負けちゃってるし……あ、イシュトかいちよさんにはめっちゃ勝ってるよ！」

「……なにしてるんだ、リンネ？」

　クロウは目を開けて、彼の腹の上に座り込こんでいるリンネをじろりと見る。

「なにしてほしい？」

「……メイドさんは、どんなご奉仕のバリエーションがあるんだ？」

　リンネは今もメイド服姿だ。スカートの裾すそが乱れて、太ももが見えている。

「頭のゆるい女の子にご奉仕を要求とか、クロちゃんは鬼き畜ちくだね」

「頭ゆるいって言われたの、根に持ってねぇ？　いや、思っただけで言ってねぇけど」

　ふふふ、とリンネはそれには答えずに笑った。

「まあ、とりあえずですね。メイドのリンネちゃんが夜のご奉仕に来ました」

「とりあえずでとんでもないことをやらかすな」

「うおっ、なんか否定的!?　メイドさんに乗っかられてるのに！」

「俺おれ、自分から攻せめたい派だからなあ。こっちからセクハラして、ちょっと嫌がられるくらいがちょうどいいっていうか」

「恐おそろしく勝手なこと言ってる！　ていうか、嫌がられることするの!?」

　リンネがクロウの腹の上で、ぽんぽんと跳はねている。

　彼女の柔やわらかい身体からだの感触が伝わってきて、大変に刺激的だ。しかも、メイド服のデザイン上、強調されてる胸がぷるぷる揺ゆれている。

「その辺は、セクハラする側とされる側のあうんの呼吸というかな」

「クロちゃん、割と高度なプレイしてるんだね。セフィちゃんも凄すごいな……」

　そう、セフィは凄い。

　胸を揉もまれてもスカートをめくられても、怒ることは怒るが、ほとんど暴力で逆襲はしない。もちろん、万が一セフィの逆襲がクリーンヒットしたら、クロウが死んでしまうからだろうが。

　クロウもそこを読んで、セフィが逆上しすぎない程度のセクハラを心がけている。

「ぶっちゃけ、セフィちゃんがいないうちがチャンスだと思ったのになー」

「……ていうか、本当におまえのんきだな」

　リンネは、本来はソーディ政府に反逆するブレイズの一員──それも特殊な戦力である“〝死し剣けん使つかい”〟の一人だ。

　剣士としては未熟だが、体術だけなら七しち剣けんクラスにも劣おとっていない。

「おまえ、これからどうなるかもわからないんだぞ？」

「ははは、なんとかなるなる」

　リンネは明るく笑い飛ばした。

　彼女はクロウに好意を持っていて、同じ死剣使いのスイサーラに反逆してしまった。その際に剣の学院とセフィを守ったという功績があり、さらにシルフィがクロウにスイサーラの暗殺を命じ、任務を受ける交換条件としてリンネの助命を約束していた。

　その経けい緯いがあって、リンネは罪に問われることもなく、こうしてクロウと行動をともにしているのだが……。

「まあ、おまえは本当になにも知らなかったしなあ。ブレイズ主導の暗殺に関かかわってた件も、証拠が出て来なかったし」

「ボク、割とほったらかしにされてたからね。仲間のこともほとんど知らないし」

　もちろん、リンネはシルフィや警察から事じ情じよう聴ちよう取しゆを受けている。

　しかし、リンネは驚くほどブレイズのことをなにも知らなかった。

　レアな“〝未来予知”〟の能力を持っていたため、危険から遠ざけられていたのが第一の原因らしい。

「リーゼちゃんもネッサちゃんも姿消しちゃってるしねー」

「ネッサはともかく、リーゼがなあ。あいつとは一度話しておきたかったのに」

　クロウは、ため息をついた。

　リーゼベル──リーゼは、ブレイズの一員で、見た目はちびっ子だが実は二十歳はたちは間違いなく過ぎているという変な女の子だ。医師を自じ称しようしており、“〝治ち癒ゆ”〟の術じゆつ法ほうを使う。その能力のおかげで、クロウは何度か助けられた。

　クロウは恩返しとリーゼの安全を確認するためにブレイズの居きよ留りゆう地ちに会いに行ったのだが、彼女の姿はどこにもなかった。

　居留地が、ダイナストという軍事企業が製造したパワードスーツの襲撃を受け、その負傷者の治ち療りようにリーゼがあたっていた──というところまでしかクロウは知らない。

「って、なんで他ほかの女の子のお話ししてるの!?　恥ずかしいけど、ボクがこんな大サービスしてるのに！」

「言っとくが、同じ屋根の下に日ひ奈な子こと会長もいるんだぞ。日奈子は起きねえだろうけど、会長の感覚はハンパないぞ」

「まあ、声とか聞かれるのもそれはそれで興奮しない？」

「するか！　いや、するかもな……うーん……ちょっとワクワクはあるかな……」

「ボク、割とクロちゃんってダメだなあって思うよ」

　リンネが自分のことを棚に上げて、かなり本気で呆あきれた顔をしている。

「いや、この年とし頃ごろの男なんてこんなもんだぞ」

「クロちゃんはボクを男性不信にしたいの？　ちぇ、なんか作戦失敗だなあ」

　リンネはため息をついて、クロウの腹から下り、ベッドに腰こし掛かけた。

「せっかく勇気を振り絞って夜よ這ばってみたのに。乙女の決意をどうしてくれるの」

「乙女は夜這いしねえだろ。でもまあ……リンネにもここで楽しんでもらいたいけどな」

「ボクはそこまで高望みはしてないよ。囚とらわれの身だしね。ああ、可哀想なボク……」

「……なんか、充分楽しんでる気がするな」

　クロウの言葉に、リンネはにっこり笑って頷うなずいた。

「ねえ、クロちゃん。クロちゃんはボクが守るよ」

「は……？」

　いきなりのリンネの発言に、クロウはきょとんとする。

「銀ギン翼ヨク、持ってきてくれてるんでしょ？　ボクの『光コウ』がしみついた武器だからね。近くにあればわかるよ」

「おまえも、すげー感覚だな。確かにあるが……俺おれもどこにしまってるかは知らねえ」

　銀翼は、リンネの愛剣だ。柄えの両側に刃がついた、双頭の槍やりのような形状をしている。

　愛剣を持てば、リンネは七しち剣けん相手でも互角にやり合うだろう。今のリンネに、迂う闊かつに持たせるわけにはいかない。

「会長が責任持って預かることになってる。もし、サーラが現れでもしたらリンネは戦力になるからな。でも、丸まる腰ごしじゃ話になんねえだろ」

「うん、ボクもいざというとき以外はいらないよ。だけど、いつでも戦う覚悟はできてる。たぶん、この中じゃボクが一番強いよ」

「……かもな」

　クロウは負傷がまだ癒いえてない上に、人間でありながら『光』を使う“〝光こう身しん”〟もわけあって封じられている。まともに戦える状態ではない。

　学院最強であるイシュトは優秀だが、死し剣けん使つかいのリンネに勝つのは難しいだろう。

「けど、別にそんな気負わなくていい。おまえも聞いただろ。この辺りには、バカみてえに強い元剣士たちがうじゃうじゃいるんだ。おかしな奴やつはめったに入ってこれねえ」

「でも、クロちゃんが入ってこられてるし……」

「おまえ、実は俺が嫌いなのか……？」

「あはは」

　リンネは笑うと、クロウの右手をぱっと取った。

「…………？」

　クロウが首をひねると同時に、リンネが彼の右手を引っ張ってメイド服の開いた胸元に差し入れた。

「なっ、おい……！」

「……ど、どうかな、クロちゃん……」

「どうって……」

　されるがままにリンネの胸元に突っ込こんだ手に、彼女の胸の弾だん力りよくとあたたかさが伝わってくる。しかも、指先にあたっているこの感触は……。

「ブ、ブラジャーは外しておきました。生だよ、生」

「なにしてるんだ、リンネ……」

　リンネは顔を赤くしつつも、クロウの手をがっちり掴つかんで離さない。

　もっとも、クロウはあっけに取られている上に、リンネの胸の柔やわらかさに抗あらがえないが。

「ふふふ、今のボクにできる精せい一いつ杯ぱいのサービスだよ。いやー、さすがにこれでクロちゃんがマジで襲いかかってきてサーラお姉ちゃんに先さき駆がけてバージンブレイクしちゃったらどうしようかと」

「……あのなあ。いったい、なにを考えてんだ」

「自分でもなにがなんだか」

　リンネは、へへへと笑ってクロウの手を胸元から引き抜き、ぱっと離した。

「まあでも、なかなかね。なんか勢いが働かないと、できないよね」

「……だろうな」

　以前、湾わん岸がんのホテルでベッドインしたときは最後まで行く勢いだったが、あれはサーラに狙ねらわれてクロウとリンネの命が風ふう前ぜんの灯ともし火びだった、という状じよう況きようのせいもあった。

　この平和すぎる状況では、なかなかお互いに踏み込めない。

「でもね、でもね、ボクも……好きでもない人には胸どころか指一本触らせないよ。クロちゃんなら……いいって思ってるんだから」

「……リンネは、セクハラ以上のことができる便利な女だからな」

「そうそう……って、やっぱりひどい扱い！」

　リンネはぎゃーっと騒さわいでから、にっこり笑う。

「クロちゃんも知ってるでしょ、ボクはソーディの学校に通って、剣は習ってなかった。言ってみれば、人間みたいな育ち方したんだよ。だからかな」

　そこで言葉を切り、リンネはベッドから下りた。

「一夏の思い出ってやつがほしいんだよね」

「…………」

　呆ぼう然ぜんとするクロウの前で、リンネはくるりと一回転して、メイド服のスカートをつまんで優ゆう雅がに一礼する。

「だからいつでも思い出づくり、待ってます、ご主人様」





　避ひ暑しよ地ちのペンションにやって来て、一週間が過ぎ。

　その日、朝早くに呼よび鈴りんが鳴った。

「うあーい……って、んん？」

「よう、クロウ。すっかりだらけきってるね」

　玄関に応対に出たクロウの前に現れたのは、兄弟きようだい弟で子しのラーシュだった。

　ここ最近は剣の学院かセイバーズの制服姿しか見ていなかったが、今日の彼は七しち分ぶ袖そでの白いシャツに、茶色のパンツと、ごく普通の高校生のような私服姿だった。

　もっとも、旅行鞄かばんの他ほかに、鞘さやに収めた愛剣“〝獣じゆう斬ざん”〟はもちろん持ってきている。

「じゃ、行こうか、クロウ」

「なんだ、おまえの金で遊びに連れてってくれんのか。そういや、ちょい行ったところに女子大生とかが合宿してる町があるらしいな。たまには年上のお姉さんもいいか」

「勝手に話を進めないように。ていうかおまえ、女の子に囲まれて避ひ暑しよとかありえないことしてるくせに、どん欲すぎるだろ」

「無欲な俺おれなんて、俺じゃねえだろ」

　クロウは笑って肩をすくめた。

「つーか、おまえも着いたとたんお出かけとか、ずいぶん元気じゃねえか、ラーシュ」

「ストレスがたまってるんだよ。まったく、家の手伝いなんてするもんじゃないね。肩の凝こる仕事ばかりで。ああそう、シルフィさんにも会ったよ。しばらく海外を回ってくるらしい。今いま頃ごろはもう出発してるかな」

「へえ……」

　シルフィはブレイズ対策の委員を務つとめているが、彼女の本来の仕事は元老院議員だ。他にも、やるべきことはいくらでもあるのだろう。

　だが、シルフィが海外に出るというのはクロウには朗報である。

　こっそりとセフィに会いに行ける可能性がぐっと高まる。

「こらこら、クロウ。バカなことは考えないようにね。シルフィさんがいないからって、屋や敷しきの警備が緩ゆるむわけじゃないんだから。それに、ちょっと話しただけなんだけど、シルフィさんにもセフィについては考えがあるようだよ。愛する──というか、愛しすぎてる妹のことなんだから、悪いことにはしないんじゃない？」

「まあ、可愛かわいがり方はアレなんだけどな……」

　シルフィは重度のシスコンで、妹のセフィを本気で天使だと信じ込こんでいる。悪いようにはしないだろうが、思い込みというのは時に暴走するものだ。

「どっちみち、ここにいちゃセフィのことはどうしようもないでしょ。それより、お出かけだよ。これ、シルフィさんからのご指示でね。クロウを連れて行けって言われてるところがあるんだ。この近くだよ」

「あー、わかったよ。どうせ今日も暇ひましてたんだしな」

「わ、ラーシュです」

　日ひ奈な子こも玄関に現れた。クロウが戻もどって来ないので様子を見に来たらしい。

「そうそう、日ひ奈な子こたちにも来てもらうよ。一応、君らも連れてけって話なんで」

「……？　またラーシュがお財さい布ふ係でお買い物ですか？」

「味をしめないように。そうじゃないよ。いいから、みんなに出発の準備をするように言って」

「ってことらしいぞ。買い物はまた明日でもいいしな」

　クロウは、投げやりに言った。

　どこに行くかわからないが、命を取られることはないだろう──最近のクロウは、あまり高望みはしなくなっていた。





　クロウたちのペンションから、イシュトが運転する車で十分ほど──

　第２ソーディアを取り囲む山、その北側のふもとに、目的の家はあった。

「へえ、でけえなあ」

　車を降りて、クロウは武家屋や敷しきのような立派な門を見て感想を漏もらす。

　田舎いなかで土地が余っているからか、第２ソーディアにはちょっとした屋敷のような家屋が点在している。

　その中でも、クロウたちが到着した家はかなり広いほうだろう。屋敷を囲む塀へいの向こうには、立派な木々が見えた。

　第２ソーディア自体、緑が多いが、どの家にも立派な庭がある。

　ソーディの故郷、異世界ソーディアは緑が豊かな世界だったらしく、今でもソーディたちは木々や花などを見ると落ち着く傾向があるのだ。

「で、ラーシュ。いったい、ここにはどなたがいるんだ？　元七しち剣けんってとこだろうが」

「研とぎ師しだよ」

　車から降りてきたラーシュも、門を見て口笛を吹いてから答えた。

「クロウの日本刀、スイサーラとのケンカでボロボロになっただろ？　研ぎ直しておかないと、また折れるよ。かなり腕の良い研ぎ師らしい」

「ふーん。でも、いいお値段じゃねえの？」

　クロウが長年愛用してきた日本刀は、以前に太たい陽よう教きよう本部で教団の戦闘部隊リーダー、ジョーとの戦いのときに折れてしまった。

　今持っている日本刀は、折れた直後にどこからか飛んできたものである。出所は不明だが、誰だれからも返せとは言われないし、なかなかの業わざ物ものなので使っているのだ。

「金じゃないらしいよ。気に入った相手の剣ならタダで研いでくれるとか」

「その研ぎ師が十代で乳でかい美少女なら、身も心も俺おれのものにできるけどな。そうじゃないなら、別に気に入られたくねぇなあ」

「たまに思うのですが、クローは何様なのでしょう……」

「クロちゃん様じゃないかな？」

「ははっ、私が乳のでかい美少女じゃないから少年のものになってないというのか」

　日ひ奈な子ことリンネが呆あきれたように言い、イシュトはやさぐれている。

　クロウは気にせず、立派な門の隣にある通用口の扉を無造作に開けた。呼よび鈴りんなどというものがなかったからだ。

「ちわーっ。剣、研といでもらいに来ましたー」

「こらこら、クロウ。出前じゃないんだからさ──」

　クロウに続いて、ラーシュが通用口をくぐったそのとき。

　ヒュンッ、と鋭く空気を斬きり裂いてなにかが飛んできた。

「…………っ！」

　衝しよう撃げき音おんのあとに、クロウが横を向くと──漆しつ喰くいの塀へいに木ぼつ剣けんが二本突き刺ささっていた。

　木剣を折ることなく、塀に突き刺すなど、いったいどんな投げ方をしたら可能なのか。

「……こりゃまた熱ねつ烈れつな歓迎じゃねぇか」

「まったくだねえ」

　クロウとラーシュが、同時につぶやいて木剣を投げてきた人物に目を向ける。

「小こ僧ぞうたちは、普通の歓迎なんざ好まんだろう？」

　門のところから十メートルほど、屋や敷しきの玄関へ細い道が続いている。

　その道の途中に、一人の人物が立っていた。

　後ろで結んだ白い髪に、作さ務む衣えのような青い和服──川で見かけたあの女性だった。

　彼女の手には、投げつけられたのと同じ木剣が握られている。

「おい、ラーシュ。まさかあの人が、腕のいい研とぎ師しさんか？」

「いや、顔は知らないんだよ。どこかで見た気はするけど……」

　ラーシュはぶつぶつ言いながら、塀に突き刺さった木剣を二本とも引き抜き、一本をクロウに渡した。

「なにかまた物ぶつ騒そうなバトルが始まりそうなのですが、セフィ亡なき今、わたしは誰だれを盾たてにすればいいのでしょう」

「ひーちゃん、セフィちゃんは死んでないからね」

「私を盾にしてくれていいけど……って、ちょっと待て！　少年、ラーシュ！　あの人はまさか！」

「まさかもなにも、どう見ても三十路みそじのおばさんじゃん。さすがに俺おれのストライクゾーンから大きく外れるな」

　クロウは木剣でぽんぽんとてのひらを叩たたいた。白い髪の女性は美人ではあるが、クロウは元々年上は好まない。

「四よん将しよう家の小娘から話は聞いてるさね。小僧ども、剣を研いでもらいにきたんだろう。ぬしらに、その資格があるかな？」

「はっ、資格ね。いらん資格なら持ってるんだけどな」

　クロウは、ちらりと自分の左手首を見た。そこには、リストバンドがはめられている。その下に剣と植物のつるを記号化した紋もん章しようが刻まれた腕輪があるのだ。

　それは、剣けん聖せいの継承印コード。剣聖の継承者候補として認められた証あかしである。

「ちぇっ、シルフィさんも教えてくれればいいのに。そうかなとは思ってたけど、やっぱり研とぎ師しさんは元剣士か」

　ラーシュも不満そうだ。別に戦うつもりはなかったのだろう。

「とりあえず、そこの小こ僧ぞうたち。二人まとめて来い。ぬしらの剣は、だいぶ傷んでおるようだからな」

「そうだねえ。獣じゆう斬ざんもあんまり研ぎに出してないから、そろそろと思ってたけど。二人まとめてとは、ナメられたもんだ。ねえ、クロウ？」

「もうちょい年下なら、ナメてほしいくらいだがな」

「こ、こら……少年……！」

　イシュトが、なにやら慌てている。しかし、クロウは知ったことではなかった。

　少しばかり気になることはある。目の前の白い髪の女性は、どうにも得体が知れない。

　クロウは手て練だれの剣士だ。彼ほどになれば、相手を見ただけでどれくらいの腕前かある程度は推量できる。

　ソーディの肉体は、強力なパワーの源となる『光コウ』というエネルギーを内在している。それの多た寡かでも相手の力量は知れるのだ。

　だが、白い髪の女性は強いのか弱いのか見当がつかない。『光』もほとんど感じられない。優秀なソーディ剣士ならば、自分の『光』を抑おさえ込こむこともできるが……。

「クロウ、気にしても始まらないさ。タダで研いでもらえるチャンスなんだしさ」

「それもそうか」

　クロウは頷うなずく。ソーディは人間から見れば無む茶ちやをする種族ではあるが、初対面の相手の命をいきなり取ろうとはしないだろう。

　すうっ──と、クロウは中段の構えを取る。ラーシュも同じ構えを取った。師である剣聖ヒョウカから徹底的に叩たたき込まれた構えである。

「ふん、小生意気に悪くない構えを取るじゃないか」

　白い髪の女性もまた、木ぼつ剣けんを中段に構えた。正面に立っているクロウたちと鏡映しのような、同じ構えである。

「暑いんだから、さっさと来るといいさね。それとも小僧たち、こんな女が怖いのかね？」

　決して挑ちよう発はつに乗ったわけではなかった。

　ただ、白い髪の女性がさりげなく足をわずかに引き、クロウにはそれが絶好の隙すきに見えたのだ。ラーシュも同じだろう。

　二人の剣聖の継承者は、同時に動いた。身体的に優れたラーシュが先に白い髪の女性に肉にく薄はくし、木剣を振った。クロウはそのラーシュの一撃を気にせず、自分も踏み込み、木剣を上段から斬きり下げた。

　クロウの剣、“〝古コ流リユウ”〟は予備動作を消し、殺さつ気きを抑えて振る。相手から見れば、気づいたときには既に剣が振られているのだ。

　さらに、剣は途中でまったく別の軌き道どうを描き、上段かと思えば下段、首かと思えば胴どうを狙ねらって振るわれる。さらに速度も調節して──要するにクロウの動きから予想されるのとは異なる太た刀ち筋すじで放たれるのだ。

　そのタイミングの狂わせ方が絶妙で、ソーディでもなすすべもなく斬きられてしまう。

「ほー、妙な剣さね」

「…………!?」

　白い髪の女性は、感心したようにつぶやいた。

　クロウの古コ流リユウの剣は白い髪の女性にかすりもしなかった。

　古流は、まだ未完成の剣術である。最強クラスの剣士が相手では劣れつ勢せいに陥おちいることも多かったが、あまりに──あっさりとかわされすぎた。

　クロウが今まで出会った最強の剣士である死し剣けん使つかいスイサーラでさえも、古流の剣が当たるか当たらないかのギリギリのところでなんとかかわしていた。

「ほう、ほう。同じ剣けん聖せいの弟で子しでもまるで違うじゃないか。同時に繰り出されると、どうにも気持ち悪いさね」

　ラーシュの獣じゆう斬ざんから繰り出される剣も、まったく当たっていない。

　二人の剣士たちは次々に斬ざん撃げきを繰り出しているが、白い髪の女性にはかすりもしない。

　それどころか、白い髪の女性は余裕たっぷりだ。

「そっちのソーディの小こ僧ぞう、なかなか悪くない。正統派に近い、速さと重さを兼かねた鋭い剣だね。人間の小僧のほうは、クセがありすぎる。それはよくもあり、悪くもありだね」

「なに冷静に分析してんだよ！」

　クロウは止まらず連続攻撃を繰り出す。だが、まるで当たらない。というより、自分から外しているような錯覚さえ覚える。

「困ったね。こっちはまるで分析もできないな」

　ラーシュも戸と惑まどいつつも、攻撃を続けている。クロウが見る限り、ラーシュが手を抜いているとも思えない。

「そうさね。まあ、充分見せてもらった。あとは──飛べ」

「は──？」

　クロウが戸惑いの声を出した瞬間。

　世界が反転した。

「うおおっ……？」

　クロウの視界が逆さまになったかと思うと、次の瞬間には水に飛び込こんでいた。

「ぶわっ……！　なっ、なんだ……!?」

　クロウは、水面から顔を出して、周りを見回す。玄関への小道から数メートル離れたところに小さな池があり、吹き飛ばされてそこに落っこちたらしい。

「どうなってるの……？」

　ラーシュが珍めずらしく動どう揺ようした声を出している。彼のほうも吹き飛ばされたらしく、屋や敷しきを囲む塀へいの上に倒れている。

「……会長、俺おれらがなにされたか見えたか？」

　クロウは、呆ぼう然ぜんと突つっ立たっているイシュトに質問する。だが、彼女は黙だまって首を振るだけだった。

「なにっていうか……そっちの白い髪の人が木ぼつ剣けんを一ひと振ふりして、クロちゃんとラー君の木剣に当たって……そんで、二人が吹っ飛んだんだよ」

　説明したのは、リンネだった。死し剣けん使つかいの彼女の動体視力は、ずば抜けている。

「ほう。そこのメイド、よく見えたな。ぬしは……なるほど、そうか」

　白い髪の女性は一人で納なつ得とくすると、くるりと踵きびすを返し、玄関のほうへとのんびり歩き出した。

「全員、来い。あと、人間の小こ僧ぞう。ぬしには風呂くらい貸してやろう」

「そりゃどうも……つか、あんた何者なんだよ？」

　クロウとラーシュ、二人になにもさせず、一撃で勝負を決めるなど七しち剣けんでも簡単にはできないはずだ。

「少年、ラーシュ。その方は……“〝大だい剣けん聖せい”〟だ」

　イシュトが、震える声で言った。

　その言葉にも、白い髪の女性は立ち止まらない。

「大剣聖……なんだそりゃ？」

「あのなあ、少年。君が変に知識が抜けてるのは知ってたけど、これくらいは知っとけ。大剣聖は文字どおり、七剣の一人だった方で──七十年前の大戦の英雄だ」

「はぁ？　会長、あんたなに言ってんだ？」

　クロウが首を傾かしげる。

　七十年前の大戦に参加していたら、当時どんなに若かったとしても、今はとんでもない老人ではないか。

　白い髪の女性が、玄関の前でぴたりと立ち止まる。

「その小僧の言うとおりさね。なに言っとるんだ、小娘。英雄なんぞじゃない。そんなものは、誰だれかの都合で祭り上げられたお調子者のことさ。ま、妾わたしが大戦に参加してたのは事実だがね」

　そう言うと、白い髪の女性──大剣聖は玄関の引き戸を開き、さっさと中に入っていってしまった。

「え、ちょっと待て。マジで七十年前の大戦に……？」

　クロウは、白い髪の女性の外見と、七十年という数字のせいで混乱してしまう。

　どうやら、自分たちがとんでもない人物に引き合わされたのは確かなようだった。





「ああ、上がったか。適当なとこに座りな」

　クロウが風呂から上がり、居い間まらしき二十畳じようほどの広い和室に入ると、大だい剣けん聖せいが偉そうに言った。

　その大剣聖は、畳の上にあぐらをかいて座っている。

「……なんか、すげえ部屋だな」

　クロウは、ぼそりとつぶやいた。

　居間は、武家屋や敷しきのような外見からは想像もつかないほど垢あか抜ぬけている。部屋そのものは和室ではあるが、頑がん丈じようそうな洋風のテーブルに、50インチの大型液晶ＴＶ。レコーダーが三台繋つながっており、最新のものらしきゲーム機も五台ほど置かれている。

　壁かべ際ぎわに置かれた棚には、映画のＤＶＤソフトやゲームのパッケージがずらりと並び、アメリカのＳＦ映画のポスターなども貼はられている。

　テーブルに並べられている飲み物は、パイナップルジュースだ。

「文句でもあるのかい？　老人は抹まつ茶ちやを飲んで、盆ぼん栽さいを育てて囲碁を打てとでも？」

「そうは言ってねぇけどよ……」

　クロウは曖あい昧まいに答えて、腰を下ろした。日ひ奈な子こ、リンネ、イシュト、ラーシュの四人も思い思いの場所に座り、ジュースを飲んだり、その辺に転がっている映画のパッケージを眺めたりしている。

「なんせ暇ひまなものでな。現代日本は、暇ひま潰つぶしの道具には事欠かん。悪くない」

　そう言って、大剣聖は部屋を満足げに見回した。少なくともこの人は、今の生活に不満はなさそうだ。

「一応、全員揃そろったところで自己紹介でもしてやるかね。妾わたしはジルンシェード。まあ、大剣聖と呼んでもかまわん。ご大層すぎて気に入らん呼び名だが、何十年もそう呼ばれたせいで慣れちまったからね」

「で、ご大層な大剣聖さんよ。俺おれらをいきなり品定めしたのはなんでだ？」

　クロウが、自分の分のジュースを手に取りながら質問する。

「せっかちな小こ僧ぞうだね。妾も一応、剣けん聖せいの座にあった剣士だからね。継承者候補がどんな奴やつらかは気になるじゃないか」

「ここの、剣聖の弟で子しその１が研とぎ師しだって言ってたんだが、どうなってんだ？」

「研ぎ師なのは間違いないさね。なんせ、剣聖やってた頃ころ、暇でしょうがなかったからね。暇潰しに研ぎをやってたら、えらい腕前になったんだ。剣士を引退して、今はたまに剣を研いでるってわけさね」

「……そういや、あんたっていつまで剣聖やってたんだ？」

「少年、そんなことも知らないのか……」

　クロウの言葉に、イシュトが呆あきれて言って首を振った。

「その方は、先代の剣聖だよ。もっと言うなら、剣聖ヒョウカの前の剣聖だ」

「ん……？　大戦の頃に既に剣聖だったっていうなら──」

　人類同士の世界大戦が、ソーディとの戦争になったのが七十年前。

　このジルンシェードと名乗る老人──が、そのとき既に剣けん聖せいだったとしたら。

「確か、師匠せんせいが剣聖を継ついだのって十年ちょいくらい前だよな。あんた、六十年近く剣聖の座にあったのか！」

　この前、シュナークも言っていたが、七しち剣けんがその座に就いているのは長くて十年程度だという。その六倍近く、剣聖の称しよう号ごうを持ち続けたとは。

「好きでやってたもんかね。四よん将しようたちが妾わたしを下りさせてくれなかっただけだ。ヒョウカに継がせて、ようやくカタギに戻もどれたってわけさ。もっとも、今も剣けん仙せん衆しゆうの長おさなんぞ、やらされてるがね」

　大だい剣けん聖せいは、心底面倒くさそうに言った。

　どうやら本当に、彼女自身が好きこのんで剣聖の座にしがみついていたわけではないようだ。最強の剣聖だった彼女が、剣仙衆の長に就いているのも理解できるが……。

「あー、もっかい待ってくれ。ちょっと整理させてくれ」

「小こ僧ぞう、若いくせに頭の回転が悪いな。別に難しいことはなにもないさね。九十のババァにだってわかることなんだぞ」

「それだ、まずそれだよ！」

　クロウは、びしっと大剣聖の顔を指さした。

「あんた、どう見ても三十代──どんなにおまけしても四十歳くらいだろ。本当に大戦に参加してたのかよ！」

「確実な年齢は怪しいもんだがね。あいにく、ソーディア生まれでな。あっちにも戸こ籍せきみたいなもんはあったが、役所はこちらに移転してくれなかったのさ」

　大剣聖はすっとぼけた女性らしい。確かに、大戦に参加していたソーディならば、元々はソーディアに住んでいたのだろう。

　クロウは、それなりにソーディの知り合いはいるが、ソーディアを実体験として知っている老人にお目にかかるのは初めてだ。

「ま、大戦の生き残りもほとんどくたばったがね。妾みたいな死しに損ぞこないもいるのさ」

「いや、そりゃそうだろうけどさ……でもなあ……」

「なんだい、驚きすぎじゃないか、人間の小僧。ぬしもソーディの中で育ったのなら、知っておるだろ。『光コウ』のおかげでソーディは老化が遅い。特に強い『光』を持つ者ならば、詐さ欺ぎ同然の外見を保っていると」

「マジで詐欺だろ」

　ソーディは十代までは人間と同様の、年齢相応の外見である。

　しかし、肉体のピークに達してから、それ以降の老いが極端に遅い。もちろん個人差はあるし、そもそもの顔かたちが成熟して見える者もいる。

　クロウが知っているソーディの中でも、剣聖ヒョウカは元々大人っぽいせいか、普通に二十九歳という年齢にふさわしい外見だった。

　それに対し、ヒョウカと同い年である剣けん王おうジーネルは童どう顔がんのせいもあってか、十代後半で充分通じる。二十四歳だったマナカも、予備知識なしで見たら誰だれもが十代だと思うだろう。

「うーん、それにしたってなあ……」

「まだ認められないのかい。これでも、妾わたしは剣けん聖せいの座にいた者だよ。『光コウ』の量でも、そこらのバカどもには負けないさね。ああ……そうだ」

　大だい剣けん聖せいは独り言のようにつぶやくと、立ち上がって壁かべ際ぎわの棚をごそごそといじり、なにかを取り出した。

「ほら、こいつを見な」

「ん……？」

　大剣聖から渡されたそれは、一枚の写真だった。正確には、写真の切れ端はしだった。サイズから考えて、半分くらいに千切れている。

　かなり古いモノクロ写真らしく、ぼろぼろになっているが、それでも写っているものははっきりと確認できた。

　後ろで黒髪を結んだ、どこか暗い目をした剣士と、軍服のようなものを着た肩までの短い髪の女性が並んで立っている。

「んん……!?　この人、シルフィ様……じゃねえよな？」

「そっちかい。そいつは、ラナフィだよ。大戦当時の四よん将しようの一人さ。で、その隣の美人が言うまでもなく妾だ。その頃ころは髪が黒かったがね」

「ラナフィ様と……あんたなのか、本当に」

「確かに似てるね、シルフィさんに。性格が似てるって話は聞いたことあったけど」

「大剣聖も、見た目が十歳くらい若く見えるが……ご本人だろうね」

　クロウの左右から、ラーシュとイシュトが覗のぞき込こんできた。

「むう……俺おれ、やっぱ同い年くらいの女の子がいいな……二十代以上のソーディは疑ってかからなきゃいけねえし……」

「ぬしの好みなんぞ、どうでもいい。ほら、返しな」

　大剣聖は、クロウから写真を取り上げて、胸元にしまった。

　さすがに九十歳で見た目が三十歳程度というのは常じよう軌きを逸いつしているが、ソーディの性質から考えれば、まったくありえないとは言えない。

　イシュトも認めたようだし、クロウも大剣聖の年齢を信じるしかなかった。

「あの、質問なのです」

「なんだい」

　軽く手を挙げた日ひ奈な子こに、大剣聖は素っ気なく答えた。

　クロウは、ほっとする。大剣聖の声には、人間への──ソーディが持つ人間への侮ぶ蔑べつが含まれていなかったからだ。

　以前からクロウは思っていたが、強い剣士ほど人間への優越感が少ないのかもしれない。

「大だい剣けん聖せいさんは空の扉を通ってこちらに──地球に来たのですね？」

「もちろんそうさ。ああ、そうか。ぬしが太陽の乙女、か……」

　日ひ奈な子こを見つめる大剣聖の目が、ふっと和やわらいだようだった。

　それは、どこかなつかしいものを見るようでもあって……。

「……あの？」

「いいや、なんでもない。空の扉のことは、妾わたしはなにも知らん。ソーディアでは“〝大地の扉”〟と呼ばれていて、地面のばかでかい裂さけ目めに飛び込こんだら、気づいたときにはもうこっちの世界さ」

「……それも初めて知ったのです」

　日奈子──太陽の乙女は、地球とソーディアを繋つなぐ空の扉に深く関かかわっている。

　それどころか、太陽の乙女こそが空の扉を開く力を持った者という可能性が高い。日奈子が扉のことを気にするのは当然だった。

「空の扉からは金色の不思議な光が地上へ向けて差していてね。その光を通ると、地上へゆっくり降りていけたのさ。空の扉はとんでもない高度に開くこともあったからね。普通に空の裂け目に現れたら、そのまま真っ逆さまに落ちて死んでただろうさ」

「なるほど、金色の光ですか……」

　日奈子は、ふむふむと頷うなずいている。

　彼女が不思議な力を発揮するとき、黄金の光に包まれるのだ。それとの関連性を考えているのだろう。

「ぬしは気になることがあるらしいが、妾には期待しないことさね。なんせ、歳としが歳だ。昔のことなんぞ忘れちまったよ」

「ボケちゃったのですか？」

「ちょっ、桜さくら井い日奈子！」

　日奈子の率直な物言いに、イシュトが慌てている。

「あのな、君にはわからないだろうが、控ひかえめに言っても歴史に残る偉大な方なんだ。少年やラーシュみたいに適当に扱っちゃいけない！」

「俺おれも適当な扱いは困るけどな。まあいいさ、俺だって老人の思い出話を聞きに来たんじゃねえんだ。研といでくれるのか、俺の刀？」

「現実的な小こ僧ぞうよな。まあ、見てやるくらいはしよう。仕事場があっちにある。剣を持って来な。そっちの小僧もだ」

　大剣聖はそう言って、ラーシュを指さした。

　どうやら偉大なる大剣聖は、孫まご弟で子しにご興味を持たれたようだった。





　大剣聖の仕事場は、さきほどの居い間まとはうってかわって、古風な和室だった。

　そもそも、物がほとんどない。床とこの間まに花が一輪飾かざってあるくらいで、あとは研ぎの道具が置かれてるだけだ。

　雨戸が閉まっているのか、かなり暗い。電灯すらなく、大だい剣けん聖せいは皿の上にろうそくを立て、火をともした。意外なほど部屋の中が明るくなる。

「ほれ、見せてみい」

　クロウは、黙だまって大剣聖に自分の日本刀を差し出した。

「ふむ……」

　大剣聖が、日本刀を無造作に抜き放つ。ろうそくの光に刃をかざし、剣のはばきから切っ先まで刀とう身しんをじっくりと観察している。

「生意気によい剣を使ってるな。ふむ、銘めいはない……か。だが、なかなかの業わざ物ものだ。どの世界にも名が知れてなくても優れた者というのはいるものでな。どこで手に入れた？」

「飛んできたんだよ」

　クロウの端たん的てきな説明に、大剣聖はあっさり納なつ得とくしたらしく、また剣の品定めに戻もどった。

「小こ僧ぞう、よほど面倒くさい相手と斬きり合ったようだね？」

「剣を見ただけでわかんのかよ」

「この剣に叩たたき込こまれた刃の『光コウ』の残ざん滓しが感じられる。ぬしらのようなガキどもには、まだわからんだろうがの」

「……ガキで悪かったな、ババァ」

「剣を握ってる相手に毒を吐くものではないぞ、小僧。うっかり手が滑る」

「あんた、ソーディだろ。丸まる腰ごしの相手を斬んのかよ」

「歳としを取るとソーディの本能も薄れるものらしいぞ」

　大剣聖の口調は、あからさまに嘘うそっぽかった。

　ソーディは一対一の正々堂々の戦いを好むもの。それは、まさに本能に刻まれた性質である。年齢で変わるとは、クロウには思えなかった。

「ああ、大剣聖。ほら、これですよ。クロウと斬り合った奴やつは」

　部屋の隅でニヤニヤしていたラーシュが近づいてきて、スマートフォンスマホを大剣聖に差し出した。

　クロウもその画面をちらりと見る。

「あん？　もしかしてこれ、この前のサーラとの斬り合いか？」

「剣の学院の防犯カメラが捉とらえてた映像だよ。ちょっと距離があるところから撮ってて、無理に拡大してるから画が粗いけどね。この前、シルフィさんに会ったときにもらったんだ」

「んなもん、もらってどうすんだよ」

　クロウは毒づきつつ、スマホの画面を眺めた。

　クロウと死し剣けん使つかいスイサーラ──サーラが、正面から斬り結んでいる。一見、互角の戦いのようだが、実のところクロウが一方的に追い詰められているだけだった。

「おや。こいつは、死剣使いかい」

「わかるんですか、大だい剣けん聖せい。ええ、確かに死し剣けん使つかいの一人──スイサーラですよ。剣の学院に乗り込こんできて、クロウをぶった斬きろうとしてるところです」

「使えん死剣使いだの。斬っておいてくれれば、妾わたしもこんな生意気なクソガキに会わずに済んだのに」

「ほっとけよ。ていうか、死んでたまるか」

「なるほどな、これが今の死剣使いか──」

　クロウのツッコミを聞き流し、大剣聖はスマホをラーシュの手からひったくって熱心に眺め始めた。

「年齢はぬしらより一つ二つ上といったところか。この歳としで恐おそろしいほどの完成度だの」

「サーラってそんな歳だったのか……」

　クロウは小さく唸うなった。サーラに剣を習ったというリンネでさえ、年齢は知らないと聞いた覚えがある。

「まったく、どんな時代でも厄やつ介かいな奴やつらよ。こやつ、妾より強いのう」

「あー、そうだろうよ。サーラの化け物っぷりは俺おれが一番よく知って──って、そうなのかよ!?」

　クロウは、大剣聖のさりげない言葉にぎょっとする。

「別に意外でもあるまい。死剣使いは戦闘に特化したブレイズの中でも最悪の連中だ。ただのソーディである妾が負けても不思議はないさね」

「ただのソーディ、ねぇ……」

　クロウはもちろんそんな言葉は信じない。

　この白髪の女性は、剣けん聖せいの座に半世紀以上も居い座すわり、ついさっきもクロウとラーシュの二人をまとめて吹き飛ばしたほどの剣士だ。年老いたとはいえ、最強クラスの一人であることは間違いないだろう。

「あんた、さっき俺とラーシュをあっさりぶっ倒したじゃねえか。そのあんたでも、サーラには勝てないって言われてもな」

「別に、ぬしらを倒したわけじゃない。吹き飛ばしただけだ。そのサーラとやらと戦えば、おそらく妾が圧倒するだろう。死剣使いにはなにもさせず、こちらが好き放題に斬れる。こんな風に──な！」

「…………っ！」

　大剣聖は、無造作にクロウに向けて剣を振るった。

　その切っ先が、クロウの顔の産うぶ毛げに触れるほど近くでぴたりと止まる。

「だが、仕留めきれないだろう。死剣使いはどれほど斬られても妾に向かってきて──最後に致命傷を受けるのは、この哀れな老人だ」

「……ちぇっ。あんたがサーラを仕留めてくれりゃ楽だったのによ」

　クロウは冗じよう談だんめかして言った──が、多少本気も含まれている。

　師匠である剣聖ヒョウカと同レベル──本物の怪物であるサーラとの戦いはまだ未熟なクロウにとって分が悪すぎるのだ。

「冗じよう談だんじゃないね。妾わたしは世界大戦で充分すぎるくらい戦ったんだ。しかも、戦後も胸くその悪い斬きり合いをやらされたしね」

「あー、大だい剣けん聖せいもブレイズの粛しゆく清せいに参加してたってわけですか」

　ラーシュが、なんでもないことのように言った。

「はん、別にラナフィたちがやったことが間違いだとは思ってないさね。ほっといたら、ブレイズたちが、なんらかの面倒を起こしたのは間違いないからね。奴やつらは戦い続けずにはいられない連中だ。日本に樹立したばかりのソーディ政府が、先手を打ってブレイズたちを抑おさえ込こんだのは正解さね。わかってるさ。それでも……」

「まだなにもしてないブレイズたちを斬りまくって、おまけに貧びん乏ぼうな居きよ留りゆう地ちに追いやったんだもんな。たいしたツラの皮だよ」

「俺おれたちも、その哀れなブレイズたちをぶっ潰つぶそうとしてるんだよ、クロウ」

「わかってるよ。自虐を兼かねたイヤミだ」

　クロウは、ブレイズに恨うらみはない。セフィが狙ねらわれていたり、サーラにはさんざんな目に遭わされたが、今となっては特に憎しみは持っていない。

「妾たちも大たい概がいだが、ぬしらも相当だろう。ブレイズと命いのち懸がけで戦っているくせに、ブレイズの死し剣けん使つかいを連れているじゃないか」

「……なんだ、わかってたのかよ」

「妾は、死剣使いと少々付き合いもあったのさ。剣さばきを見なくても、あの独特の『光コウ』ですぐにわかる」

　大剣聖は、一度クロウの剣を鞘さやに収めると、研とぎの道具を並べ始めた。

「あの頭のネジのゆるそうな小娘──リンネといったか」

「えらい言われようだな、リンネ」

　自分のことを棚に上げて、クロウは呆あきれる。

「死剣使いの中でもちょいと変わっているようだね。育ちか遺伝か、どちらにしても案外あの娘がブレイズとの戦いの鍵を握ることになるかもしれないよ」

「鍵、ねぇ……どうだろう。あいつ、あんま考えてねえからな。可愛かわいいし、胸はでかくはないけど形いいから、そばに置いておきたいんだよな。嫌がらねえのが玉たまに瑕きずだけど、なにしても割と受け入れてくれるのも悪くはねえし……」

「おい、四よん将しよう家の小こ僧ぞう。このガキ、警戒心が色欲に負けてるぞ」

「俺はもう慣れました」

　ラーシュがすまし顔で言う。

「ほっとけよ。だいたいな、鍵とか別にいらねえだろ。ブレイズを絶滅させようってんじゃねえんだ」

「四将家の小僧、今のブレイズはどれくらい数がいる？」

「はっきりしません。今、反乱を起こしてる連中は戸こ籍せきも持ってない奴らも多いみたいですから。それでも日本全国あわせて、数十万人単位でしょう」

「そんなもんかい。戦後は百万単位ではあったはずだが……」

　ぶつぶつ言いつつ、大だい剣けん聖せいは研とぎの道具を揃そろえ終えて、やたらと巨大な研ぎ石の前にすっと正座する。

「まあいいさ。続きはあとだ。ぬしら、今日は泊まっていけ」

「は？　いや、俺おれらにも帰る場所が……」

「この家、一人で住むには広すぎてな。剣けん聖せい引退の際に政府からもらったんだが、利便性というものを無視しておる。せっかく、若いのがたくさん来たんだ。ゆっくり掃そう除じしていけ」

「おかしいだろ、なんでくつろげじゃなくて働けなんだよ！」

「老い先短い老人を介護するのが若者のつとめだろう」

「ホントに老い先短いんだろうな……確か、ソーディの平均寿命って人間とあんま変わらねぇんだよな？」

　クロウは兄弟きようだい弟で子しに確認する。

「そうだね、平均は七十後半から八十歳くらいか。百まで生きるのはそうはいないね」

「見た目がどんなに若く見えても、心が老いるのさね。心が老いれば、身体からだも衰えていく。ソーディにも人間にも、時の流れの感じ方は変わらないのさ」

「気持ちが若いと、いつまでもしぶとく生きるってわけか。ばあさん、あんたやっぱ年相応に盆ぼん栽さいとかしたほうがいいんじゃね？」

「自然に人の老ろう衰すいを願うんじゃないよ。だいたい、ばあさん呼ばわりとは生意気な小こ僧ぞうだね。ヒョウカの奴やつは、礼儀は教えなかったのかい」

「うちの師匠も、あんたに礼儀を教わってたとは思えねぇな」

「……本当に生意気な小僧だよ。いいからさっさと出て行きな。研ぎは集中力がいるんだ。ぬしらは掃除して、メシでもつくっておけ！」

「うおっ」

　大剣聖に一いつ喝かつされ、クロウとラーシュは弾はじかれたように立ち上がって、仕事部屋から飛び出した。

「……なんなんだ、いきなり。歳とし取るとわがままになんのか？」

「元からいい性格していそうだけどね」

　クロウとラーシュは、並んで廊下を歩いて行く。

「しかし、大剣聖もいろいろしゃべった割に……」

「なんだよ、ラーシュ？」

「師匠せんせいの話をほとんどしなかったね。行方ゆくえ不ふ明めいって話くらいは聞いてるだろうに、俺たちになにも確認しないなんて」

「…………」

　確かにおかしい、とクロウは考え込こんでしまう。

　剣けん聖せいヒョウカは──他ほかでもないクロウが斬きってしまった。そのことを知っている者はごく限られている。大だい剣けん聖せいが知っているとは考えにくい。

「俺おれたちみたいな初対面の孫まご弟で子しなんかより、手塩にかけた弟子のことが気になるもんじゃないのかな？」

「手塩にはかけたけど、師匠が別に可愛かわいくなかったんじゃねえの」

　クロウは考えるのを放ほう棄きして、どうでもよさそうに言った。

　あの大剣聖はカンもよさそうだが、まさかクロウが師を手にかけたことまでわかるはずがない。

　ならば、ヒョウカのことを語りたくない理由でもあるのだろう。実はケンカ別れしていたとか、くだらないことかもしれない。

「まあいいさ、掃そう除じしろっていうんならしてやろう。こっちにゃメイドもいるしな。せいぜい綺き麗れいにして、剣の研とぎ代を要求されないようにご機き嫌げんを取らねえと」

「相変わらず、金が絡むと妙に真面目まじめになるよね、クロウ……」

　どのみち、大剣聖とはもう少し話をしなければならない──

　クロウには、そんな確かな予感があった。





　不意に、イシュトは目を覚ました。

　枕まくら元もとのスマホを確認すると、まだ真夜中だった。

　薄暗い和室には、布団ふとんが三組並べられていて、日ひ奈な子ことリンネがぐっすりと眠り込こんでいる。

　結局、イシュトたち全員、大剣聖の家に泊まることになったのだ。

　二人とも枕が変わると眠れないような繊せん細さいなタイプではないようだ。リンネも、今日はクロウを襲わずにおとなしく寝てくれている。

「……ちょっと喉のどが渇かわいたな」

　イシュトは小さくつぶやいて、部屋を出て廊下を静かに歩いていく。

　庭に面した廊下は、灯あかりはついていないが、月の光だけで充分に明るかった。かすかな夜風に揺ゆれる庭の木々も、いい風ふ情ぜいだ。

　たまには、こういう情じよう緒ちよを味わうのも悪くはない。

「ん……？　大剣聖……？」

「なんだ？　妾わたしの寝込みでも襲いにきたのかね？　今さら、妾の首など取っても手柄にはならんぞ」

　大剣聖は庭に立ち、クロウの日本刀を月に向けて掲かかげているところだった。

「い、いえ。目が覚めてしまっただけで……大剣聖はずっと研ぎを？」

「ふん、別に小こ僧ぞうのためにやったんじゃない。いい剣がろくな手入れもされてないのが見てられなかっただけだ。ふむ、まあよかろう。あの小僧にはもったいないいいデキだ」

　大だい剣けん聖せいは満足したように頷うなずいて、日本刀を鞘さやにぱちりと収めた。

「ぬしは強い」

「は……？」

　いきなりの大剣聖の言葉に、イシュトは戸と惑まどってしまう。

「うちの孫まご弟で子しどもも確かに、そこそこやる。だが、どうも妙な育てられ方をしたのか力が安定しておらん。そこへいくと、ぬしは安定しておる。孫弟子どもと十回やりあったら、九回はぬしが勝つよ」

「……少年たちが勝つ一回は、きっと命いのち懸がけの勝負になるでしょう。死ぬのは私です」

　イシュトは淡たん々たんと言った。

　自分の力量が、クロウやラーシュに劣おとっているとは思っていない。単純に剣の腕前だけを見るなら、イシュトが勝っているはずだ。

　しかし、剣けん聖せいの弟子二人には持ち前の力量を超えたなにかがある。それは、イシュトが持ち合わせていないものでもある。

「ぬしは、なかなかややこしい立場のようだな？　それも関係あるか」

「……なんだかみんなに見抜かれますよ、それ」

　イシュトは、少し苦笑いする。彼女はソーディとして、やや特殊だった。それで自分を卑下することはないが、引っかかりがないわけでもない。

「それで強さに固こ執しつしてしまっているか。強くなろうという気持ちが強すぎて、それが成長を阻そ害がいしておるのかもしれんよ。もっとも、それでもぬしはそう遠からず七しち剣けんにも昇れるだろうが」

「そのうちでは……ダメなんです！」

　イシュトは身を乗り出し、ぐっと拳こぶしを握りしめた。

「学院で少年とサーラが戦っていたとき、私はなにもできなかった。サーラに圧倒されて動くこともできなかったんです。七剣になれる、と剣けん帝ていアミラルにも言われました。でも、それが一年後では遅すぎるんです！」

「……ぬしは、“〝牙きばの道”〟を知っておるか？」

「牙の道……？　いえ」

「まったく、嘆なげかわしい。近ちか頃ごろの若い者はなにも知らんな。かつてソーディアにあった、ある種の訓練施し設せつのことだ」

「ソーディアのことはほとんど知らないので……」

　イシュトの先祖が暮らしていたはずの異世界は、現代に生きるソーディたちにとってはもはや月や火星よりも遠い場所でしかない。

「剣けん姫き以上の者だけが入ることを許される。どういう場所か知ることができるのは、入った者のみだ。ただ、一つ言うなら、牙の道に一週間も入れば、三年分の修しゆ行ぎように匹ひつ敵てきする成果が出ると言われておる」

「三年分……！」

「もちろん、都合のいいことばかりではないよ。入れば命を落とすこともある。いや、ほとんど死ぬと言ってもいいかもしれん。かつて、牙きばの道に入ったのはいずれも優れた剣士たちだった──が、生せい還かん率りつは三割といったところだ」

　大だい剣けん聖せいは、にやりと笑った。おそらくハッタリではなく、彼女は牙の道という場所の正体も知っているのだろう。

「確率が三割だとしても……魅力的な話ですね」

「妾わたしはあまり好まんがな。ソーディは若い時代が長い。普通に三年訓練すればいいだけのことさね。牙の道に入れるほどの剣士を、時間を惜おしんで死なせるのはもったいないだろう」

「時と場合によるでしょう。私には──今、力が必要なんです」

　イシュトは、裸足はだしのまま庭に下り、つかつかと大剣聖に近づく。

「待て待て、焦るな小娘。ソーディアにあった施し設せつ、と言ったろう。残念ながら故郷への道は閉ざされておるのだ」

「……はい」

　言われるまでもなく、イシュトもわかっている。それでも、牙の道に代わるなにかがあるのかと期待してしまっていた。

「まあ……剣けん仙せん衆しゆうで牙の道をつくり直してあるんだがな」

「あるんですか!?」

「こちらにない、とは言っておらんだろう。わざわざ、ありもしないものの話をするほど、妾もボケてはおらん」

　大剣聖は、鞘さやに収めたままの日本刀で、北の方向を指した。

「この屋や敷しきの裏側の山に、牙の道への門がある。ただ、剣仙衆たちが暇ひまに任せていろいろやりすぎてな。ソーディアの牙の道よりはるかに難易度が上がって──生還率は一割を切っておる。何事もほどほどに、というよい教訓が学べた」

「…………！」

　イシュトは、ぎょっとする。ここの元剣士たちは、なにをしてくれているのだろう。

「牙の道を抜ければ、得られるものは果てしなく大きい。あるいは──今、空位となっている剣けん将しようの称しよう号ごうすらぬしのものになるやもな」

「剣将……」

　確かに、剣将マナカの死は正式に認められている。

　だが、誰だれかが剣将を継ついだという話は聞いていない。先代のマナカが反逆者ということもあって、称号の継承には政府も慎重になっているのだろう。

　イシュトは、先代が誰であろうとどうでもいい。

　なんであろうと──自分が七しち剣けんの一人になれるのならば。

「まあ、ぬしの気持ちもわかるがな。どのみち剣仙衆の許可が必要になる。入りたくてもすぐには入れん。考えて決めるがいい」

「……はい。どうも失礼しました。おやすみなさい」

「ああ」

　イシュトは、身を翻ひるがえして家のほうへ戻もどっていく。

　考えるまでもなく──イシュトの心は既に決まっていた。





「ふん……」

　一人、庭に残った大だい剣けん聖せいはクロウの日本刀を杖つえ代わりにしてぼんやりと立ち続けた。

「まったく、シルフィの奴やつめ。厄やつ介かいな連中を送り込こんできおって。妾わたしはもう引退して、死ぬのを待ってるだけの老人だぞ」

　大剣聖は、深いため息をつく。

　もうとっくに世せ俗ぞくからは離れたつもりだった。

　サーラという死し剣けん使つかいの見事な戦いぶりを見ても、心は躍おどらない。五十年前であれば、サーラとどう斬きり合うかということ以外、なにも考えられなくなっていただろうが。

「ヒョウカの弟で子しどもに、死剣使いに、二つの血を継つぐ迷える剣士か。それに太陽の乙女……まさか、また会うことになるとは思わなんだな」

　大剣聖はそっと目を閉じた。

　一瞬、七十年前の記憶がよみがえる。















　空に走る、黒い亀き裂れつ。そこから差し込こんでくる黄金の光。

　光の下に立つ、巫み女こ服を着た黒髪の美しい少女──

「老人に、昔の夢は毒でしかないな」

　大だい剣けん聖せいは剣を再び抜き、なめらかな動作ですっと夜気を斬きり裂いた。

「しかもこの混乱の中心にいるのが、妾わたしの孫まご弟で子しとは。しかも奴やつは──」

　大剣聖は、剣を振り続ける。洗練はされていても、全盛期には遠く及ばない、弱々しい剣だ。

「あのときの小こ僧ぞうももう十五か。ガキの成長なんかいくらでも見てきたが、やはりちと特別さね」

　夏の夜風が、大剣聖の白い髪をさらさらと揺ゆらしていく。

　昔は、自慢の美しい黒髪だったが、どれだけ若く見えても時は確実に流れている。

　そう、時間は流れ──なにもかもが変わっていくが、それでも時はただ奪われていくだけではない。

　この夏の出会いが、大剣聖にそう思わせてくれたのだ。

　老いた剣士は、日本刀の刃の輝きを見つめながら口を開いた。

「なあ……ぬしらの息子は、しぶとく生き残っておるぞ」










２章　姫君の休日





　四よん将しよう家の屋や敷しきは、東京ソーディアの中央特別区センター、その中心部にある。

　ソーディ政府の頂点に立つ四将は、それぞれが“〝四将”〟と呼ばれ、特に区別などはない。

　彼らの屋敷は、政府の中ちゆう枢すうである元老院議会から車で二十分ほど離れた閑かん静せいな住宅街にある。

　それぞれの屋敷は密集しているわけではなく、適度な距離を置いて建っている。テロの標的を分散させる意味もあるし、最高権力者たちの微妙な関係性の表れでもあるのだ。

　智ち将しようラナフィを祖に持つその家は、ソーディらしく緑に囲まれた広大な敷しき地ちを持っている。本館と呼ばれるひときわ大きな二階建ての建物が奥まったところにあり、そこでは四将家の直系たちが暮らしている。

　その二階の一室──二十畳じようほどの広さの部屋に、セフィの姿はあった。

　室内のベッドやタンス、机などの家具はシックなデザインでまとめられている。

　そのベッドに寝転んだまま、セフィは無む為いな時間を過ごしていた。

「はぁ～…………暇ひまだわ」

　セフィは、ベッドの上でごろごろと転がる。

　長い金色の髪を背中に流し、薄い青のふわりとしたワンピースを着ている。長いスカートの裾すそは乱れてしまっているが、誰だれが見ているわけでもないので気にしない。

　服装のことなどより、時間をもてあましているのが一番の問題だった。

　セフィは、先日の剣の学院での戦いで、“〝死し剣けん使つかいとは戦わない”〟という姉との約束を破ってスイサーラに斬きりかかってしまった。

　そのときのセフィは、明らかに自分の実力を大きく超える力を発揮し、最強であるはずのサーラをも圧倒して、トドメを刺さす寸前までいった。

　しかし、勝負の内容に関係なく、約束を破ったことは事実である。

　姉のシルフィに屋や敷しきに連れ戻もどされ、許可なくして外に出ることを禁じられてしまった。

　サーラを圧倒した際に使った力の反動がまだ残っているというのもある。かなり回復したものの、まだ本ほん調ちよう子しではない。

　療りよう養ようという意味でも、実家にいるのは悪くないはずだ。姉のシルフィがやることは、いつでも正しい。

「でも……」

　また、セフィは深いため息をついた。

　セフィはＴＶや読書などにはあまり興味がない。趣味といえば料理くらいだが、四よん将しようの姫には台所に入ることは許されないのだ。なじみの使用人に協力してもらうことはできるが、コソコソしながら料理しても、今はストレスがたまるばかりだろう。

「ロウたちは、どうしてるかしら……」

　セフィはシルフィにお願いして、クロウたちを避ひ暑しよ地ちに旅行させた。今もおそらく、どこかの避暑地にいるはずだ。

　日ひ奈な子こは元気だろうか。イシュトは、今日もクロウにからかわれているだろうか。ラーシュはいいとして、メイドにおさまったというリンネがクロウにちょっかいをかけていないか気になる。

「うううぅ……」

　思わず、セフィは唸うなった。

　セフィはクロウの性格を熟知している。無む茶ちやだとわかっていても、セフィを連れ戻しに来てしまうだろう。少なくとも、屋敷の警備をかいくぐって、セフィに会いに来るくらいは普通にするはずだ。

　最悪の場合はソーディ政府を敵に回してしまうような無む謀ぼうは、してほしくなかった。

　クロウたちに平和で静かな場所でくつろいでもらうのは、セフィの心からの願いだったのだ。

「あー、でも！　でもでもでも！　あたし抜きでなにやってるか気になるっ、気になる気になる、気になるーっ！」

　まるで駄々っ子のように、セフィはベッドの上で暴れる。

　電話でもしたいところだが、携帯電話ケータイを取り上げられている。

　無む理り矢や理り出て行くのも不可能だ。愛剣の星ほし崩くずしも没ぼつ収しゆうされているし、四将の屋敷は手て練だれの剣士たちが警備を固めている。剣があったところで、セフィの実力はその剣士たちに劣おとっている上に、本ほん調ちよう子しではないのだ。悪条件が揃そろいすぎている。

　要するに、どうしようもないという状じよう況きようだった。

「あら……？」

　遠くからヘリコプターの爆音が聞こえてくる。

　ヘリに限らず、航空機のたぐいは四よん将しよう家の屋や敷しきの周囲を飛べないことになっているが、かなりギリギリまで接近してるらしい。

「いっそ、家うちを爆撃でもしてくれないかしら……」

　物ぶつ騒そうなことを言いつつ、セフィはごろんと寝返りを打った。

　その間にもヘリの音はさらに近づいてくる。

「んん……？　なにかしら？　お母様がヘリで帰ってきたとか……？」

　四将の一人である母は多た忙ぼうな身だ。しかし、緊急の用でヘリで出かけるならともかく、帰ってくるというのも妙な話である。

「え、ちょ、ちょっと……」

　またたく間にヘリは屋敷の内部に低空で侵しん入にゆうしてきて、なぜかセフィの部屋の窓に横づけするようにホバリングを始めた。ローターの風圧で、窓ががたがたと揺ゆれる。

「な、なんなの!?」

　セフィが思わず武器になりそうなものを探し始めた、そのとき。

　バリーン、と派手な音を響ひびかせて窓が破れ、そこから誰だれかが飛び込こんで来た。

　黒を基調とした上着に、限界にでも挑戦しているような太ももをあらわにした短いスカート。

　セフィは、それを知っていた。ソーディ正規軍“〝自由剣士団”〟の制服だ──

「よー、お姫様。ご機き嫌げんうるわしゅう」

「け、剣けん王おうジーネル……？」

　クセのある、濃い緑色の髪をショートにした、かなり小こ柄がらな女性──

　彼女こそが七しち剣けんの一人“〝剣王”〟にして、自由剣士団の団長であるジーネルだ。

「ふんふん……よし、いいじゃないかよー」

「な、なにがですか？」

　セフィは、びくびくしつつジーネルに問いかける。

　ジーネルは剣けん聖せいヒョウカの友人であり、同じく姉のシルフィがヒョウカの友であったという関係もあって、セフィも昔から知っている。

　変人揃いの七剣の中でも、かなりの変わり種であるということも。

「いやーな、お外に出られない格好してたら面倒だなと思ってただけだよー。それなら、このままでいいな」

「え……わっ、なにして……！」

　ジーネルは有う無むを言わさず、いきなりセフィを片腕で持ち上げ、脇わきの下に抱かかえるようにした。

　意味がわからず、セフィはジーネルの腕から逃のがれようとするが、びくともしない。

　セフィは、パワーだけなら剣けん姫きにすら匹ひつ敵てきする。だが、ジーネルは特にパワーに特化したソーディなのだ。爆走する列車を止めたことすらあるらしい。

「こらこら、暴れんなよー。しょうがないなー、眠れよい子よ～♪」

「ぐっ……!?」

　調子外れな子こ守もり唄うたが聞こえたのと同時に、首筋に重い衝撃が来た。

　眠らせるのか気絶させるのか、どっちかにしろ──そう口に出す前に、セフィの意識は途と切ぎれてしまった──





「…………はっ!?」

「おー、目が覚めたかよー。いいタイミングだ。空気読めてんな～」

　頭上からのんきな声が降ってきた。

　セフィが慌てて周りを確認すると、気を失った瞬間とたいして状じよう況きようは変わっていなかった。

　剣けん王おうジーネルの脇わきにがっちり抱かかえられ、身動き一つできない状態だ。

「あ、あの、下ろしてください！」

「ああ、下ろすとも。ちょうど着いたところだしな。おらよ」

　ジーネルはぱっと腕を開き、セフィはかろうじて足をついて着地する。

「乱暴な下ろし方ですね……って、ここはどこですか！」

　セフィがいるのは、石畳の道だった。道路に沿って樹木が植えられており、道の先には赤レンガの大きな建物が見える。

「ま、四よん将しよう家のお姫様といえども簡単に入れる場所じゃないなー、ここは。アタシでも入るにはちょいと面倒な手続きがいるくらいでよー」

「うちの屋や敷しきに入るのも多少の手続きは必要なはずですけど」

　セフィは、じろりとジーネルを睨にらむ。

　ヘリで強ごう引いんに屋敷に入り込こんで、四将家の娘を拉ら致ちるなど七しち剣けんといえどもジョークでは済まされない。

「まあよー、細かいことは気にすんな。アタシは気にしない」

「捕まっても知りませんよ！　これ以上七剣が減ったらどうするんです！」

「いいからいいから、ついてきなよー。悪いようにはしないからよ」

「もう充分、悪いですよ……」

　セフィの皮肉にも、ジーネルは軽く笑うだけだった。

　仕方なく、セフィは剣王について建物を目指して歩いて行く。

　クロウや日ひ奈な子こがしょっちゅう捕まったり拉致されるのにはもう慣れたが、まさか自分まで連れ去られるとは夢にも思っていなかった。

「それで、どこなんですか、ここは？　それくらいは教えてくれますよね？」

「ご機き嫌げんナナメじゃないかよー、姫。おら、あれを見りゃわかるんじゃないか？」

「あれって……」

　ジーネルが指さしたのは、すぐ近くに見えてきたレンガ造づくりの建物だった。

　入り口には大きな木製の扉があり、その上に両りよう刃ばの剣が二本重なった意い匠しようの紋もん章しようが刻まれている。

「剣の聖堂の……紋章？　って、ここって剣の聖堂なんですか!?」

「他ほかにあの紋章を使えるところはないだろーよ。そのとおり、ここがあの剣の聖堂だ」

　剣の聖堂──それは、セフィが通う剣の学院の上位組織ともいうべき機関だ。学院以上の苛か烈れつな訓練を施ほどこし、優秀な剣士を輩はい出しゆつする。

　剣の学院は高校でもあるので、普通の座ざ学がくも教えられている。

　それに対し、剣の聖堂はひたすらに剣だけを学ぶ場所なのだ。

「剣の学院の卒業生が入ることも多いけどよ、基本的に入門に年齢制限なしだ。ガキでも年寄りでも試験に受かりゃ入れる。もっとも、最低でも剣けん姫きの資格が必要だけどよー」

「……それはまた、狭き門ですね」

「今は、五十人くらいいるんだったか。就しゆう学がく期間も特に決まってないらしいなー。ここの師範マスターに認められたときが卒業のときだ。才能が足りないと判断されりゃ、いつでもすぱっと切り捨てられる。入るのも出るのも簡単じゃないってわけよー」

「あたしは、剣姫の資格も持ってませんよ。ここに来たって意味が……」

　むろん、剣の聖堂に興味はある。

　ほとんど情報が公おおやけにされていないので、どんなところかよく知らず、自分の進路として意識したこともなかったが……。

「意味があるから来たのさー。さあ、行こうか」

　ジーネルはつかつかと扉に近づき、ためらいなく両開きの扉を押し開いた。

　扉の向こうはひたすらに広い空間になっていて、床は板張り、天井は二階まで吹き抜けで、大きめの窓から明るい陽光が差し込こんできている。

　その空間の中央に、一人の人物が立っている。

「よーう、待たせたな」

「……いいえ、とんでもない。剣けん王おうと四よん将しよう家の姫のお越しなら何日でもお待ちしますよ」

　その人物が、すっと振り返り、涼すずやかな笑みを浮かべた。

　黒髪を頭の高いところで結んだポニーテール。すらりと細い身体からだ。羽織に似ただぼっとした薄い青色の上着に、膝ひざ丈たけの白いスカートをはいている。

「えと……」

「ああ、私は女ですよ。初対面の方は、たいてい戸と惑まどわれるので慣れてます」

「そ、そうですか。失礼しました……！」

　セフィはぺこりと頭を下げた。

　目の前の人物は、整った顔立ちをしているものの、きりりとした容よう貌ぼうはどこか中性的で性別がわかりづらい。

　とはいえ、ラーシュのような強い男性ソーディは極きわめて稀まれだ。剣の最高教育機関に、男性がいるとも思えない。

「別に謝らなくてもいいですよ。と、まずは自己紹介をしないといけませんね」

　黒髪ポニーテールの女性は、すっと優ゆう雅がに一礼した。

「私は七しち剣けんの一人、“〝天てん剣けん”〟ソーシャ。この剣の聖堂の師し範はんも務つとめております」

「天剣ソーシャ……！」

　セフィは再び驚かされた。

　もう七剣との出会いにもだいぶ慣れてきたが、天剣ソーシャといえば七剣の中でもある意味でかなり特殊な存在なのだ。

　それに──

　彼女が七剣となると、また別の戸と惑まどいが生まれる。

　七剣にしては、目の前にいるこの女性はあまりにも──

「そうそう、さすがの姫でもよ、こいつの顔を見るのは初めてだろ？　ほっとんど公式行事にも出ないしよー。聖堂の師範がソーシャだっていうのもあんまり知られてないんだよなー。なんだ、おまえ、照れ屋か？」















「剣けん王おうは、私の事情はご存じでしょうに……ごほっ、と失礼」

　ソーシャは小さく咳せきをして、苦笑いした。

「あと、名前にあだながつけにくいのもダメだよなー。そいつは姫もだけどよー」

「それは、うちの親に文句を言ってください」

　今度は、ソーシャははっきりと苦笑した。

　剣王ジーネルは、人の名前を勝手に縮めてあだなをつけることがよくあるのだ。

「あ、えーと……あたしはセフィです。剣の学院の一年生です」

「はい、うかがっています。四よん将しよう閣下のご息女で、シルフィ議員の妹さんですね。あと、私に敬語は不要ですよ。あなたはここの教え子ではないのですから、姫ひめ君ぎみに敬語を使われると私が少し困ります」

「おいおい、七しち剣けんは身分を超越した存在だろーがよ。姫だろうが四将だろうが、アタシらには上でも下でもないぞ」

「はは、そういうことを気にせず仲良くしたいのですよ。私は姫君と歳としも近いですから。姫君は今年十六になられるのでしょう。私は、十八です」

「えっ……！」

　天てん剣けんソーシャが若いというのはセフィも知っていたが、予想以上だった。十八歳ということは、イシュトと同い年である。

「たまたま、師匠から天剣を譲っていただける機会があっただけですよ。そうそう、いつまでも立ち話もなんです。気の利きいた応接室などはありませんが、腰を下ろしてください。お茶をお持ちしましょう。今、人が出払ってましてね」

　そう言って天剣はセフィに笑顔を向けると、道場の奥にあるドアをくぐって姿を消した。

「あいつ、ちゃんと茶ちや菓が子しくらいは持ってくるんだろーな？」

「知りませんよ。でも、あの人……あまり姿を見せない人らしいですし、とんでもない変わり種かと思ってましたけど、七剣にしてはとてもまともですね」

「それを七剣のアタシの前で言える姫は、あんまりまともじゃないな」

「……自分がまともなんて自己主張したことはないですよ」

　セフィは、少し歯切れ悪く言った。

　天剣ソーシャの性格は、確かにまともだ。

　しかし、彼女もまた正常とは言い難い部分がある。

　彼女は今までセフィが出会ってきた七剣とは、ある点で大きく異なっている。

「ん？　なんだ、姫。変な顔して。可愛かわいい顔が台無しじゃないかよー」

「ぐぐっ、な、なにするんですか！」

　ジーネルが嬉うれしそうにセフィの頬ほおを両手で引っ張ってくる。

「はは、まあ気づいたよなー。理由はそのうちわかるから、気にすんなよー」

「……はい」

　セフィは、こくりと頷うなずいた。

　隣にいる剣けん王おうジーネルからは、圧倒的な『光コウ』が感じられる。

　マナカもシュナークもアミラルも、もちろんヒョウカも、出会っただけで七しち剣けんの一人だとわかるほどの強大な『光』の持ち主だった。

　だが、天てん剣けんソーシャは──まるで人間であるかのように『光』をほとんど感じない。

　性格はまともに見えるが、最強の剣士としてそこは異常すぎる。

　自分がなんのために、剣の聖堂に連れて来られ、あのおかしな天剣と引き合わされたのか──

　クロウはいろんなことに巻き込こまれすぎだと常々思っているが、どうやら自分も最近は似たようなものらしい。





　よく冷えた麦茶に、有名和菓子屋の栗くりようかん。

　天剣ソーシャが出してきたのは、ずいぶんと和風な組み合わせだった。

「姫ひめ君ぎみのお口に合えばいいのですが」

　ソーシャはにっこり笑って言った。

　セフィとソーシャ、ジーネルの三人は車座になっている。ジーネルはいただきますも言わずに、栗ようかんを手て掴づかみしてばくばくと食べ始めている。

「おー、これ美う味まいじゃないかよー。自由剣士団の売店でも仕入れさせるか」

「剣士団を私物化していいんですか？」

「え？　剣士団はアタシの私物だろうよ？」

　セフィの質問に、ジーネルは真顔で答えた。

　もちろん自由剣士団はソーディ政府の正規軍であって、ジーネルのものではない。

「はぁ……それで、あたしをここに連れてきた理由、そろそろ教えてもらえますか？」

「ああ、そうだったなー。んー……？　なんだったっけ……？」

「まず一つ目は、私と剣王があなたにお話を聞きたいからですよ」

　ジーネルに代わって、ソーシャが答える。

「お話ってなんです……なによ？」

「そうそう、普通に話してくれてありがたいです。当然、先日の戦いのことですよ」

「サーラとの……？　でも、あたしはほとんど傍ぼう観かん者しやだったし……」

「姫はブレイズとの戦いが始まって、そいつにがっつり関かかわってきただろーよ。クロたちはお出かけ中だし、あいつは休ませてやりたい。けどよ、アタシら七剣もそろそろ事態の解決に乗り出さなきゃまずいもんよー」

「その割には、七剣も二人しかいないようですけど？」

「そりゃー、しゃーないよ、姫。マナは死んで、ヒョウカは行方ゆくえ不ふ明めい。おまけにアミラルまで消えちまったんだもんよ」

「そういえば、絶ぜつ剣けんシュナークは？」

　セフィは質問する。

「シュナも休きゆう暇か中だよ。あいつは物事割り切る主義だからよー。休暇中は、親が死のうが世界大戦が起きようが、休む以外のことはなにもしないな」

「竜りゆう剣けんさんは、私以上に表に出て来ない方ですからね。残念ながら、今動けるのは私とジーネルさんだけです」

　ソーシャは少し苦笑して、麦茶をくびりと飲んだ。

「ちょうど名前が出たので訊ききますが、姫ひめ君ぎみはアミラルさんの行方は知らないんですか？」

「え、ええ。ラーシュが、マナカと剣けん帝ていの戦いを見てて、マナカが剣帝を斬きったところまでは確認したらしいけど」

　セフィもその現場のごく近くにいたのだが、まさにクロウとサーラが斬り合っている真っ最中だったので、少しも気づかなかった。

「そこはアタシも報告を受けてる。ラーシュの話だと、致命傷に見えたらしいけど、なんせアミラルだからなあ。遺体がないって話はどうしようもなく引っかかるよなー」

「通りすがりの死体マニアが拾っていったとも思えませんしね」

「…………」

　なんて不ふ謹きん慎しんな冗じよう談だんを言うのだろう、とセフィは眉まゆをひそめる。

　やはり天てん剣けんは、性格もあまりまともではないかもしれない。

「となると、アミラルさんの生死は不明ですね。あの方は性格はともかく、腕は最高ですから。戻もどって来てもらえるといい戦力になるんですがね」

「生きてても、アタシらの思いどおりには動かないだろうけどよ。まあ、あてにはしづらいんじゃないか」

「そうでしょうね。なんにしても、ここ数ヶ月の騒さわぎにまったく関かかわってなかった私にすれば、信じられない話ばかりですよ」

　ソーシャは、セフィのほうをちらりと見た。

「姫君は全部関わってきたんですよね。マナカさんにも……」

「全部ってわけじゃないわよ。マナカが死んだのも、あたしは確認してないし……」

「これもラーシュが確認したんだったよなあ。クロの奴やつはマナを倒して気ぃ失ってたらしいしよー。ブレイズの仲間らしき奴が連れ去ったって？」

「あたしもそう聞きました。ロウも、マナカを斬ったのは間違いないって言ってるみたいです」

「さすがによー、今のクロがマナより強いってことはないだろうがよ」

「勝負は時の運ですしね。格下の相手が格上を倒すなんてこと、普通にありますからね」

「いやー、アタシは格下には負けないぞ？　ていうか、誰だれにも負けないな」

　ジーネルはかなりの負けず嫌いらしい。

「話をややこしくしないでください、剣けん王おう。ですが、剣けん将しようマナカは素晴らしい剣士でした。政府が剣将の称しよう号ごうを取り上げようと、私にとってはあの人は七しち剣けんの一人でした」

「そうだなー……剣けん将しようマナカに」

「マナカさんに」

　ジーネルが麦茶のグラスを持ち上げ、ソーシャもそれにならう。セフィも慌てて同じようにして、三人のグラスがかちんと鳴った。

　これが、七しち剣けん二人からのマナカとの別れの儀ぎ式しきのようだった。

「さて、七剣の話はこのくらいにして。大昔、七剣三人を斬きった方々の末まつ裔えいのお話をうかがいましょうか」

「サーラのこと？　でも、あたしには話せることはあんまり……」

　というより、セフィはブレイズとの戦いのほとんどにおいて傍ぼう観かん者しやだった。

　例外はネーナとの戦い、それとなぜか奇妙な力を発揮してサーラと斬り合ったときのことくらいだ。

「ですが、これには驚きましたよ」

　ソーシャは上着のふところからリモコンを取り出して、ボタンを押した。

　壁かべ際ぎわには大型の液晶ＴＶがかけられていて、電源が入り、映像が映し出された。

「あ、これ……こんな映像あったの……」

　画面に映し出されたのは、他ほかでもないセフィだった。今思い出したばかりの、サーラとの斬り合いのムービーだ。

「死し剣けん使つかいを圧倒してますね。太た刀ち筋すじはまだまだですが、パワーもスピードも凄すさまじいばかりだ。おそらく、ジーネルさん以上のパワー、マナカさん以上のスピードです」

「いや、パワーはアタシには及ばないんじゃないか？」

「ですから、話をややこしくしようとしないでください。それに実際、このときの姫ひめ君ぎみはソーディとかブレイズとか、そういう次元を超えている。この映像ではよくわかりませんが、プラチナ色の光を発していたそうですね」

「別に、あたしが意識してそんな光を出したんじゃないもの」

　セフィはかつて、クロウとマナカが最初に戦った際、日ひ奈な子ことともに謎なぞの光を発し、空の扉を開いた。

　サーラとの戦いでも、日奈子との接触がきっかけで、あのプラチナ色の光が発動したのだと思っている。

　しかし、ここしばらくはずっと日奈子と一いつ緒しよにいたし、奇妙な力が働いたのはその二回だけだ。意識的にどうにかできることでもない。

「それに……あの力が出せたのは本当に短い間だけよ。サーラを仕留めきれなかったどころか、力が消えたらまともに動くこともできなくて……」

「そうですね。確かにかなり不安定な力のようです。実戦で頼たよるのはまず無理でしょう。ですが……もし使いこなすことができたら？」

　ソーシャは麦茶をごくごくと飲み干してから、立ち上がった。

　壁のほうへ歩いて行き、壁際にずらりと並べられていた剣から二本を手に取った。

「あの、天てん剣けんソーシャ？」

「姫、あれだよ。こいつが、おまえを聖堂に連れて来た理由その２ってわけだよ。ていうか、ぶっちゃけシルフィからの頼みでもあるんだよなー」

「姉上の!?」

　セフィを屋や敷しきに軟なん禁きんしていたのは、シルフィである。

　そのシルフィがセフィを外に出させた張本人だというのか。

「まあ、けじめもあるからな。シルフィの口から外に出ていいとは言いにくかったんだろーよ。なんで、アタシが拉ら致ちったって形式にしたわけだ」

「……それ、バラしていいんですか？」

　セフィは呆あきれて言った。呆れているのは、姉に対してか剣けん王おうに対してか、自分でもわからなかった。

「はは、バラしたほうが面白いだろーがよ」

「……なるほど」

　この人に内ない緒しよの話はしちゃいけないな、とセフィは心に決めた。

「とにかく、そういうわけです。シルフィ議員からの頼みなんですよ。あなたの力を……見み極きわめてくれとね」

　ソーシャは、セフィに剣を一本投げつけて──

　彼女もまた持っていた剣をすらりと抜いた。ぎらりと刃がきらめき、その刀とう身しんに『光コウ』を宿らせる“〝光刃”〟も発動させている。

「始めましょうか、姫ひめ君ぎみ。もちろん本気で来ていいですよ」

　天剣ソーシャは、その凜りんとした顔に笑みを浮かべていた。





　蝉せみの鳴き声がうるさいほど響ひびいている。

　というより、うるさすぎて片かたっ端ぱしから蝉たちを切きり刻きざみたい衝しよう動どうに駆かられてしまう。

「うおおおおお、やってられっか！」

　クロウは、軍手を外して地面に叩たたきつけた。

　大だい剣けん聖せいの屋敷の庭は緑が豊かではあるが、それだけに雑草も多い。

　クロウはその雑草をむしっていたのだが、庭の広さと暑さのせいで彼のイライラは頂点に達していた。

「クロー、なにを一人で叫さけんでるのです？」

「……暇ひまそうだな、日ひ奈な子こ」

　庭に現れた日奈子は、ノースリーブの白いブラウスに、草色のロングスカートと、今日もどこかの令れい嬢じようのような格好だった。

　というより、日奈子は見た目だけなら黒髪の楚そ々そとした美少女なのだ。

「リンネと掃そう除じをしようとしたのですが、お風呂を爆破しかけて追い出されたのです」

「……これでしゃべらなきゃなあ。あと、行動しなきゃなあ」

「よくわかりませんが、悪口を言われてますか？」

　どうかな、と答えてクロウは身体からだをほぐし始めた。朝から三時間近く屈かがんで草むしりをしていたせいで、身体がバキバキに固くなっている。

「おかしいよな、避ひ暑しよに来たはずなのにばあさんの介護になってるぞ」

「大だい剣けん聖せいさんは介護が必要とはとても思えないのです」

　日ひ奈な子この言うとおりだった。

　大剣聖の年齢はもう疑っていないが、動きは機き敏びんだし目や耳が弱っているようにも見えない。

　クロウたちが大剣聖の屋や敷しきに泊まり込こんで、もう三日目だ。

　その間、こき使われているのは大剣聖が楽をしたいのと、クロウたちへの嫌がらせをしているのではないだろうか。

「前ぜん言げん撤てつ回かい、ばあさんの暇ひま潰つぶしに付き合わされてるだけだな。会長はなんか、心ここにあらずで役に立たねえし、ラーシュは要領よくサボってるし」

「クローは変なところで真面目まじめなのです。草むしりもほとんど終わってますし……」

「ばあさん、真面目な孫まご弟で子しに感動してこの屋敷を俺おれに譲るって一筆書かねぇかな。ここ売れば、東京ソーディアでもマンションの部屋くらいは買えるだろ」

「遺産目当てどころか、遺産を売りさばくことまで考えているのです……悪あく辣らつです」

「可愛かわいい孫弟子の未来に投資してもらうんだよ。麗うるわしい師し弟てい愛あいだな」

　クロウは、別に大剣聖に教えを受けたわけではないが。

「でも、わたしもできればなにかしたいのです」

「……日奈子、暑さにやられたのか？　おまえが自分から働こうとするなんて」

「わたしは料理を覚えたりしているのです。クローが、わたしをなにもできない子扱いしているだけです」

「そうかな……」

「クロー、気づきましたか？　大剣聖さんは一人でここに住んでいるのです」

「そりゃわかってるよ」

　もう三日もこの屋敷にいるのだから、他ほかに誰だれかが潜ひそんでいれば気づくはずだ。

「わたし、お掃そう除じでここの部屋を全部見ましたけど、他の人が住んでた気配もありません。大剣聖は九十歳を過ぎてるそうですが、家族とかいないのでしょうか……」

「家族か……」

　言われてみれば、クロウはそこまで考えが及んでいなかった。

　大剣聖の歳としならば、孫どころかひ孫が何人かいても不思議ではない。

　剣に恋こいする、という人間から見れば特殊な習性を持つソーディたちも普通に家庭を築き、子孫を残す。

　もちろん、家族を持たないまま生しよう涯がいを終える者だっている。

　だから、大だい剣けん聖せいがそうであっても特におかしなことではないが──

「わたしは生まれてからずっと、家族とも会わずにお部屋に閉じ込こめられてました。でも、周りに世話をしてくれる人たちがいたのです。その人たちがいたから、わたしは今もこうして生きていられると思うのです」

「…………」

　クロウはなにも答えられなかった。

　家族との縁えんが薄かったのはクロウも同じだが、父親を失ったあとも剣けん聖せいヒョウカやラーシュがいてくれた。

　大剣聖は英雄として祭り上げられながらも、その人生は寂さびしいものだったのかもしれない──

「お、なんだ、人間の娘。ここにいたのかい」

　その大剣聖が、近くの縁えん側がわに姿を現した。手には、なぜか弓らしきものを持っている。

「あんたこそなんだよ、ばあさん。鹿しかでも狩りに行くのか？」

　話題にしていた本人が現れ、クロウは多少動どう揺ようしながら答えた。日ひ奈な子このほうは、いつもの無表情で、特に動揺は顔に出ていない。

「アホウ。鹿なんぞナイフ一本あれば狩れるだろうが」

「そりゃソーディだけだよ。つーか、ソーディのあんたが弓っておかしいだろ」

「もちろん、妾わたしのじゃない。人間の娘、ぬしにやろう」

「……これで夕飯のおかずを獲とってこいと？」

「だから、狩りから離れな。いいから受け取れ」

　大剣聖も庭に下りてきて、有う無むを言わさず日奈子に弓を押しつけた。

　その弓は木製で、古いもののようだが、手入れは行き届いているらしい。全体は鮮やかな白色で、優美なカーブを描いていて、細かい彫刻も入っている。

「こいつはね、太陽の乙女が使っていたものさ」

「……太陽の乙女？　わたしのことではなくて……？」

　日奈子は、太たい陽よう教きようから“〝太陽の乙女”〟と呼ばれている。

　クロウも今は、その呼び名が空の扉と関かかわる少女の異名だということを知っている。

「当たり前さね。太陽の乙女は、かつて大戦時に扉が開いたときにもいた。もうそれくらい、わかってるんじゃないのかね？」

「ああ、まあな……」

　と言いつつ、正直、クロウはそこまであまり考えていなかった。現代の問題だけで頭がいっぱいいっぱいなのだ。七十年も前のことまで気にしていられない。

　しかし、日奈子とセフィが空の扉の開放に関わる力を持っていることが既に明らかになっている。

　当然、七十年前に世界中で扉が開いたのも偶然などではなく、その時代にも日奈子たちと同じような力を持った者たちがいた──と考えるのが理屈に合っている。

「大だい剣けん聖せいは、その頃ころの太陽の乙女と会ったことがあるのですか？」

「彼女は当時、重要人物だったからね。一時、乙女を妾わたしが護ご衛えいしていたこともある。もっとも、妾はすぐに前線に戻もどったけどね。妾を後方で遊ばせておけるほど、ソーディも戦力に余裕があったわけじゃないさ」

「つっても、太陽の乙女ってのは人間だろ？　なんでソーディのあんたが護衛するんだよ？」

「それについてはいろいろあったのさ。ぬしも、敵であるはずのブレイズと一いつ緒しよにいるじゃないかね」

「そりゃそうだけどよ……」

　今のクロウの状じよう況きよう同様、七十年前の大戦でもかなり事態は混乱していたようだ。

「とにかく受け取りな。こいつはどうしたもんかと思ってたがね、あんたが現れてくれてよかったよ」

「はぁ……わたしがもらっても困ってしまいますが……しかも弓だけですし」

「矢もあるが、そいつも渡したほうがいいかね？」

「勘かん弁べんしてください」

　クロウは、意味ありげな視線を送ってきた大剣聖に苦笑を向けた。

　彼自身を含め、この屋や敷しきにいる者たちは日ひ奈な子こに至し近きん距きよ離りから矢を射られても、どうということはない。

　ただ、日奈子自身が極きわめて危ない。自分の足を射い貫ぬくくらいで済むならラッキー、というところだろう。

「なんだ、ちょっと残念なのです。むむ……？　弓の弦つるって固いのですね……」

　日奈子が、弓の弦を人差し指で引っ張っている。指先を切りかねないので、クロウが止めようとすると──

　ピーン、と澄すみ切きった音が響ひびいた。

　同時に、クロウの目には軽く揺ゆれた弓の弦が、かすかに金色に光ったように見えた。

「む……？」

「のわああああああぁぁぁ！」

　大剣聖が小さくつぶやいた直後、素すっ頓とん狂きような悲鳴が響いてきた。

　ごろごろごろ、となにかが転がる音が聞こえたかと思うと、クロウたちの前にそれが落下してきた。

「……ぐうぅー。な、なんなの、今の……？」

　頭をさすりながら、涙目でそう言ったのはリンネだった。

　地面に座り込こんだまま、着ているメイド服の裾すそが乱れて太ももがあらわになっている。

「なんだ、リンネ。おまえ、どっから降ってきたんだ？」

「なんだ、はボクの台詞せりふだよ。雨あま漏もりを直してたら、いきなり身体からだの内部がシェイクされるみたいな感じがして。気づいたら転げ落ちてたんだよ。えらいこっちゃだよ」

　リンネは、わあわあとわめいている。

　派手に落ちたが、どこにもケガはなさそうだ。死し剣けん使つかいリンネは、平屋の屋根から落ちた程度では、なんともないだろう。

　大だい剣けん聖せいが、そのリンネを見ながらこくりと一つ頷うなずいた。

「一瞬、体内の『光コウ』が震えたような奇妙な感じだったな。太陽の乙女は『光』に干かん渉しようする術を複数持ってるが、その一つってことかね」

　大剣聖は、日ひ奈な子こが持つ弓に目を向ける。

「弓は術を発動させるためのキーってところか。日本には、古来から弓の弦つるを鳴らして魔を払う“〝鳴めい弦げん”〟という呪まじないがあると聞くよ。それと似たようなもんだろう」

「なるほど、これは便利なのです。これを使えば、いつでもリンネは屈くつ服ぷくさせられるわけですね」

「ひーちゃん、ひどい。ていうか、さっきのはいきなりだったから驚いただけだよ」

「ちぇ……」

　日奈子は割と本気で残念そうだった。

「もー、びっくりさせるのはＮＧだからね。さて、お仕事に戻もどるよ」

　リンネは立ち上がると、さっと跳び上がり、屋根へと上がった。彼女の跳ちよう躍やく力りよくならば、はしごなどは必要ないのだ。

「でもこれ、本当に役に立つのではないですか？　クローがブレイズと戦ってるときに使えば、相手を一瞬怯ひるませたりとか……」

「小こ僧ぞうは今、『光』を完全に封じられているのだろう。『光』が戻ったら、小僧にも干渉するかもしれんよ。迂う闊かつに使うとかえって危険じゃないかね」

「……むう。難しいものなのです」

　大剣聖の説明に、日奈子は不満そうだった。

　クロウも、ブレイズとの戦いでは一対一で正々堂々と戦いたいとは言わないが、下へ手たに横から手出しをされるとかえって危険になることもある。

　なにより、日奈子には戦闘の現場にはいてほしくない。

「それに、あまり離れると効果がないんじゃないのかね。反応したのは妾わたしと死剣使いだけで、四よん将しよう家の小僧と緑髪の小娘は反応してないようだしな」

「そういや……」

　ラーシュとイシュトがどこにいるのか知らないが、あの二人が『光』に異常を感じたら、なんらかの動きは見せるだろう。

「そいつは、ぬしに持っていてもらうが、下手に使うんじゃないよ。やれやれ、お迎えが来る前にやっと一つ肩の荷が下りたかね」

　大剣聖は踵きびすを返し、しばらく迎えなど来そうにない軽かろやかな足取りで、家のほうへ歩き出した。

「あの、ちょっと待ってほしいのです」

「ん？　なんだい？」

「この弓、前の太陽の乙女にも大事なものだったのではないですか？　なぜ、大だい剣けん聖せいさんにあげたのでしょう？」

「そこまでは知らん。ただ、妾わたしが太陽の乙女を護ご衛えいしていたときに、あの子の故郷に行って、そこでもらったものなのさ。お土産みやげか──もしくは形かた見み分わけのつもりだったのかね」

「形見分け……」

　日ひ奈な子こがぼんやりとつぶやく。

「そういえば、今みたいな暑い時期だったね、あの子が逝いったのも……」

　大剣聖は、青すぎる夏の空を見上げる。

「戦争で多くの者が散ったが……結局、誰だれかが死ぬということには慣れなかったね。剣士でない者の死となればなおさらだ」

「…………」

　クロウも、さすがに軽かる口くちは叩たたけなかった。

　人間からすれば、ソーディは人類同士の大戦に割り込こんできて一方的に漁ぎよ夫ふの利りを得た連中だ。

　しかし、ソーディにも多くの犠牲が出ているのだ。大戦に深く関かかわった大剣聖には、思うところが多くあるのだろう。

「んん？　ちょっと待て、ばあさん」

「ぬし、その呼び方をあらためる気はないのか。なにか訊ききたいことがあるのかい」

「太陽の乙女の故郷って言ったか？　あんた、行ったことあんのか？」

「さっき言ったろう。その歳としで妾より耳が遠いのかい」

「…………」

　クロウは、日奈子のほうに顔を向けた。すると、彼女もまたクロウに視線を向けていた。

　どうやら、同じことを考えていたらしい。

　日奈子は、ソーディの『光コウ』をも封じてしまう能力を持ち、さらにはソーディを元いた世界──ソーディアに強制送還させる力まであるという。

　太陽の乙女の故郷だった場所──

　あるいはそこには、日奈子の秘密に繋つながるなにかがあってもおかしくはない──





「ぐっ……！」

　セフィは思わず悲鳴を漏もらし、彼女が握っていた剣が天井近くまで吹き飛ばされ、そのまま落下してきた。

　剣を握っていた手はびりびりと痺しびれ、落ちた剣を拾うこともできない。

　セフィと天てん剣けんソーシャの立ち会いは──セフィが剣を一度振っただけで、天剣に剣を弾はじかれ、あっという間に終わってしまった。

「はっはっは。さっすがソーシャだなー。嫌味なほどあっさり仕留めすぎだろー」

「これでも七しち剣けんの称しよう号ごうをいただいた身ですからね」

　ソーシャは、剣を軽く一ひと振ふりしてさわやかに微笑ほほえむ。

　天てん剣けんが言う“〝見み極きわめ”〟はごく単純で、要するに寸止めの稽けい古こだった。

　弾はじき飛ばされたセフィの剣は、やや重めの真剣で、刃引き──いわゆる刃を潰つぶして斬きれなくしてあるが、ソーディの力ならば強ごう引いんに押し切れるのであまり関係ない。

　剣の学院で使用されている木ぼつ剣けんは、聖堂では使っていないらしい。より実戦的な訓練をしているということだろう。

「ううっ……もう一回！　もう一回お願い！」

　セフィはまだ痺しびれている手でなんとか剣を拾い上げて言った。

「もちろん何度でもかまいませんが、結果は同じですよ？」

「さっき、勝負は時の運って言ったでしょ！」

「運ではどうにもならない力の差もあります。まさに今の状じよう況きようです。というか、私より強い剣士なんてこの世にいるんでしょうか。いえ、いない」

「…………」

　まともかと思ったが、天剣ソーシャもやはりクセのある性格をしているようだ。

　これくらいの自信がなければ、最強の七剣の座についていられないのだろうか。

「そこについては、アタシも文句はあるけどよー。ま、確かに姫じゃソーシャにはかなわないだろうよ。でも、いろいろわかったことはあるんだろ？」

「ええ、見極めは終わりましたよ」

「あんなちょこっとの立ち会いだけじゃ、わからないでしょ！」

　セフィは相手が七剣ということも忘れて、吠ほえてしまう。

「それがわかるんだなあ、姫。このソーシャは、剣じゃアタシには劣おとるけどよー、才能を見抜くことと教えることに関しちゃ七剣の中でもずば抜けてんのよ。だからこそ、聖堂を任されてるわけよー」

「あまり道場には出ていませんけどね。師し範はん代だいたちが優秀なので、私がいなくても問題ないんですよ。ただ、姫ひめ君ぎみはどうもややこしい剣士なようなので、私が見るしかなくて」

「ややこしいって……」

　セフィも、自分がまともではない自覚は持っているが。

「姫君は、どうやら普段から自分の力をコントロールできていませんね。パワーは剣けん姫きに匹ひつ敵てきするレベルなのに、せっかくの力を無駄にしている。パワーの伸びと技術の伸びがちぐはぐな感じがしますね」

「えっ……」

　セフィは、ぎくりとした。

　ソーディのパワーの源となる『光コウ』は、訓練を積んで練り上げることで強化されていく。

　だが、セフィは──春にクロウとマナカが戦った際、日ひ奈な子こと空の扉を開き、そのときから異様に『光コウ』が増大した。

　その『光』の増大は、サーラとの戦いのときに発動したプラチナ色の光と関係があるのは間違いないだろう。

　つまり、訓練の結果ではなく、セフィ自身が生まれもった特別な能力の賜たま物ものだ。

　正直なところ、セフィはなんの苦労もせずに『光』が増えたことを面白く思っていない。

　実際、ソーシャが言ったとおり、力がいきなり突とつ出しゆつして増えただけで、剣の技術が磨みがかれたわけではないというのもある。

　だが、それを一度剣を合わせただけで見抜かれるとは──

「率直に言えば、姫ひめ君ぎみはまだまだ未熟ですね。死し剣けん使つかいを圧倒したあの力は、三分も続きませんでしたが──力を制せい御ぎよできていれば、三分あれば充分に仕留められたでしょう」

「……あたしが未熟なのはわかってるわよ。でも、だからってどうしようもなかったのよ。あんな力が使えるなんて、知るわけもなかったし……」

　だんだん、言い訳のようになってしまう。

　セフィは基本的に負けず嫌いなのだ。いや、負けるのが好きな剣士などいない。

「気にすることはないだろーよ、姫。アタシが剣けん姫きになったのは十九のとき。剣けん王おうになったのは二十一のときさ。姫は今年やっと十六だろう。まだまだ、これからだろーよ」

「慰めをどうも……」

「素直じゃないよなー、姫さんはよー。さっきも言ったろう、このソーシャは教えることもずば抜けてんのよ」

「え……？　まさか、あたしを剣の聖堂に……？」

「いえ、それは無理でしょう。聖堂には剣姫しか入門できませんから。おそらく、姫君ではまだ剣姫の試験には通らないでしょうね」

　ソーシャは淡たん々たんと言って、首を振った。

「ですが、私が個人的に姫君に剣をお教えすることはできます。剣王も言ったとおり、あなたはまだ若い。焦ることはまったくないのですが……死剣使いを圧倒したあの力、使い方を誤ると自分を殺してしまうかもしれません」

　それはそのとおりだ、とセフィは内心で同意する。

　プラチナ色の光が発動したときの力のせいで、しばらくは立つことすら辛つらいほどだった。二週間以上経たった今でも、まだ万全ではない。

　すぐに力が消えて、あるいはよかったのかもしれない。もう少しあの力を使い続けていたら、セフィの身体からだに深刻なダメージが残った可能性もある。

「まあよー、アタシはあんまり教官には向かないからなー。昔、自由剣士団の訓練所で教えたこともあったけど、三十人受け持って、二十九人逃げたからな。とっつかまえて理由を訊きいたら、訓練が厳しかったからじゃなくて『剣王がなにを言ってるのかわかりません』とか言われちゃってよー」

「まあ、指導には言葉も必要ですからね……」

「ていうか、逃げなかった一人はなんだったんですか？」

　天てん剣けんが苦笑し、セフィは呆あきれつつ質問する。

「ああ、いい太た刀ち筋すじしてたから個人的に可愛かわいがってた。まあ、愛人って感じでよー」

「言わなくていいわ！」

　剣に恋こいするソーディは、同性だろうと恋愛の対象になる。

　だが、教官が教え子に手を出してるのは、さすがにとんでもない話だ。

「自分から訊きいといてひどいじゃないかよー、姫。ま、他ほかの七しち剣けん全員合わせてもソーシャほど指導者に向いてる奴やつはいないだろーよ」

「…………」

　セフィは、考え込こんでしまう。

　これまで、彼女は特定の師匠を持たなかった。

　四よん将しよう家の屋や敷しきには優れた剣士が多く出入りしており、セフィは彼女たちから剣を学んできたのだ。

　特に一人を選ぶ気になれなかったのも事実である。

　天剣ソーシャならば、むろん指導者として文句などないが……。

「でも──！」

　セフィは、ぐっと剣の柄つかを握りしめ、上段に構えた。

　構えたまま鋭く踏み込み、天剣ソーシャに向けて振り下ろす。

「うあああああっ！」

「…………っ」

　ソーシャが一瞬戸と惑まどったような顔をして、すっとその場で足を引いただけの動作でセフィの豪剣をかわした。

「ちっ！」

　セフィは舌打ちして、振り下ろした剣が床に当たる前に無む理り矢や理り止め、下から斜めに斬きり上げる。

「悪くはない──が、やっぱりまだまだです」

　ソーシャは余裕たっぷりで言い、真横から薙なぐようにセフィの剣に自分の刃を当てた。

　キンッ、と澄すんだ音が響ひびき、セフィの腕に重い衝撃が伝わってくる。

「くうぅっ…………！」

　セフィは目の端はしに涙をにじませながらその衝撃に耐え、剣を強く握りしめた。

　よし、なんとか落とさずに済んだ──！

「だあああああぁっ！」

　お姫様とは思えない雄おたけびを上げ、セフィは今度は剣を袈け裟さ懸がけに振るった。ごうっと空気を巻き込みながらセフィの剣が天剣に襲いかかり──

「いい剣です」

　ソーシャは、セフィの斬ざん撃げきをかわしながら踏み込み、コンパクトな振りで軽い一撃を放ってきた。

「うぐっ……！」

　ソーシャの剣が──剣の腹がセフィの右手首に鋭く当たり、さっきよりはるかに凄すさまじい衝撃が手首から全身に伝わってきた。

　直接の手への打撃に──今度は耐えきれず、セフィはまた剣を取り落としてしまう。

「くうぅ」

　セフィは思わず悲鳴を漏もらしながら、打たれた手首を片手で押さえる。ソーシャの剣で打たれたところは真っ赤になり、痛いのか感覚がないのか、それすらも自分でよくわからない。

　ソーシャが加減してくれなかったら、手首を斬きり落とされていただろう。

「おいおい、姫よー。いきなりなにやってんだー？」

「い、いいでしょ。天てん剣けんだって何度やってもかまわないって言いましたよ！」

「そりゃそうだけどよー。この結果は見えてただろーによ」

　剣けん王おうは苦笑しているようだ。

　当然、セフィも一いつ矢し報むくいることすらできないことは承知していた。

　それでも──

「やっぱりそうだわ！」

「なにがだよー？」

「天剣ソーシャは……さっきからまったく『光コウ』を感じないのよ。剣王とか絶ぜつ剣けんとかは近くにいるだけで凄すごい圧あつ迫ぱく感かんがあるのに。戦ってるときですら『光』を感じないなんて、おかしすぎるでしょ！」

「あー、そのことかよ。やっぱ、説明は必要みたいだぞ、ソーシャ」

　剣王はソーシャに目で合図する。ソーシャも、こくりと頷うなずいた。

　その反応で、やはりセフィは自分の感覚が間違っていなかったことを知った。

「言っとくが、ソーシャの『光』が弱いわけじゃないぞー。単純な量なら、マナやシュナと比べても全然劣おとってない。ま、アタシのほうがちょっぴり多いくらいかな」

「さりげなく自分を持ち上げないでください。まあ、姫ひめ君ぎみも当然疑問に思いますよね」

　ソーシャは笑いながら、剣をぱちりと鞘さやに収める。

「私は普段は『光』を抑おさえ込こんでいるんですよ。剣を振るほんの一瞬だけ、『光』を解放しています。一瞬すぎて、姫君には感知できないのでしょう」

「一瞬だけって、なんのためによ……？」

　ソーディも体力を消しよう耗もうすれば力は落ちるが、『光』は剣を振ったら消費するというものではないのだ。

　平常時はまだしも、戦闘中に『光』を抑え込む理由などは特にないはずだ。

「……ところで、姫君。ずいぶん汗をかいてますね」

「は？　いきなりなんの話よ？」

　確かに、ワンピースの下の肌はだは汗でじっとりと濡ぬれてしまっている。

　ほんのわずかな戦いだったが、はるか格上の相手に全力で挑んだのだ。汗も出るし、息も乱れるのは当たり前だ。

「実はここ、温泉があるんですよ。剣の聖堂の、隠れた名物です。外部の者が入れる機会はめったにないんですよ」

「おー、いいな温泉！　アタシも入りたい！　ていうか姫のその若さに似合わない乳がもう気になって気になって仕方なかったんだよー！」

「人の胸を狙ねらわないでください！」

「よし、行こう！　逆らってもいいけど、引きずっていっちまうよー！」

「ご協力しますよ、剣けん王おう」

「…………」

　なんといっても、相手は七しち剣けん二人である。

　一人でもまったく及ばないのだから、抵てい抗こうしたところであまりに無意味だろう。

　セフィはため息をついた。『光コウ』の説明が途中だが、仕方ない。

　なんだか流されているな、と我わが身の哀れを嘆なげくくらいしかできそうになかった。





　剣の聖堂の道場に隣接する温泉は、想像以上の広さだった。

　以前、セフィが入っていた剣の学院の女子寮りようの大浴場よりさらに広い。数十人がゆったりと余裕を持って入れそうだ。

　さすがにソーディの最高教育機関だけあって、予算は潤じゆん沢たくらしい。

　そもそも、東京ソーディア内で温泉を引いてるというのが贅ぜい沢たくな話だ。

「確かに、これを聖堂のソーディだけで使ってるっていうのは凄すごいわね……」

　セフィは脱だつ衣い場じようを出て、湯気が漂ただよう浴場内をぺたぺたと歩いて行く。

「おーいおいおい、お姫様。そんなにきっちりタオル巻きつけなくても」

「うちの教え子たちは、みんなここでは解放的になりますよ」

　先に温泉につかっていた剣王と天てん剣けんが、からかうように言ってくる。

　セフィは顔を赤くして、タオルで胸元と太ももをできる限り隠そうとする。

　寮生活もしていたし、同性に見られる程度はセフィも充分に慣れているのだが、あまり凝ぎよう視しされるとさすがに恥ずかしい。

　セフィは洗い場の隅でこそこそと身体からだを流してから、二人の七剣から離れたところで湯船に入る。

「姫、せっかくの温泉なのにそんなに恐縮するなよー。アタシらが七剣だろうが風呂でまで遠えん慮りよするこたーないって」

「いえ、別に遠慮してるわけじゃ……」

　身の危険を感じるから、とまではセフィも言えなかった。

　だが、さっきの剣けん王おうの愛人がどうこう、セフィの胸がどうこうの発言を聞いて、のんきにかまえていられるほど大物ではないのだ。

　剣王と天てん剣けんは、タオルなどは巻いておらず、堂々としたものである。

　二人とも胸はあまり大きくないが、すらりとしたいいスタイルだ。鍛えられた肉体を持ちつつ、柔やわらかな曲線を維持している。ソーディの女性として、理想的と言える。

「というか姫ひめ君ぎみ。お湯にタオルをつけるのはマナー違反ですよ」

「ぐっ……」

　セフィはうめいて、タオルに手をやった。真面目まじめな性格なだけに、正論には弱い。

　タオルを外し、湯船の外に置いた。片手で胸を押さえつけるようにして隠す。

「おおおっ！」

　それでも、剣王が浮かれきった歓かん声せいを上げた。

「やっぱりすげー乳じゃないかよー。いったいなに食ったら……そん……な……に……」

　唐突に、剣王が頭をぐらぐらさせたかと思うと、電池が切れたようにうつむいてしまった。

「け、剣王……？　どうしたんですか？」

　セフィは、すすすっと剣王のほうに近づきながら言った。

「ふー、やっと効ききましたか。象も眠らせるくらいの量を仕し込こんだんですが、呆あきれた体力です」

　天剣は涼すずしい顔で言って、剣王の頭を掴つかみ、湯船の外に後ろ頭をもたれさせた。

「剣王は、姫君をここにお連れするまでが仕事でしたからね。正直、すぐに帰ってくれてよかったんですが、どうせこの人のことだからいつまでもいるだろうと思いまして」

「メチャクチャするわね……」

　どうやら、さっきの麦茶に睡眠薬を仕込んでいたらしい。

　象が眠るくらいとなると、さすがにソーディの体力でも多少の危険はあるのだが、天剣は加減を知らないのだろうか。

「さて、邪じや魔ま者ものがいなくなったところで……」

　天剣ソーシャが湯船から立ち上がった。

　ほのかに赤く染まった、すべすべの肌はだが妙に色っぽく、同性のセフィでもドキドキしてしまう。

「あ、あの、天剣？　もしかして、あたしにまだ話があるの？」

「話？　なぜ、裸の女が二人きりで話をする必要があるんです？」

「は……？」

「とりあえず、エッチなことをしましょう」

「頭おかしくなったの!?」

　天剣ソーシャは、いったいなにを言い出してるのか。

「な、なによ、とりあえずって！」

「私は年下の女の子が好みなんですが、剣の聖堂ではずっと最年少でしたからね。あと、巨乳派です。年下でなおかつ巨乳ってなかなかいなくて困っていたんです」

「そんなことで困らないで！」

「ぶっちゃけると、姫ひめ君ぎみを食べちゃいたいんです」

「ぶっちゃけないで！　会長みたいなこと言わないでよ！」

　セフィは胸を隠しながら、ずずっと後ろに下がった。

「ああ、イシュトさんですね。彼女とは話が合うんですよ」

「会長と知り合いなの!?」

　生徒会長、イシュトは男女どころかソーディと人間の区別すらなく性的な欲望を覚える困った人なのだ。

「剣の学院では二年生になると、聖堂への出で稽げい古こが年に数回あるんですよ。イシュトは同い年なので、親しくなったんです。あの見み境さかいのなさは愛すべき性せい癖へきですね」

「全っ然、愛せないわ……！」

　最近、イシュトがおとなしくしているのに、今度はこんな変態に遭そう遇ぐうするとは。

　イシュトから天てん剣けんの話など聞いたこともないが、他人に紹介できるような人物ではないからではないだろうか。

「おかしいですね。まるで、姫君が嫌がっているように見えます」

「ちっともおかしくないわ！　全力で嫌がってる！」

「ですが、姫君もあんな可愛かわいらしいワンピースを着てここに来たんですから。誘ってると考えていいですよね？」

「よくなーい！　着き替がえる間もなく剣けん王おうに拉ら致ちされたの！」

「本気で嫌がっているところが、また愛らしいですね」

「この人マジでダメだ！」

　セフィはお姫様らしからぬ声を上げ、さっと身を翻ひるがえした。このままここにいたら、本気で貞操が危ない。

「ダメな人ですが、それがどうかしましたか？」

「ひゃうぅっ……!?」

　一瞬で間ま合あいを詰めた天剣が、セフィの背後から両手を伸ばして、ふくよかな二つのふくらみをがっちり掴つかんでいた。

「ちょっ、どこ触って……！」

「ここはおっぱいというのですよ」

「知ってるわ！　だから、なにをし──はうっ、んんっ……！」

　セフィは思わず変な声を上げてしまう。

　天剣の指がぐにぐにと動いて、セフィの胸を揉もみしだいている。

「あっ、うあっ、んっ、あああっ……」

「はぁ……姫君、いい声出すじゃないですか……」

「あっ、ああ……な、なんなのこの展開!?」

「お風呂場での女の子同士のスキンシップです。可愛かわいいものじゃないですか」

「胸の揉もみ方がガチじゃないの！　って、ああんっ」

　クロウにもこれほどがっちり揉まれたことはない。いくら女同士とはいえ、ここまでされては──

「大きさ、形、弾だん力りよく、張り……あまたの胸を揉んできた私が保証しましょう。姫ひめ君ぎみのおっぱいは、この東京ソーディアでもトップテンに確実に入りますよ」

「そんな保証はいらなーいっ！」

　セフィは天てん剣けんの腕を振りほどこうとするが、まったくびくともしない。

　さっき拉ら致ちされたときの剣けん王おうよりも、天剣はパワーで劣おとっているはずなのに。

　天剣は絶妙な力加減でセフィの胸を弄もてあそびつつ、逃がさないようにがっちり身体からだを掴つかんでいる。

「あ、ふぁんっ……ちょっ、なんでそんな慣れた手つきで……！」

「剣の聖堂の教え子たちは、最高の剣士というのと同時に、みんな私の愛人ですよ？」

「あんたのハーレムなの!?」

　剣の聖堂は、剣の学院でも憧あこがれている子が多い──いや、剣を学ぶソーディすべての目標なのだ。

　それがまさか、七しち剣けんとはいえ一個人のただれた欲望を満たす場所になっているとは。

「誤解しているようですけど、剣と身体の関係は切り離していますよ？　剣は剣、エッチはエッチで別ですから」

「身体の関係があるのが恐おそろしいのよ！」

　この天剣は、いったいなにを言っているのか。

　それと、天剣の愛あい撫ぶが絶妙すぎて、セフィはそろそろどうにかなりそうだった。

「お、お願いだから離し──あっ、あああっ……」

「嫌がられるとますます燃えますね。あと、萌もえます。姫君は、身体もいいですが、顔も性格も愛らしいですねえ」

「知るかーっ！」

「ふふふ、大丈夫です、痛くはしませんから。すべてを私に任せ──んんっ……！　ごほっ、ごほっ……！」

「……外れた！」

　セフィは、一気に天剣の腕を振りほどくと、湯船から外へと飛び出した。

　さっき放ほうり出しておいたタオルを拾い、素早く身体に巻きつける。

「少なくとも、あたしは天剣の剣には恋こいしてないの！　いきなりそんなのは──」

　言いかけて、セフィは絶句した。

　ソーシャが身体を屈かがめ、激しく咳せき込こんでいる。どう見てもただの風か邪ぜなどではない重たい咳せきだった。

「え、ええ？　ソーシャ……？　あ、あんたどうしたの……？」

「……ごほっ、んっ、んんんっ……ふぅ。いえ、なんでもないですよ」

　ソーシャは顔を上げると、にっこりと微笑ほほえんだ。

「明らかになんでもないって感じじゃなかったんだけど……」

「ごほっ、ぐっ……そういえば、なんでもありました。姫ひめ君ぎみ、私の背中をさすってもらえないでしょうか。できれば、その豊満なお胸でさすってくれるとなおベストです」

「……先に上がるわ」

　セフィはくるりと身を翻ひるがえして、浴場の出口へ向かった。

　自分が真面目まじめでお人ひと好よしすぎるのはわかっていたが、心配しても無駄な人種というのはいる。

　要するに、クロウとか、天てん剣けんソーシャとか、そういう人たちだ。





　ずずず、と大だい剣けん聖せいは湯飲みのお茶をゆっくりと飲む。

　私室に戻もどり、のんびりとくつろいでいるところだった。

「この暑さで、熱いお茶ですか？　年寄りのやることはわからないね」

　大剣聖は顔を上げ、いつの間にか室内にいたラーシュに目を向ける。

「……ぬしも飲め。特別にこの大剣聖が手ずから淹いれてやろう」

「それはどうも。光栄ですね」

　ラーシュは、ちゃぶ台を挟はさんで大剣聖の前に腰を下ろす。

「四よん将しよう家の小こ僧ぞうが、この程度のことで喜ぶとは思えないね。あのガキといい、ヒョウカの弟で子しどもは口ばかりだな」

「クロウは軽かる口くちばかりで、俺おれは処世術を知ってるってだけです。ところで、大剣聖。そのクロウと日ひ奈な子こになにか吹き込こんだでしょう？　あいつら、なにか怪しい動きをしてますよ」

「怪しく動いてるのは、ぬしもだろう。わざわざ妾わたしの部屋を訪ねてくるなど、魂こん胆たんがあるとしか思えんさね」

　大剣聖は急きゆう須すのお茶を湯飲みに注ぐと、ラーシュの前にすっと置いた。

「魂胆なんて、とんでもない。俺は、クロウたちがなにをしてるか知りたいだけですよ」

「本人たちに訊きけばよい。遠えん慮りよするような関係でもないだろう？」

「俺に内ない緒しよで動いてるってことは、クロウは言う気はないってことでしょう。とはいえ、あなたも教えてくれるつもりはないようですね」

「ない」

　きっぱり言って、大剣聖はちゃぶ台に置かれた箱からせんべいを取り出して、一口囓かじった。

「ま、いいでしょう。あなたが相手じゃ、力ずくでってわけにもいかないですしね」

「こんな老人相手に情けない話さね。珍ちん種しゆのくせに、そんなもんかね？」

「珍種ねぇ……」

　ラーシュは、にやにやと笑っている。

　強い男性ソーディの剣には魔ま性しようが宿るといわれている。血に酔よい、敵を苦しめ、無む惨ざんに殺すことを喜びとするらしい──という話は一般にも知られている。

「大だい剣けん聖せいは長生きしてるんなら、俺おれみたいなのも珍めずらしくないんじゃないですか？」

「そうでもないさね。大戦後の七十年でも、強い男のソーディは、数えるほどしか見ていない。剣けん姫きクラスの男ソーディは何人かいたが、別に異常というほどではなかった」

「へぇ……」

　ラーシュは、本気で感心しているようだった。

　おそらく彼は、同種には会ったことがないのではないか。

「強い男性ソーディの剣に魔性が宿る、なんていうのは迷めい信しんさね。それは、妾わたしが保証しよう。ただ──」

「ただ？」

「妾は、ソーディアにいた頃ころ──子供の頃に、優れた男性ソーディを見たことがあった。妾が住んでいたのは小さな村で、たまに買い出しに行く近くの街に、そやつはおった。確か、用心棒のようなことをしていたはず」

「その男がなにかしたんですか？」

「あるとき突然、奴やつは──その街の、数千人が暮らす街のソーディを皆殺しにした。子供も老人も、一人残らずな」

「……それはそれは」

　ラーシュは、まだ笑っている。

　むろん彼は、大剣聖が冗じよう談だんを言っているわけではないのはわかっているはずだ。

「結局、そやつは国が差し向けた討とう伐ばつ団に処理されたが、殺される前に虐ぎやく殺さつの理由を訊きかれて──『なにかまずかったのか？』と答えたそうだ」

「恐おそるべき罪悪感ゼロですね。そいつは、なかなかクレイジーだ」

　ラーシュも湯飲みを手に取って、ずずずとお茶をすすった。

「強い男性ソーディの剣に魔性が宿る、は迷信だ。全員がイカレてるわけではない。しかし──強い男性ソーディの中には、剣に魔性を宿らせた者はおる。間違いない。なんせ妾は、その男に切きり刻きざまれた者たちの遺体の埋まい葬そうに駆かり出されたのでな」

「ご苦労さまでした。ま、面白い話でしたよ。迷信、迷信って言われてるけど、根こん拠きよがない話でもなかったわけですね」

「……ぬしはなにを考えている？」

　大剣聖は、ラーシュの目をじろりと睨にらむ。

「四よん将しようの息子という最高の身分に生まれながら、わざわざヒョウカとの厳しい修しゆ行ぎように身を投じ、人間の小こ僧ぞうと常に行動をともにしている。これで、魂こん胆たんがないとは言わせんぞ」

「クロウは俺おれの兄弟きようだい弟で子しで、友人ですよ。一いつ緒しよにいたっておかしくないでしょ」

「……ふん。まあいい。小こ僧ぞうどもがなにをしようと、隠いん居きよの身には関係のないことでな」

「そうでもないんじゃないですか？　もうあなたは、俺たちに関かかわってしまった。今起こっている大きな流れに乗っかったんですよ。いえ──」

　ラーシュは腕組みをして、かすかに微笑ほほえんだ。

「大だい剣けん聖せい──あなたは、この流れを起こした張本人の一人でしょう？」

　ラーシュの言葉に──大剣聖はなにも答えなかった。

　ただ、黙だまって、もう残ってもいない湯飲みの中身をすするマネをしただけだった。





　セフィはかつてない速度で着き替がえを済ませ、聖堂の道場へと戻もどってきた。

　できれば、このまま後ろを振り向かずに聖堂から出て行きたいところだが、剣けん王おうに拉ら致ちされたという形で出てきた以上、勝手に帰宅するわけにはいかない。

　そう考えてしまうあたり、やはりセフィは真面目まじめすぎるようだった。

「おや、着替えを済ませてしまったんですか。せっかくですから、いい服を貸してあげたのに」

「けっこうよ」

　天てん剣けんソーシャも道場に姿を現した。

　彼女のほうも、さきほどまでと同じ服装である。

「だいたい、あんたが貸してくれる服なんて……それ、どうしたの？」

「ああ、これですか」

　よく見ると、ソーシャはさきほどまでと一つ違っていた。

　その右手に鞘さやに収めた剣を握っているのだ。セフィとの立ち会いで使った練習用の剣とは別のものだ。

「これを紹介するのを忘れてました。私の愛剣です」

「別にそんなもの紹介されなくても──」

　言いかけて、セフィははっとした。

　一瞬たりとも天剣からは目を離していない。

　そのはずだったのに──

「やはり、まだまだですね、姫ひめ君ぎみ。まるで目が追いついていない。斬ざん気きも感知できていないようですね。一瞬でも感じ取れていれば、もう少し反応できたはずですよ」

「…………」

　気づいたときには、セフィの喉のど元もとに刃が突きつけられていた。

　いや、刃がそこにあるということが感じられるだけだ。

「それ……いったいなんなの？」

「お話ししたでしょう。私の愛剣ですよ」

　ソーシャはさわやかにそう言い切った。

　彼女は左利ききらしく、左腕を伸ばして握った剣を突き出している。

　だが──見えるのは、ソーシャの剣の柄つかだけだ。どういうわけか、彼女の剣は刃がついていない。

「いいえ、刃はありますよ」

　セフィの心を読んだように、ソーシャは言った。

「私の愛剣──閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルです。見てのとおり──いえ、見えないでしょうけど、刃が透すき通っているんですよ。ガラスのようにね」

「ガラスじゃ……ないでしょ。こんな金属があるの……？」

　セフィの頬ほおをつうっと冷たい汗が伝っていく。

　見えなくても、喉のど元もとに鋭い刃が突きつけられているのがわかるのだ。

「閃影絶晶刀は、ソーディアの金属でつくられた剣なんです。もっとも、ソーディアでもはるか昔に失われた金属らしいですけどね」

「そんな剣が……」

「もうこちらの世界には、ソーディアの古い金属製の剣はほとんどありません。大戦で多くが失われたそうですから。有名なのは剣けん聖せいヒョウカが使っていた『久ク遠オン彼方カナタ』くらいですかね」

「ああ、それは……知ってるけど」

　セフィも見たことはないが、代々剣聖に受け継つがれる名剣らしい。

「久遠彼方もある種の特殊な金属でつくられているらしいです。私の剣のこれは、金属でありつつ、ソーディの目でも捉とらえきれないほど透き通った奇跡の物質だとか。その斬きれ味の鋭さは、かすっただけでも人体を真まっ二ぷたつにしてしまうほどらしいです」

「……そんな物ぶつ騒そうな剣を突きつけないでくれる？」

　セフィは、ごくりとつばを飲み込こんだ。

　他ほかの状じよう況きようで聞いたならおおげさな話としか思わなかっただろうが、その刃が喉元にある状況では信じてしまう。切っ先が触れてもいないのに、異常なほどの圧あつ迫ぱく感かんがある。

「ただ、誰だれでも使える剣ではないのです。この剣の素材である金属は、人の心に反応する不思議なしろものでしてね。曇くもりのない心の持ち主でなければ、この剣を握ったところで刃はナマクラと化し、醜みにくいサビだらけになってしまうのですよ」

「曇りのない心とか、どの口が言ってんの？」

　セフィは、一瞬恐怖を忘れて突っ込んだ。

　浴場での、セクハラでは済まされない行為は、純粋な心の持ち主の所しよ業ぎようとは思えない。

「ふふふ、私は純粋ですよ。純粋に剣を求めてきたからこそ、七しち剣けんになれたのです」

「……ついでに女の子をつまみ食いしながら？」

「むしろ、私につままれるために聖堂に入ってくる子もいるんですよ」

「いるかそんなもん！」

　いないでほしい、とセフィはなかば本気で祈ってしまった。

「と、とにかく。あんたの愛剣の紹介はもう充分よ。あたしの愛剣を紹介できないのが残念だけど、姉上に取り上げられてるの」

「いいえ。まだ充分ではない。これから──ですよ」

「…………！」

　ソーシャが一度剣を引き、今度は身体からだを半回転させるようにして横に薙なぐように振るってきた。

　セフィは後ろに跳んで、かろうじてその剣をかわす。

「ちょっ、なんなのよ！　こっちは丸まる腰ごしよ！　ソーディが丸腰の相手に斬きりかかるなんて！」

「あまり気になりませんね。正直なところ、あなたが剣を持っていてもいなくても、私にはほとんど関係ありませんので」

「そんなの理屈になってないわ！」

　だが、ソーシャの言うことは間違ってはいない。

　セフィが剣を持っていようがいまいが、天てん剣けんソーシャに一いつ矢し報むくいることなど到とう底てい不可能だろう。

　それでも、天剣ほどの剣士が丸腰の相手に剣を向けるなど信じられない。

「七しち剣けんが理屈で動くとでも？　もう姫ひめ君ぎみは、七剣のほとんどにお会いになったでしょう。彼女たちを思い出してください」

「…………」

　セフィは、次々に繰り出されてくるソーシャの斬ざん撃げきをかわしながら、つい納なつ得とくしそうになってしまう。

　ここ数ヶ月で出会ってきた七剣たちは、揃そろいも揃って桁けた外はずれの強さと、常じよう軌きを逸いつした性格の持ち主だった。

　唯一まともかと思った天剣も、ご覧のとおりの狂きよ態うたいを見せている。

「こらこら、姫君。考え事をしてると死にますよ。さっきも言ったでしょう、私の剣は触れただけで斬れるんですよ」

「あんたが考えさせたんじゃないの！」

　天剣は止まることなく、剣を振り続けている。

　やはり、ソーシャの愛剣の刃は見えない。セフィがかわせているのは、天剣の動きからなんとか軌き道どうを予測できているからだ。

「ていうか……ちょっと、いつまで……続けるのよっ！」

　かわすタイミングがどんどんギリギリになっている。今にもかすってしまいそうだ。

　せめて愛剣の星ほし崩くずしがあれば──そう思い、すぐにそれが間違いだとセフィは気づいた。

　星崩があっても、セフィの未熟な技術では刀とう身しんごと斬られるだけだろう。

「くっ……！」

　セフィは歯は噛がみする。

　剣があったところで受け太刀もできないほど、ソーシャの斬ざん撃げきは凄すさまじい。鋭くはあっても軽い攻撃に見えるが、まるで空間を斬きり裂くような強烈な剣けん閃せんだ。

「冗じよう談だんじゃ……ないわっ……！」

　セフィは首筋を狙ねらってきた刃先をギリギリで見切ってかわしてから、両足に力を込こめ、最大パワーで後ろへと跳んだ。

「はぁっ……！」

　着地してから、セフィは大きく息を吐いた。

　天てん剣けんは追ってこず、剣を握った左手をだらりと下げている。

「はぁ、はぁ、はぁっ……」

　セフィは大きく乱れた息を必死に整える。ソーシャの剣をかわしていたのは、三分にも満たない間だっただろう。

　しかし、これまでの人生でもっとも消しよう耗もうした三分間だったかもしれない。

「ふむふむ……実は、姫ひめ君ぎみがギリギリでかわせるように調整して振ってたんですが……」

「なんの嫌がらせなの？」

「さらに言えば、少しずつ速度を上げていったんですよ。微妙に、微妙にね。姫君はそれに合わせてさらに速い攻撃をなんとかかわしていました。やればできるってことですね」

「うるさいわよ。あんた、あたしの師匠か」

　剣の聖堂の門下生でもないのだから、ソーシャにいじめられるいわれはない。

「やはり、あなたはまだご自分の力を制せい御ぎよしきれてないってことです。そして、今の三分間でも、あなたは成長しました。さらに速い攻撃をかわすために、ギアを上げていけたんです」

「……いったい、なにがしたいの？　ただの稽けい古こならあたしにも剣を持たせてやればいいでしょ」

「稽古でもあり、そうでもなしです。私は……」

　天剣ソーシャは、すうっと右足を引き、やや前ぜん傾けい姿し勢せいに構えた。

「さっきお話ししましたよね。イシュトとは話が合うと。実は、彼女とは得意技も同じなんです」

「得意技って……」

　セフィもイシュトの戦闘スタイルは知っている。

　イシュトは、突きに特化した剣を使っているし、彼女の強烈な突き技──雷ライ穿センも見せてもらったことがある。

「お見せしましょう。特に技名もない──ただの突きですけどね」

　言葉を切ったのと同時に、天剣ソーシャは動いていた。

　セフィに見えたのは、ソーシャが左手で剣を突き出すように構えたまま、すうっと滑るように動き出したところまで。

　次の瞬間には──

「……………………っ！」

　閃影絶晶刀ハイデイング・ソウルの切っ先がセフィの首のすぐ横をすり抜け、下ろしたままの髪を突き抜けて──剣の鍔つばが首にわずかに当たっていた。

「さすがに今のはかわせなかったでしょう」

「……見えもしなかったわ。たぶん、普通の刃でも」

　セフィは素直に答えた。

　もし、ソーシャがまともに首を狙ねらっていたら、彼女の剣の根ね本もとまで突き刺ささっていたことだろう。

「悔しいですか、姫ひめ君ぎみ？　いえ、悔しいという感情すら湧わきませんか？」

「圧倒した上に心を見み透すかさないで……ああ、そのとおりよ……」

　口を動かすだけでも、大変な労力を必要とした。セフィは、自分の心を貫つらぬかれたような思いがしている。

「ですが……私は悔しいですね。姫君、あなたを追い込こんだら──例の力が発動するかもと期待していたのですけど」

「例の力……？」

　サーラを圧倒したあの力のことだろうか。

　あれが発動したのは、クロウが殺されかけていたからだ。

　だが、クロウの危機が目の前にあれば必ず発動するとも言い切れないほど、不安定な力なのだ。

「やはり、ダメですか。発動の条件も定かではない、なおかつ発動したところで制せい御ぎよが利きいてない。そんな力に……すがろうとしたことが間違いでしょうか」

「すがる……？」

　セフィが聞き返したそのとき。

「私は……んんっ、ぐっ、ごほっ、ごほっ……ごほっ……！」

　天てん剣けんソーシャは派手に咳せき込こみ、剣を握った腕を引いて、ふらふらと後ろに後ずさった。

「ソーシャ、ちょっと、またなの……？　あんた、いったい……」

「ごほっ、んっ、んんんっ……」

　ソーシャは片手で口元を押さえながら、まだ激しく咳き込んでいる。セフィが聞いたこともないような、重々しい咳せきだった。

「あんた、医者に行ったほうがいいんじゃ……」

「ごほっ、ごほっ……い、医者ですか……はは、医者……」

　ソーシャは笑って、押さえていた口元をぐっとぬぐった。

「…………！」

　セフィは、思わず目を見張った。

　ソーシャの口の横に赤い筋のようなものが薄く走っている。口紅がこすれた、というのではない。

　あれは、セフィも何度も見てきた赤──血の赤だ。

「それ……血を吐はいたの……？」

「……ソーディでも意外と知らないんですよね」

　ソーシャは、にっこり笑って言った。さっき口をぬぐった彼女の手にも血がたっぷりとついている。

「知らないって……なにを？」

「我々ソーディは、異世界人なんですよ」

「当たり前じゃないの……」

　いったい、天てん剣けんソーシャはなにを言っているのか。

　そもそも、おしゃべりなどしている場合ではないはずだ。

「私たちがいた世界と、この世界はとてもよく似ています。空気も水も土も、植物も食べ物も……でも、やはりどこか少しだけ、ほんの少しだけ違うんです」

「それは……」

　セフィも、木々や草花がソーディアと地球では微妙に異なっているというのは、知っている。ソーディアでの暮らしを経験している老人たちの昔話くらいは、聞いたことがあるからだ。

「我々ソーディは、この強きよう靱じんな肉体で強ごう引いんにこちらの世界に適応しました。ですが……ごく稀まれに、適応できなかった者もいるのです。それは『光コウ』の量や身体からだの頑健さではなく、体質の問題ですね。私は……肺がこの世界に適応しきれませんでした」

「あなた、肺の病気なの……？」

　セフィは、恐おそる恐おそる質問する。

「ご心配には及びませんよ。うつる病気ではありませんから。本当に体質の問題なんです。生まれつきのね。肺がこちらの空気を上う手まく取り込こめず、機能障害を起こしてしまっているんです」

「それじゃあ……生きていくこともできないじゃないの……」

「私は、幸い子供の頃ころから強い『光』を持っていましたので。『光』を肺や気管に集中させて呼吸機能を強化しているんです。体内の奥深くで『光』を循じゆん環かんさせているので、普段は私からほとんど『光』を感じないのでしょう」

　セフィは頭の中で話をまとめる。つまり、『光』を生命維持に使っているらしい。

　だが、戦闘となれば『光』を全身に巡めぐらせなければならない。そうすれば、一時的に肺が弱ってしまう。

「この肺のせいで、私の体内はもうボロボロです。まだ十八だというのにね。常に『光』を生命維持に使うにしても限界があります。おそらくもう、長くはないでしょう」

「天剣ソーシャ……」

　彼女の言うとおり、まだ十八──セフィより二つほど年上なだけだ。

　その年齢で死を覚悟しなければならないとは。

　いや──生まれつき肺に問題があったなら、幼い頃ころから死を意識していたということか。

「肺移植も検討しましたが、私の強い『光コウ』が他人の肺には強い負ふ荷かになるそうです。この肺は、医学ではどうにもなりません。ですが……一つだけ方法があります」

「つまり……空の扉を開けて、ソーディアに行くこと？」

「姫ひめ君ぎみ、あなたは聡そう明めいな方ですね。そのとおりです」

　天てん剣けんソーシャは柔やわらかく微笑ほほえんだ。

　その笑みがあまりに透すき通っていて、セフィはぎょっとする。

「私はこちらの世界が好きです。別に人間だって嫌いではない。先祖がどこから来たとしても、この世界で生まれ育ったんです。愛着はありますよ。ですが……命が懸かかっているんですから。だから……」

　ソーディたちの故郷、ソーディアの大気の下に戻もどりたい。

　そういうことなのだろう。

　ソーディアの空気にならば、ソーシャの肺も適応できるというのはわかる話だ。

　ボロボロになってしまった身体からだも、ソーディの回復力がまともに機能すれば治る見み込こみもあるかもしれない。

「私は、可能性に懸けたい。この春、空の扉が開いたという話を聞いたときは跳び上がるほど驚きましたよ。そのときは肺の調子がひどくて、入院中でしたがね」

「そうか……あなたがあまり人前に姿を見せなかったのは……」

　セフィが言うと、ソーシャはこくりと頷うなずいた。

　七しち剣けんの一人ともあろう者が、公おおやけの場で血を吐はいたり倒れたりしてはまずいのだろう。

　そして──

　それほどまでに脆ぜい弱じやくな身体でありながら、七剣の一人に昇ったこの剣士は──どこまで強いのか。

「同情は……しないほうがいいのかしら？」

「姫君のお好きに。私の命は、あなたに懸かっていますから。同情された程度であなたを突き放すのは自殺と同じですね」

「待って。確かに空の扉とあたしには関かかわりがあるわ。だけど、あたし一人で扉を開いたわけじゃないの。というより、たぶんもう一人のほうが──」

「太陽の乙女、ですね」

　ソーシャは穏おだやかに答えた。

「もちろん知ってます。空の扉について、調べられるだけのことは調べましたから。もっとも、意図的に情報が消された形けい跡せきもあって、詳くわしいことはわかりませんでしたが。ただ、私自身がどれだけ頑張ったところで、扉を開けるわけではないのは確実です。だから……あなたにお会いしたかった。私が動ける今の間に、私の命が尽きる前に」

　ソーシャは静かに言い、その場に腰を下ろして剣を置き、正座する。

　それから、ゆっくりと両手を揃そろえて床につき、頭を下げた。

「これまでの無礼をどうかお許しください。歳としが近いあなたと友人になりたいというのも本当のことだったのです」

「ちょ、ちょっと待って。そんなのいいから頭を上げてよ！」

　既に、セフィは浴場でのセクハラのことは気にしていなかった。

　本人はあまり意識していないが、セフィは器が大きい。少々のもめ事など、あっという間に水に流してしまう。

　しかし、ソーシャはさらに深く頭を下げた。

「お願いします、姫ひめ君ぎみ。どうか私をソーディアに連れて行ってください。そのためならば、私はなんでもしましょう。あなたやご友人の命を脅おびやかしたブレイズたちを撫なで斬ぎりにしろとおっしゃるなら、そうします。死し剣けん使つかいだろうと斬ってやりましょう」

「でも……そんなことしてもらっても、あたしの意志でどうにかなることじゃない」

「それもわかっています。ただ、あなたに知っておいてもらいたかったのです。空の扉が開くことを、ソーディアへ帰ることを望む者がここに一人いることを」

「…………」

　ふと、セフィは思い出していた。

　空の扉に関かかわるもう一人、桜さくら井い日ひ奈な子こには多くの能力がある。そのうちの一つが、ソーディをソーディアへ強制送還させる力らしい。

　その力があれば、ソーシャもソーディアへ送ることができるのではないか。

　だが──日奈子の能力のことを迂う闊かつには話せない。彼女の能力は、あまりに利用価値がありすぎるからだ。

「私は……生きたいのです。生きたいのですよ、姫君」

「…………」

　セフィは黙だまって頷うなずいた。

　ソーシャの切実な願いは、セフィにも痛いほど理解できた。

　彼女の言葉の先にあるものも。

　ソーシャは病を乗り越えて生き延び、さらに剣を極きわめることを願っている。

　それはソーディならば当たり前のことなので、口には出さなかったのだろう。

　ソーシャが顔を上げ、セフィの目をまっすぐに見み据すえてくる。

　セフィはその目を見返し、もう一度しっかりと頷いた。





「あ、そういえば」

　セフィはさっと背後を振り向いた。

　後ろをついてきていた天てん剣けんソーシャが首を傾かしげる。

「剣けん王おうはどうしたの？　まだ寝てるの？」

　セフィとソーシャは、剣の聖堂の正門へと着いたところだった。

　帰宅するセフィをソーシャが見送りに来てくれたのである。

「ああ、すっかり忘れてましたね。まだ温泉で寝てるんでしょう」

「……ほっといて大丈夫なの？　さすがにのぼせちゃうんじゃ……」

「剣けん王おうをナメてはいけません。あの人は、サハラ砂さ漠ばくだろうとシベリアの雪原だろうと、置き去りにされてもまったく平気でしょう。とはいえ、やはりあの人に送ってもらったほうが安全ですかね」

「剣王の護ご衛えいなんて、もったいないくらいだけどね」

　ただ、さすがにセフィが一人で帰宅するわけにもいかない。

　拉ら致ちした剣王が、速すみやかにセフィを送り返すのが一番いいだろう。

「ですが、剣王は可愛かわいい女の子が大好きですからね。送おくり狼おおかみになる危険性が」

「あんた、どうにも自分のことを棚に上げるわよね」

「私は狼にはなりませんよ。優しく、優しく自分のものにします」

「やり方の問題じゃないの！」

　しばらくクロウの魔の手から逃のがれていると思ったら、今度は同性の変態に狙ねらわれるとは。

　自分は目をつけられやすいのかも、とセフィはろくでもない事実に気づく。

「できれば私がお送りしたいんですが、しばらく休んでいたせいで仕事がたまっていて。師範マスターとなると、やることが意外とあるんですよね。ああ、もちろん姫ひめ君ぎみのご命令とあらばいつでもそちらを最優先します」

「それはダメでしょ……聖堂の師範なんだからそっちの仕事を最優先にして。悪いけど、剣王を叩たたき起こしてもらえる？」

「よろこんで。まあ、肩でも刺させば起きるでしょう」

「ていうかソーシャ、割と手段を選ばないわよね……」

　本当に、この剣士をまともだと思ったぬか喜びをどうしてくれるのだろう。

「それじゃ、起こしてきますよ。ああ、ついでにもう一度お風呂をご一いつ緒しよします？」

「しません。まったく、あんたはいらんことばっかり……もうちょっと意味のあることをしゃべりなさい」

「では、少し意味のあることをお教えしましょうか」

　ソーシャは、すっとセフィに顔を寄せてきた。

「ソーディアで空の扉に関かかわっていた者たち──扉の巫み女こを生み出した一族については、ほとんどなにもわかりませんでした。元々、ソーディアでもブレイズ以上の少数部族だったらしいですから。生き残りがいるかどうかも、定かではありません」

「……あたし以外は？」

　セフィの曾そう祖そ母ぼ、ラナフィは扉の一族の娘を自分の息子の嫁にしている。

　扉の一族の血を取り込こむのがラナフィの目的だったらしく、実際にセフィに扉の一族の力が発現している。

「そう、あなた以外は。厳密に言えばシルフィ議員やあなたのご親族も扉の一族の子孫ではあるのでしょうが、力が現れたのは姫ひめ君ぎみだけですからね。血を継ついだのはあなただけ、と言ってもいいでしょう」

「そう……確かに少しは意味のあることね。血を継ぐのがあたしだけなら、狙ねらわれるのも少しは納なつ得とくできるわ」

　とはいえ、ブレイズがセフィの命を狙っている正確な理由は未いまだにわからない。

　死し剣けん使つかいスイサーラは、セフィが持つ扉の巫み女この力──プラチナ色の光とともに使った桁けた外はずれの戦闘力のせいだと考えていたようだが。

　それも、あくまでサーラが言っていただけのことではある。

「あと、もう一つ。あなたと対をなす太陽の乙女のことです」

「ヒナの？」

　さらにソーシャが顔を寄せてきて、セフィはびくりとしつつ答える。

「太陽の乙女の謎なぞを解くには、太たい陽よう教きようの教祖を捕まえるしかないでしょう。教祖は、太陽の乙女の一族に連なるものでしょうから」

「……教祖はずっと捜さがしてるけどね。手がかりすらまったくないけど」

　クロウたちセイバーズも、警察も、ずっと教祖を追いかけている。

　日ひ奈な子こを十五年間も監かん禁きんしていた教祖を、セフィも一発殴りたいと思っているが。

「ただ一つ、太陽の乙女──大戦中に空の扉を開いた、かつての太陽の乙女のことですが。彼女の故郷は、この東京ソーディアにあったんです」

「太陽の乙女の故郷……つまり、ヒナのご先祖の故郷ってことなの？」

　ソーシャは、こくりと頷うなずいた。

　セフィが夢で出会った、七十年前の太陽の乙女──

　彼女の故郷には、太陽の乙女に関かかわるなにかが、残っているかもしれない。

　少なくとも太陽教教祖の情報はなく、日奈子が謎だらけである以上、わずかでも手がかりがあるなら放ほうってはおけない。

「……ソーシャ、お願いがあるの」

「なんでしょう？」

「交通費と、剣を一ひと振ふり貸してくれない？　できるだけ分厚くて長いやつがいいわ」

「あと、剣けん王おうをもう少し寝かせておきましょうか」

「……お願い」

　セフィはソーシャに答えて、ぐっと拳こぶしを握りしめた。

　姉の言いつけを破って軟なん禁きんされていた身で、勝手な行動を取るなどとんでもない話だ。

　だが──

　桜さくら井い日奈子と自分の謎を解く手がかりがあるかもしれないのだ。

　だったら──黙だまって囚とらわれのお姫様に戻もどることなど、セフィにはできない。










３章　乙女の帰郷





　夏の強烈な日差しが道路を焼き、空気はゆらゆらと陽炎かげろうのように揺ゆれている。

　正午を過ぎて、気温はまだぐんぐん上がっているようだ。

　蝉せみの大合唱は鼓こ膜まくを破らんばかりに騒さわがしく、余計に暑くなってくる。

「あー……あっちぃなクソ。直通のバスがあればいいのに」

　クロウは、額ひたいの汗をタオルでぬぐいながら言った。

　Ｔシャツに膝ひざ丈たけのショートパンツと、涼すずしい格好だ。ズボンのベルトと繋つないだ日本刀の鞘さやがぶらぶらと揺れている。

　長野から電車を乗り継つぎ、バスに揺られ、さらに徒歩。

　ちょっとした小旅行には充分すぎる距離だった。

「暑いというか、遠いです……もう三十分は歩いてるのです……」

　日ひ奈な子こは、大きなつばの帽ぼう子しを深くかぶり直す。

　今日もさすがにコスプレどころではないようで、大きな胸の形がよくわかる、ぴったりしたタンクトップに太ももがむき出しなホットパンツと、避ひ暑しよ地ちを訪おとずれた日と同じような格好をしている。

　彼女が肩に掛けているのは、弓ゆみ袋ぶくろという弓を収納するケースのようなものだ。大だい剣けん聖せいにもらった弓をなぜか持ってきている。

「まあ、あとちょいだ。もう少し頑張れ」

　クロウは、スマホで地図を確認しながら言った。

　彼らがいるのは、東京ソーディアの北東部、最外縁部アウターエリアと呼ばれる場所だ。最外縁部というのは、簡単に言い換えれば“〝田舎いなか”〟だ。

「避暑地だの最外縁部だの、ド田舎ばっかりだな。電波が繋がるのが救いか」

　クロウたちが歩いている道路の脇わきは、元は畑だったらしい荒れた草むらばかりだ。

　あまりに田舎すぎて、道路が舗ほ装そうされているのが奇跡のように思えるくらいだ。

「わたしのご先祖たちももっと便利なところに住んでくれたらよかったのに……。気が利きかない皆さんなのです」

　会ったことのない先祖を理り不ふ尽じんにこき下ろしながら、日奈子がため息をつく。

　もちろん、クロウと日奈子は太陽の乙女の故郷へ向かっているところだ。

　大剣聖が住所を覚えていてくれたので、聞いた翌日にさっそく二人で屋や敷しきを抜け出してきたのだ。

「イシュトにお願いすれば、車で送ってもらえたのに……」

「そろそろ会長も運転手扱いされるとキレちゃうんじゃないか？　最近なんか、考え事してるしな、あの人」

「クローがからかいすぎるから、本気でおっぱいを育てる方法を考えているのでしょうか」

「大きくなりすぎると困るな。一人くらい貧乳がいてもいいし」

　クロウは、さらりとひどいことを言った。

「それに、俺おれらは隔かく離りされてるわけじゃねえけど、シルフィ様の指令で剣けん仙せん衆しゆうの里にいたわけだしな。俺らを送ってくれたメイドとか、シルフィ様に報告してる可能性もある」

「スパイさん……？」

「ってほどじゃないだろうが、リンネもいるし、シルフィ様が俺らの動向を監視しようとするのは当然だろ。俺でもそうする。あと、風呂場にカメラ仕し掛かけたりとか──」

「それは監視じゃなくて覗のぞきなのです」

「言い方の違いだな。とにかく、一日でいいから俺たちのことをごまかしておいてもらいたいんだよ。ラーシュと会長がいりゃ、上う手まくやってくれるだろ」

「ええ、あの二人は抜け目ないのです」

　日ひ奈な子こは、こくこくと頷うなずいている。

　クロウも、ラーシュたちのことは信頼している。そもそも、シルフィも一日くらいクロウたちが抜け出した程度で、追っ手を差し向けてきたりはしないだろう。

「つーか、抜けてたのは俺だな。ここまでド田舎いなかとは思ってなかった。日奈子、水を飲んでおけよ」

　日奈子はまた頷いて、ペットボトルの水をごくごくと飲む。

　考えてみれば、日奈子は電車での旅など初めてだったのだ。もっと疲れていてもおかしくないが、彼女は案外興奮しているのかもしれない。

　日奈子は十五歳になるまで太たい陽よう教きようの施し設せつに監かん禁きんされ、文字どおり一歩も外に出たことがなかったのだ。

　自分が太陽教教祖の娘という以外は、自分についてなにも知らなかった。

　そんな彼女にも、自分の故郷といえる場所があったのだ。気になるのは当然だろう。

「と、あれか？」

　長く緩ゆるやかな坂道を登りきると、クロウは立ち止まって眼がん下かの景け色しきを見つめた。

　下り坂を下りた先には、古い家が点在する小さな──とても小さな村があった。

　家の他ほかには畑らしきものと、村全体を巡めぐるように水路が流れている。ほとんどの家は木造平屋の古い建物で、あとは倉庫のような無ぶ愛あい想そな施設がいくつかあるだけだ。

　昼間だというのに、人ひと影かげはまったく見当たらない。

「どう見ても廃村なのです……人っ子一人いやしないのです……」

「ま、予想どおりだけどな。太陽の乙女の故郷、なんてものに今でも普通に人が住んでるほうが意外だ。ラナフィ様も太陽の乙女のことを知ってただろうし、放ほうっておいたとは思えねぇしな。ダムの底でした、なんてオチじゃなくてまだマシだった」

「わかっていて、こんな人けのないところにわたしを連れ込こんだのですか……？」

　日奈子がわざとらしく怖がるような目をして、ずざっと一歩下がる。

「こんなクソ暑いとこでそんなことするかよ」

「気温の問題なのですか？」

「大事なことだな。まあ、せっかくこんなとこまで来たんだ。日ひ奈な子こも里帰りしたいだろ？」

「あまり楽しくはなさそうですが……」

　日奈子は村の様子にがっかりしたようだが、このまま帰るのもバカバカしいとは思っているようだ。

　坂道を二人で下りていく。

　クロウは肩から提さげていた小さなバッグから水のペットボトルを取り出し、勢いよく飲んだ。

　今日は、この夏一番の暑さになりそうだ。

　もうちょっと飲み物を用意しておくべきだったか──と、思ったところで。

「ん……？」

　がさがさ、とすぐそばの樹木の葉が揺ゆれた。

　高さ五メートルほどの立派な木だ。クロウが、その木を見上げると。

「んん……？」

　パンツが見えた。

　クロウの目には、子供っぽいぼてっとした純白のパンツがはっきり見えていた。

「スノウホワイト……？」

　日奈子が、ぽつりと言った。

　そのとおり、パンツ以上に気にすべきことがあった。

　太い木の枝に直立するような姿勢で、学校の制服姿の少女が立っている。

　白いブラウスに、紺こん色いろのジャンパースカート。スカートは膝ひざ丈たけだが、風にばたばたと揺れ、おまけに高いところにいるせいで、下着がばっちり見えてしまっている。

　ブラウスは袖そでのところをピンで留めて、ノースリーブに改造されている。

　肩のところで揃そろえた奇妙な灰色の髪、百四十センチほどの身長、整ってはいるが幼い顔つき──要するに子供なので、色気はまったくない。

　服装こそ以前と違うが、クロウもその少女を知っていた。

　かつて、太たい陽よう教きようの教団本部でイシュトが戦ったサイボーグ少女──スノウホワイトだ。

「なんでおまえがここに……？」

「…………ふぅっ」

　スノウホワイトは質問には答えず、小さく息を吐くと、枝から飛び降りた。

　その右手にはきらめく刃が握られている。

「おいっ！」

　クロウはとっさに日本刀を抜くと、空中で振られたスノウホワイトの刃を受け流した。キンッと澄すんだ音が響ひびき、火花が散る。

「なんなんだ、いきなり。待てよ、別におまえと戦いに来たんじゃねえ」

「…………」

　スノウホワイトはなにも答えない。平板な目で、クロウを見つめてくるだけだ。

　彼女が右手に握っているのは、分厚く長い軍用ナイフだ。太たい陽よう教きようの戦闘部隊リーダーだったジョーという男が持っていたのと同型のナイフだろう。

「ここから先は誰だれも通さない」

「は……？」

　スノウホワイトは抑よく揚ようのない声で言うと、戸と惑まどうクロウに飛びかかってきた。

　逆手に握ったナイフを振るい、正確に首筋や心臓などの急所を狙ねらってくる。

「お、おい！　だから待てって！　どうなってんだ!?」

　戦闘中は常に平常心、と学んできたクロウも少しばかり混乱していた。

　誰もいないかと思った直後に襲撃を受け、さらにそれがスノウホワイトときている。

　スノウホワイトは、クロウの幼なじみで太陽教のシスターである木き戸ど明あか里りとともに姿を消していたはずだ。

　まさかこんなところで再会すると思っていなかっただけに、驚きも大きい。

「ここから先は、誰も、通さない」

「それはさっき聞いたっつーの！」

　クロウは、立て続けに振るわれてくるスノウホワイトのナイフをなんとかさばいていく。

　基本的にクロウの古コ流リユウはソーディと戦うためのものだ。古流はまず、ソーディ独特の、剣を振る際の斬ざん気きを読むところから始まる。

　だが、スノウホワイトにはその斬気がない。サイボーグであるせいか、そもそも気配がひどく読みにくいのだ。

　かろうじて、スノウホワイトの動きからナイフの軌き道どうを読めているが、かなり危なっかしい。

「クロー、斬きっちゃダメなのです！」

「……わかってるよ！」

　珍めずらしい日ひ奈な子この大声に、クロウはやけくそ気味に答える。

　スノウホワイトはサイボーグという以外に、ちょっとした特とく徴ちようがある。

　太陽教の施し設せつに監かん禁きんされていた日奈子の世話係で、彼女を逃がした香か苗なえという女性──その香苗に、スノウホワイトはよく似ているのだ。

　日奈子は、顔が似ているというだけでスノウホワイトに情を移している。

　クロウも、日奈子を傷つけるようなマネはしたくない。

「くっ……！」

　クロウは剣でナイフを弾はじくようにして受け流す。

　こいつ、前より強くなってる──クロウはぎりっと歯は噛がみする。

　クロウは直接スノウホワイトとやり合ったわけではないが、イシュトとの戦いは目もく撃げきした。

　あのときより、スノウホワイトの体術はキレがよくなっている。動きに無駄がなくなり、スピードも上がっているようだ。

「面倒くせえな、こりゃ……」

　傷つけることはできないが、手加減できる相手でもない。

「スノウホワイト！　俺おれを覚えてないのか!?　明あか里りの幼なじみだよ！　太たい陽よう教きようの本部で会っただろ！」

「おまえなんて知らない……」

　スノウホワイトはナイフを振り続けながら答えた。

　太陽教本部での戦いから、まだ二ヶ月も経たっていない。いくらなんでも忘れられるには早すぎる。

　こいつ、どうしちまったんだ──？

　クロウはスノウホワイトの攻撃を受け流しつつ、どうしたものかと悩む。

　普通に仕留めるだけでも難しいのに、傷をつけずに取り押さえるなど不可能に近い。

　となると──

　スノウホワイトが軽く跳び上がって、クロウの首を狙ねらって斬きりつけてくる。

　クロウはすっと身体からだを沈め、両手で剣を構える。

　膝ひざを伸ばして立ち上がりながら、剣をまっすぐスノウホワイトのナイフに向けて突き出す──

「天浮船そらのうきふね──」

　剣の切っ先をナイフの刀とう身しんに当て、引っかけるようにしてぐっと押し上げる。

「…………っ」

　スノウホワイトが握っていたナイフが、弾はじかれるように空中に浮き上がった。

　古コ流リユウの技の一つ、天浮船は相手の剣の重心というべきピンポイントを突き、弾き飛ばすという技である。

　敵の剣の握り方、力の入り方、刃の長さなどからバランスを崩しやすい箇所を読み、一ミリのズレもなく突くという、精せい妙みような剣さばきを必要とされる古流でも難易度の高い技なのだ。

　この技をクロウはめったに使わない。失敗の可能性が高いからだ。

「……ふう」

　ナイフは遠くへ飛んでいき、地面に落ちた。クロウはほっと安あん堵どする。

　だが、まだ油断はできない。一歩踏み込こんで、スノウホワイトに剣を向ける。

「スノウホワイト、話を聞け。俺はおまえの敵じゃない」

「……それを決めるのはスノウ」

　すうっとスノウホワイトは身体を沈める。小さく丸くなるようにしてから、右みぎ拳こぶしを放ってくる。

「くっ……！　ごもっともだけどよ！　まだやんのかよ！」

　クロウはかろうじて、そのパンチをかわす。小さな拳とは思えない、ごうっと風を巻く音とともに顔の横をすり抜けていく。

「いいパンチじゃねえか、この幼女！　くらったら顔が潰つぶれるぞ！」

「……元々、潰れたような顔」

「毒どく舌ぜつも吐はけるんだな！　ダイナストのサイボーグはそんな機能がついてんのか！」

　クロウが軽かる口くちを叩たたくと同時に、スノウホワイトが軽く跳んで右の回し蹴りを放ってくる。決して大おお振ぶりではない、コンパクトないい蹴りだ。

「つっ……！」

　なんとかのけぞってその蹴りをかわし、クロウは剣を下段から斬きり上げる。なかば本気で当てるつもりの剣だった。そうでなければ、フェイントにすらならない。

「変な剣……！」

　タイミングを狂わせるクロウの剣は、サイボーグにも奇き異いに感じるらしい。

　スノウホワイトは右足を引いて半身になり、今度は左足を跳はね上げる。

「やばっ……！」

　剣を振り抜いていたせいで、一瞬反応が遅れてしまった。

　クロウは脇わき腹ばらにスノウホワイトの蹴りをくらい、みずから横に跳ぶようにして、吹き飛ばされる。

　内臓が裂けるような痛みを感じつつ、クロウはなんとか着地して体勢を整えた。ほぼ無意識に、身体からだは中段の構えを取っている。

「まったく、本気で蹴りやがって……お兄さんも本気出すぞ、こら！」

「やってみるといい……」

　スノウホワイトの右手が手首のところでがくりと折れ、折れたところから三本の銃身が飛び出して来る。

　これも、クロウはイシュトとスノウホワイトの戦いで目もく撃げきしている。大おお粒つぶの散さん弾だんを大量に吐き出すショットガンだ。

　接近して撃たれては、クロウもひとたまりもないだろう。ソーディでもまともにくらったら致命傷になりかねない。

「つーか、こりゃマジじゃないと殺やられるな……」

「クロー……」

「ああ、もう。わかってるって！」

　すがるような日ひ奈な子この声に、クロウは荒っぽく答える。

　本気を出せばスノウホワイトに勝てるかどうかもわからないが、そうすると彼女は無傷では済まないだろう。いったい、どうしたものか。

「スノウは、絶対に誰だれも通さない……」

「おまえ、そればっかだな……」

　クロウは呆あきれて、剣を握り直す。

　スノウホワイトも銃身が飛び出している右腕を突き出して構えながら、じりじりと間ま合あいを詰めてくる。

　撃たれる前に勝負を決める──

　サイボーグといえど、脳はおそらく生身。頭に衝撃を与えれば意識を保っていられないはず。

　真剣では峰みね打うちも危険だが、スノウホワイトならば死ぬことはないだろう。

「さて──」

「やめなさい！　スノウ！」

「…………!?」

　クロウは、声の主のほうに目を向ける。

　そこには──

「明あか里り……」

　クロウの幼なじみ、木き戸ど明里が立っていた。

　なぜかパジャマ姿で、肩にカーディガンらしきものを引っかけている。足下は裸足はだしだった。

「明里、おまえまでなにしてんだ、こんなとこで……」

「クロウ……あんたこそ、なんでここに……」

　クロウと明里は、お互いに唐突な再会への戸と惑まどいを隠せなかった。

「いえ、それより……スノウ、この人は敵じゃない。大丈夫だから……」















　言いながら、明あか里りがふらりとよろめいた。

　クロウは駆かけ出だそうとして──その横を、素早く小さな人ひと影かげが通り抜けていった。

「……アカリっ！」

　崩れ落ちる直前、スノウホワイトが小さく叫さけんで明里の身体からだを支えていた。

　明里は女性としても小こ柄がらだが、さらに小さなスノウホワイトがその身体を支えているのは違和感のある光景だ。

　だが、サイボーグのスノウホワイトには明里の体重など苦にならないのだろう。

「……ありがと、スノウ。でも、大丈夫。ちょっとくらっとしただけだから。自分で立てるわ……」

　明里はスノウホワイトから身体を離し、背筋を伸ばして立った。

「クロウ……それに太陽の乙女……」

「待て、明里。なにも言わなくていい。スノウホワイト、俺おれたちが敵じゃないのはわかっただろ？　まずは明里を休ませてやってくれ」

「…………」

　スノウホワイトは、じっとクロウを見つめてから──こくりと頷うなずいた。

　明里はずいぶんと顔色が悪く、医者ではないクロウでも不調なのはすぐに察しがついた。

　訊ききたいことはいくらでもあったが、明里をこのままにはしておけなかった。





　明里を抱かかえたスノウホワイトが案内してくれたのは、村内の一軒の家だった。

　古びた木造平屋建て、というところは他ほかの家と変わらないが、その家だけは明らかに他より立派な建物だった。

　朽くちかけた大きな木造の門を抜け、雑草が生おい茂しげる敷しき地ち内に入り、玄関をくぐる。

「ん？」

　クロウは玄関に一歩足を踏み入れて、首を傾かしげた。

　荒れ果てた家の外に比べて、中も古びてはいるものの掃そう除じが行き届いているのだ。ほこり一つなく、床もぴかぴかだ。

「スノウが掃除してる。外を綺き麗れいにしちゃうと目立つから、中だけ」

　クロウの疑問に気づいたのか、スノウホワイトがぽつりと言った。

　このサイボーグ少女は、必要なこと以外は口に出さないタイプらしいが、敵でないことがわかって少しは打ち解けてくれたのだろうか。

　スノウホワイトは、すたすたと廊下を進んでいく。ふすまの前で立ち止まると、はしたなく足でそれを開けた。明里を抱えているので、手が使えなかったのだ。

　ふすまの向こうは、八畳じようほどの和室でふとんが一組敷しかれている。枕まくら元もとには水差しや急きゆう須すが置かれていて、部屋の隅にダンボール箱がいくつか積まれている。見たところ、食料や水が入っているようだ。

「……ありがと、スノウ」

「それは言わない約束」

　病床の父親と娘のような会話をしながら、スノウホワイトが明あか里りを布団ふとんに寝かせる。

「クロウたちも座って。といっても、わたしの家じゃないけど……」

　明里が布団の中から弱々しい声で言った。

　クロウは遠えん慮りよなく布団のすぐ横にあぐらをかいて座り、その隣に日ひ奈な子こがちょこんと正座する。

　スノウホワイトは布団を挟はさんだ反対側に、日奈子と同じように正座した。

「明里。おまえ、どうしたんだ？」

　クロウは、まず一番に気になったことを尋ねた。

「ちょっと風か邪ぜをこじらせただけよ。風邪は治ったんだけど、まだ体力が戻もどってなくて。別に重病ってわけじゃないから大丈夫」

「それ、医者に確認したんじゃねえだろ」

　クロウは、間髪入れずに言った。

「お医者に診みてもらわなくても、自分の身体からだのことくらいわかるわ」

「わかってねえだろ。素人しろうとの診しん断だんほどあてにならねえものはねえよ。ちゃんと医者に診てもらえ」

「……あれ？　クロー、『どれ、俺おれが診てやろう』とかセクハラまがいのことは言わないのですか？」

「日奈子、俺をなんだと思ってるんだ……？」

　もちろん、クロウの普段の行動が悪いせいである。

「あはは、まああんたはそれくらい言ってるほうがらしくていいわよ」

「え、診察していいのか!?」

「いいわけないでしょ……」

　ぎろり、と明里が睨にらんでくるがまったく迫力はなかった。

「冗じよう談だんは置いといて……明里、おまえなにがあったんだ？　姿を消してるのは知ってたけどよ、こんなとこにいるなんてな」

「……いろいろあったのよ」

　明里は、ちょっと困ったように笑った。

「教団本部から逃げ出して、教団が持ってたアジトの一つに逃げ込こんだんだけど、何人か教徒が捕まったらしくて。アジトのことを自白しちゃった人もいるみたいなのよ」

「当然だな。警察の尋じん問もんも相当しつこいからなあ。耐えられねぇ奴やつはいるだろ」

「ええ、仕方ないわ。でも、どのアジトも危なくなったから、昔──お父さんに聞いた太たい陽よう教きようのルーツになってるって村の話を思い出したの」

「ルーツ、ね……」

　日奈子の親である太陽教教祖は、太陽の乙女についても多くを知っている可能性が高い。

　太陽の乙女の故郷であるこの村のことも知っていたのだろう。

　そして、明あか里りの父親である木き戸ど祐ゆう司じという男は、教祖の側近である。この村のことを知っていても不思議はない。

「移動は危険だから、あまり転々とするわけにもいかなかった。だから、ここを選んだの。ほとんどの教徒には知られていないし、人が来ることもまずない。わたしも忘れてたくらいだしね」

「人がいないのはけっこうだけどよ、なにもないとこで潜せん伏ぷく生活ってのも大変だろ。こんな、弱っちまいやがって」

　クロウは、布団ふとんの中から明里の右手を取り出した。

　手首を掴つかみ、脈拍をカウントする。

　続いて、明里の前髪をかきあげて額ひたいに手を当てた。

「……脈は正常。でも熱が高いな。それに……痩せただろ」

　過労と栄養不足、というところだろうとクロウはあたりをつける。食事はレトルトや缶かん詰づめばかりのようだし、調子を崩しているときにそんな食事では悪化するだけだ。

「やっぱ病院行きだな。心配しなくていい、ちゃんと足がつかないようにするから」

「でも、もしバレたらあんたの立場が……」

「ま、なんとかなんだろ。モグリの医者に知り合いもいるしな」

　クロウは、ブレイズ居きよ留りゆう地ちで出会ったちびっこ医師を思い出す。彼女とも再会したいことだし、明里も診しん察さつしてもらえるなら願ったり叶かなったりだ。

　ただ、明里は長期入院したほうがよさそうだ。それだと、たいした設備がないブレイズの診療所に連れて行くのは根こん本ぽん的てきな解決にならないかもしれない。

「生活を変えないと、治るもんも治らねぇよ。安全で快適な生活が必要だな」

「そんなの……望んでないわ。幹みき原はらは逮たい捕ほされたのよ。それに比べれば、わたしは……」

「おっさんかー」

　太たい陽よう教きようの戦闘部隊リーダー、幹原条じよう一いち郎ろうことジョーは、太陽教が起こした事件のすべての罪をかぶって逮捕されたのだ。

「わたし、あんたを……撃ったんだし……いつまでも逃げてていいのかなって……」

　明里は、わずかに涙ぐんでいる。彼女はすぐに泣いてしまう女の子なのだ。

　太陽教本部での騒さわぎの最後に、明里はクロウを銃で撃っている。彼女には確かに罪がある。

　だが──

「おっさんは大丈夫だろ。元軍人のあいつなら、刑務所だって遊園地みたいなもんだ。がつがつ臭くさいメシを食ってんだろ。それと、あのときも言ったかもしれねえが、撃たれたくらいで俺おれは気にしねえよ」

「撃たれたくらいって、あんた……」

　別に、クロウは虚きよ勢せいを張ってるわけではない。

　実際、撃たれたことなどまったく気に留めてもいない。明あか里りは、剣士として人を斬きり続けるクロウを止めるために、これ以上人を殺させないために撃った。

　行動としては飛ひ躍やくしているが、明里がクロウを救うためにやったことは間違いない。

「もう気にすんな。身体からだを治すことだけ考えてろ」

「クロウ……」

「身体が治らないとセクハラできないじゃないか……」

「死んでくれない……？」

　クロウは優しく言い、明里も優しく罵ば倒とうしてくる。

　明里は弱っているものの、頭はしっかり回っているらしい。

「で、スノウホワイト。おまえが明里を守ってくれたんだな」

「スノウは太たい陽よう教きようの教徒に従うように命じられている。今、教徒はアカリしかいない」

「なるほどな」

　スノウホワイトはロボットではなく、サイボーグだ。それでも、薬物や洗脳で行動をプログラムされているのだろう。

「そういや、こいつ俺おれのこと忘れてたけど」

「ああ……スノウはその……」

　明里は、少し寂さびしそうにして言いよどんだ。

「スノウは、機械部分と生身の調整のために大量の投薬を受けている」

　代わりに、スノウホワイトが口を開いた。

「その薬の影響で記憶の長期維持に障害がある。ずっと会ってるアカリはともかく、おまえのことは忘れた。忘れたほうがよさそうな人だけど」

「……たまに口悪くなるな、スノウホワイト」

　クロウも覚えておいてもらいたかったわけではないが、ストレートに「忘れた」と言われるとちょっとショックだった。

「ついでに訊きくけど、スノウホワイトのその格好はなんだよ？」

　クロウはスノウホワイトを指さした。

　彼女は、以前は改造した太陽教のシスター服を着ていたが、田舎いなかの中学生みたいな格好はいったいなんなのか。

「これは、村の空き家で見つけた。食料調達に行くには、シスター服では目立つから」

「そりゃそうだけどな……」

　スノウホワイトは、愛らしい少女だ。どんな格好をしても目立つことには変わりない。制服だと余計に目立ってしまったのではないだろうか。

　よく見ると、胸元に名札が縫ぬいつけられていて、ご丁寧に「すのう」と名前が書いてある。目立ちたくないのか、目立とうとしているのか。

「まあ、明里を守ってくれてありがとよ。幼なじみとして礼を言っとく」

「幼なじみ……？　アカリはおまえを幼なじみとは思ってない。むしろ、恋こい──」

「わああっ、スノウ！　ストップ！」

「ん……？」

　スノウホワイトは、きょとんとして首を傾かしげる。

「い、いいから。お礼を言われたときは素直に受け取っておきなさい」

「……うん、わかった。受け取っておいてやる」

　なぜか顔を赤くした明あか里りに言われ、スノウホワイトはこくりと頷うなずく。

「そ、それより。あんたのほうはどうなの？　クロウ、なにしにここへ？」

「ああ、それは──」

　クロウが言いかけたところで。

「なにっ!?」

　突然、爆発音が響ひびいた。

　明里が驚いて布団ふとんの上で身体からだを起こし、窓の外に目を向ける。

　しかし、窓からはなにも見えない。

「まったく、いちいちトラブルが起きるなあ。まだなにも調べてねえってのによ」

　クロウは日本刀の柄つかを握りながら立ち上がった。

「ここにはな、太陽の乙女の秘密を調べに来たんだよ。明里、なんか知ってるか？」

「……いえ。調べ物をするような余裕はなかったから……あ、でも一つだけ……」

「なにかあんのか。よし、そいつを聞かせてもらおう。ただ、その前にさっきの爆発を確認してからな」

　クロウは、日ひ奈な子この頭にぽんと手を置いてから笑いかけた。

「日奈子、明里を見ていてやってくれ。スノウホワイト、この二人のことは任せて大丈夫だな？」

「だいじょぶ」

　スノウホワイトは、こくんと頷いた。

　彼女の戦闘能力を見る限り、日奈子と明里を任せて問題ないはずだ。

　明里は動かせないし、トラブルが待っていそうな場所に日奈子も連れて行きたくない。

「んじゃ、行ってくる。みんな、いい子で待ってろよ」

　クロウはすたすたと歩き出し、部屋のふすまを開けて廊下に出た。

　なにが起きているのか、クロウにはなんとなく予想がついていた。

　発砲音や機械の動作音もなく、いきなりなにかが爆発した──

　手しゆ榴りゆう弾だんの爆音も何度かセイバーズの訓練で聞いているが、それとも違っていた。

　さっきのはおそらく──

　術じゆつ法ほうによる爆発だ。





「くっ……！」

　ドオン、と凄すさまじい爆音が響ひびき、セフィは腕で顔をガードしながら襲ってきた爆風に耐える。

　炎ほのおの術じゆつ法ほう──ネーナやマナカと同じく、火を操る敵がいるのだ。

　蛇や龍りゆうの形をした炎を飛ばしてきたネーナやマナカと違い、炎の塊かたまりを複数放つタイプの術法だった。

　炎が着弾したところが焼け焦げ、地面がえぐれてしまっている。

　まともにくらったら、セフィでも致命傷になりかねない破壊力だ。

「もうー、飛び道具は嫌いなのよ！」

　セフィは吠ほえながら、斬きりかかってきた相手の剣をかろうじて受け止め、力任せに押し返した。

　同時に、次の敵が襲いかかってくる。全ぜん霊れいを込こめた袈け裟さ斬ぎり──鋭く空気を斬り裂く音を響かせながら、今まさに肩に食い込もうとしていた剣を、セフィはギリギリのところで身を引いてかわす。

「ちぃっ……！」

　敵が小さく舌打ちし、身体からだごとぶつかる勢いでセフィに接近してくる。

　相手は、どんな無む茶ちやな形だろうと、とにかく斬るつもりだ。なりふりかまわない敵というのは恐おそろしい。

　セフィは、はしたなく右足を上げ、突くようにして前蹴りを放った。

「くはっ！」

　敵が小さな悲鳴を漏もらし、背後に吹き飛んだ。

　セフィは間ま合あいを空けず、軸じく足あしになっていた左足で地面を蹴りながら剣を振るった。

　そこへ別の敵が割り込んできて、セフィの剣を弾はじくようにしてさばく。

「ああもうっ……！」

　セフィは剣を弾かれた勢いを利用して後ろに下がった。

　腕を伸ばして剣を構え、敵を牽けん制せいしつつ息を整える。

「ふうー……まったく、あんたたちブレイズはしつこいわね」

「四よん将しようの娘。おまえの命をあきらめる理由はなにもない」

　敵──ブレイズの一人が言った。

　セフィに襲いかかってきたブレイズは全部で四名。真夏の太陽が照りつけているというのに、ブレイズのユニフォームのようになっている黒いローブを着ている。

　全員、フードは外していてその顔があらわになっている。全員が二十歳はたち前後と思われる若い女性ばかりだ。

「やっと着いたっていうのに、まさか邪じや魔まが入るなんてね」

　セフィは、ブレイズたちを睨にらみつけながら言った。

　天てん剣けんから剣と交通費を借り、交通機関を乗り継ついで太陽の乙女の故郷、といわれる村に向かっていたのだが、もう間もなく目的地──というところで襲撃を受けてしまった。

「まさか、はこちらもだ。狙ねらわれている身で単独行動するなど正気か？」

「乙女には一人になりたいときもあるのよ」

　セフィは軽かる口くちを叩たたいて、なんとなく嫌な気分になる。

　なんだか、こういう軽口はクロウの悪影響のせいのような気がしてしまう。

「あんたたちこそ、勝手に動いてるんじゃないの？　ブレイズはおとなしくなったかと思ってたけど」

「我らはスイサーラの直属だ。おまえたちのおかげで、スイサーラは行方ゆくえ不ふ明めいだからな」

「行方不明……？」

　セフィは、きょとんとしてしまう。

　サーラは日ひ奈な子こによって『光コウ』を封じられ、身体能力は人間並みになってしまっている。

　まさか、あの怪物が失意のあまり傷しよう心しん旅行というわけでもあるまい。消えた、などと聞いても嫌な予感しかしなかった。

「そうだ。だが、指揮官がいない以上、自分たちの判断で動いてもなんの問題もない」

　ブレイズの一人が答えた。

　そのブレイズがリーダー格らしい。前が見えているのか心配になるほど前髪を伸ばし、髪の隙すき間まから見える、ブレイズ特有の赤い瞳には強烈な殺意が宿っている。

「上司がいなくなったなら、休きゆう暇かでも取ればいいのに。熱心なことね」

　セフィは、じろりとブレイズを睨にらむ。

　クロウならば、嬉き々きとしてバカンスを楽しむことだろう。というか、自分はいちいちクロウのことを考えすぎていないかと、微妙な気分になる。

「忘れたのか？　我々ブレイズはおまえの曾そう祖そ母ぼラナフィの粛しゆく清せいで、居きよ留りゆう地ちに押し込こめられ、剣も戦いもない生き方を強制されてきた。これは、命令されての戦いではない。ブレイズとしての生き方を取り戻もどすために剣を振るっているんだ」

「……そうだったわね」

　ブレイズには、戦う理由がある。

　セフィの友人だったネーナもまた居留地で育ち、目の前にいるブレイズたちと同じ理由で戦っていた。

　しかし、戦う理由があるのは、セフィも同じだ。太陽の乙女の秘密を解明しなければならない。これ以上、なにもわからないまま危険な戦いは続けられないのだ。

　日奈子のためにも、自分のためにも。

　セフィは、剣を中段に構える。愛剣の星ほし崩くずしほどではないが、天てん剣けんが貸してくれた剣はかなりの重さがあり、ずっしりくるその重量がセフィには頼もしい。

「おまえ個人に恨うらみがあるわけではない。だから、恨んでくれてかまわない！」

　前髪を伸ばしたブレイズが、鋭く踏み込んでくる。

　あとの三人も散開し、セフィの左右に回り込んでこようとする。

　このブレイズたちは一対一の戦いにすらこだわらないようだ。なにがなんでも、セフィを仕留めるつもりらしい。

　四人全員、かなりの手て練だれだ。はっきり言って、セフィには一対一でも厳しい。

　できれば逃げたいところだが、それも無理だろう。あちらは相当やる気になっている。

「こっちだって──やられるわけにはいかないの！」

　前髪のブレイズが放ってきた斬ざん撃げきを正面から受け止める。トラックにでもぶつかられたような重々しい衝撃が伝わってくる。

「このっ……！」

　セフィは両腕に力を込こめ、前髪のブレイズの剣を押し返そうとする。互いに光刃を宿らせた白い刀とう身しんが、ひときわ強く輝く。

　しかし、ブレイズも踏ん張ってこらえている。

　やはり、まだ身体からだが本ほん調ちよう子しではない。セフィの全力でも、このブレイズたちには対抗しきれないようだ。

「ああんもうっ！　邪じや魔まっ！」

　セフィは前髪のブレイズと鍔つば迫ぜり合あいをしつつ、横から斬きりかかってきた別のブレイズに蹴りを放つ。

　そのブレイズを蹴り飛ばしながら、セフィは相手の力を利用して前髪のブレイズの剣を受け流し、さらに後ろから襲いかかってきていたブレイズの剣をさばいた。

「もう一人いるんだったわね！」

　体勢を崩しそうになりながら、離れたところで剣の切っ先をセフィに向けているブレイズを睨にらみつける。

「氷の矢よ、貫つらぬけ！」

　ブレイズの術じゆつ法ほうが発動し、剣の先から三本の氷の矢が飛び出す。

　矢はセフィめがけて飛びつつ、さらに複数の小さな矢に分かれ、視界を覆うほどの弾幕と化す。

「ええいっ、うっとうしい！」

　セフィは剣で飛んできた矢を一気に薙なぎ払はらう。いくらスピードがあっても、数が多くても、矢くらいはセフィの腕でもなんとでもなる。

「あんまりナメないで──」

　言いかけて、セフィはわずかにつんのめった。

　足下を見ると、右足が凍こおりついて地面にへばりついてしまっている。

「これは……」

　さっと振り返ると、さっきセフィが蹴り飛ばしたブレイズが数メートル離れたところにいて、その右足から帯状の氷が地面を這はうようにセフィの足下へと伸びてきている。

「あんたも氷の術法使いかっ！」

　術法には単純に攻撃するものだけでなく、戦闘を補助するものもあるのだ。だが、足から放つ術法を見たのは初めてだった。術法には多くのパターンがあるらしい。

　セフィは右足に力を込こめ、地面から引きはがそうとする。しかし、完全に凍こおっていて、まるで外れない。

　ダメージを与えない代わりに、がっちりと敵を拘こう束そくする術じゆつ法ほうなのだろう。しかも、凍りついたままでは、ソーディといえども足が凍とう傷しようで使い物にならなくなる。

「終わりだな、四よん将しようの娘。心配するな、いたぶる趣味はない」

「四人がかりで襲ってきておいて、心配するなもなにも」

　セフィは、また軽かる口くちで応こたえた。

　余裕を見せてはいるが、セフィの背筋には冷たい汗が滲にじんでいた。

　凍りついた足を外すには、時間がかかりそうだ。その間、ブレイズたちが待ってくれるわけはない。

　四人のブレイズたちは、それぞれセフィを取り囲む位置に立った。

　一いつ斉せいに飛びかかって、決着をつけるつもりだろう。

　身動きもできない状態で、この手て練だれの剣士四人の剣を同時にさばくのは──たとえセフィが本ほん調ちよう子しだったとしても不可能だ。

　セフィは、ぎりっと歯は噛がみする。

　剣けん王おうから逃げず、同行してもらうようにお願いするべきだった。

　あの大ざっぱな剣王ならば、案外すんなりＯＫしてくれたかもしれない。

　だが、もう遅い。日ひ奈な子このルーツを目の前にして、こんなことになるとは──

「って、観念するにはまだ早いわよね。ふん、いいわよ、やってやろうじゃないの。かかって来いよ、こらぁ！」

　セフィはなかばヤケクソで叫さけんだ。

　この口の悪さもクロウの悪影響──いや、いいだろう、認めてやろう。

　セフィの性格も、人生も、クロウの影響があまりに大きすぎる。

　彼の存在が、セフィを形づくる要素の一つであると言ってもいい。

　そのクロウに、セフィはもう一度会いたい。

　一度だけではない、これからもクロウと時間を過ごしていきたいのだ。

　ソーディの姫ひめ君ぎみと、剣けん聖せいの弟で子しとはいえ人間であるクロウが同じ時を生きるには、多くの障害があるだろう。

　それでも──それでもだ。

　こんなところで死んでたまるか。

　まだ、セフィにはやるべきことが、言っていない言葉が、いくらでもあるのだ。

「ならば遠えん慮りよなくかかって行こう。これで最後だ、四将の娘──」

　四人のブレイズたちが一斉に駆かけ出だす。

　同時に四人をさばくなど、不可能なことはわかっている。

　だが、このまま抵てい抗こうしなければ確実な死が待っているのだ。襲いかかってくる剣を一本でも多くさばけば、それだけ生き残れる可能性も上がる。

「うおおおおおおおおっ！」

「……おいおい、お姫様がそんな雄おたけび上げんなよ」

　不意に、そんな声がセフィの耳に飛び込こんできた。

　その声と同時に、駆かけてきていた四人のうちの二人のスピードががくりと落ちる。

「えっ……？」

　セフィは驚きつつも、斬きりかかってきた二人のブレイズに反応していた。

　正面から来た前髪のブレイズの剣を受け止め、もう一人の剣を身体からだを沈めてかわし、自由な左足で足あし払ばらいをかける。

　もう一人のブレイズが転びかけ、それでも体勢を整える。

　そのときには、セフィも身体を起こし、剣を構え直していた。

　そして──

「いいタイミングだったな、セフィ」

「……なんでいるの!?」

　セフィは思わず、ひっくり返った声を出してしまう。

　かけられた言葉に反応したのではない。自分の背中に、誰だれかの背中がぴったりとくっつけられている感触がする。

　振り返りたい──けれど、振り返ることができない。

　それでも、背中合わせの人物が何者なのか、ちゃんとわかっている。

「ロウ！　あんた、なにしたの！」

「なーに、ちょいと間に合いそうになかったんで、裏技をな」

　セフィに背中をくっつけたまま、クロウが答える。

　四人のブレイズは、セフィたちから距離を取ったところで構えを取っている。

　そのうちの二人が、忌いま々いましそうに首筋からなにかを引き抜き、地面に投げ捨てた。

「貴様、いったいなんだ……？」

　ナイフを引き抜いたうちの一人が、ぎらりと鋭い視線を向けてくる。

　セフィではなく、クロウを睨にらんでいるらしい。

「ただのスローイングナイフだよ。念のために、いつも持ち歩いてるんだ。あんま使ったことなかったけど、意外と上う手まく刺ささったな。急所は外れたけど」

　クロウは、楽しそうに言った。

　状じよう況きようを整理すると、クロウはセフィを助けようとしたものの、四人のブレイズの攻撃を防ぐには間に合わなかった。

　そこで、手持ちのナイフを二本投げて、二人の動きを止めてくれたらしい。

　全ぜん力りよく疾しつ走そう中のブレイズ二人に、しかも首筋にナイフを刺すなど並の腕ではできない。

　首筋にナイフを刺されて倒れもしないブレイズもたいしたものだが、クロウの技量のほうに驚かされる。彼はまだ、セフィも知らない技をいろいろ持っているようだ。

「ふむ……身動きできないんだな、セフィ。こいつはチャーンス」

「なにをする気!?」

　セフィはぎょっとする。

　こんな状じよう況きようで、女の子にいたずらするなどありえないが、それをやるのがクロウという男だ。

「ふむふむ、いいおっぱいだ。あー、もうたまんねえ。このおっぱいが俺おれだけのものとか最高だな！」

「ぎゃああああっ、本当に触るなあっ！　あんたのじゃないし！」

　後ろからクロウの手が回ってきて、ぽよぽよと胸を持ち上げるようにして揉もんでいる。

　もう慣れ親しんだ手の感触だが、何度やられても驚いてしまう。

「あれ？　ちぇっ、ブラ着けてるのか」

「着けてるに決まってるでしょ！　ていうか、服の中に手を入れるなぁっ！」

　ワンピースの中で、クロウの手が遠えん慮りよなく動き回っている。このまま、ブラの中にまで指が入ってきそうだ。

「ちょっ、こらっ……もう……ダメって言ってるでしょ！」

「さて、もうちょっと楽しみたいとこだけど、あっちを先に処分するか」

　胸からクロウの手が離れ、ついで背中の感触も消えた。

「え、あれ……？　ホントにやめたの……？」

「そう残念がらなくていいぞ。またあとで続きをするから」















「ざ、残念がってなんか……ないわよ。このバカ……」

　クロウは少し笑い、回り込こむようにしてセフィの前に立った。

　彼は既に日本刀を抜いていて、いつもの中段の構えを取った。

「またブレイズかよ。しばらく会わねぇと思ってたのにな。まあでも、おとなしくしてりゃよかったのに」

「そうか、貴様……貴様が剣けん聖せいヒョウカの弟で子しか！　人間ヤートの分際で、スイサーラと戦ったという！」

「なんだ、サーラの知り合いかよ。ああ、確かに戦いましたとも。まったく、殺されるかと思った。まあ、もうちょいで俺おれもあいつ斬きり殺すとこだったけどな」

　クロウは、軽く笑いながら言った。

　セフィの知る限り、クロウはそこまではサーラを追い詰めなかったはずだが。

「ふざけるな、人間！　貴様のせいで、スイサーラは姿を消したんだ！　ちょうどいい、四よん将しようの娘のついでに、貴様も斬り殺してソーディ政府に死体を送りつけてやる！」

「セフィを狙ねらったのはムカつくけど、このまま帰るなら見み逃のがしてやるよ。俺、休きゆう暇か中なんだよな」

「ふざけるな、と言った！」

　前髪のブレイズが一気に距離を詰め、クロウに向けて上段から剣を振り下ろす。

　一瞬、閃せん光こうが走っただけにしか見えない──とてつもない豪剣だった。以前、セフィが戦ったパワードスーツも一刀で真まっ二ぷたつにできるだろう。

　だが──クロウは、真っ二つにはならなかった。

「…………」

　すっと一歩軽く踏み込んだだけで前髪のブレイズの斬ざん撃げきをかわし、次の瞬間には剣を横に薙ないだ体勢でぴたりと止まっていた。

「え……？」

　セフィは、きょとんとしてしまう。

　そして、前髪のブレイズも不思議そうな顔をして──その一秒後に、彼女の首筋から噴水のように血が噴き出した。

「なっ……ああっ……」

　首の頸けい動どう脈みやくを切断された前髪のブレイズは、あっけに取られた顔をしたまま、ぐらりと倒れてしまう。

　クロウの古コ流リユウに慣れているセフィでも、なにが起きたのかわからなかったほどだ。

「まず一人。残りの三人、どうする？　まだやるか？」

　クロウは、剣を中段に構え直しながら言った。緊張感などかけらもない、淡たん々たんとした声だった。

「人間がぁぁぁっ！」

　一人のブレイズがクロウに向かって走り出し、あとの二人も続いた。

　三人が斬きりかかってきても、クロウはまったく動じもしない。

「バカが」

　クロウは、ぽつりと言うと、一人目を無造作に袈け裟さ懸がけに斬った。

　続いて、踏み込こみながら二人目の胴どうを払い、三人目の斬ざん撃げきをのけぞるようにしてかわす。

「──殻からの空うつ蝉せみ」

「…………っ!?」

　クロウが三人目の横に回り込むように動き、彼女はぎょっとして固まる。

　セフィはあの技を知っている。古コ流リユウの小技の一つで、相手の視線を先読みして、死角から攻撃する。セフィも一度やられて、クロウが消えたように見えたものだ。

「うぐっ……！」

　くぐもった悲鳴とともに、三人目のブレイズの動きが止まった。彼女の首にクロウの日本刀が深々と突き刺ささっていた。

「さすが、研とぎたての剣は斬れ味が違うな」

　クロウは素早く剣を引き抜き、すうっと滑るように後ろに下がった。

「三下みたいな台詞せりふ吐はいてたから、弱いかと思ったら意外にいい腕だったな、あんたら。ま、冷静に術じゆつ法ほう使ってりゃ、もうちょいいい勝負ができたかもな」

　そのクロウの言葉を、ブレイズたちは聞いていなかった。

　四人のブレイズたちは、そのときには全員が既に息絶たえていた。クロウの剣は的確に急所を断ち、苦しめることなく命を終わらせたのだ。

「……ロウ、あんた前より強くなってない……？」

「マナカとかサーラとか、とんでもないのとやり合ってきたからなー。少しは腕も上がるだろ。でなきゃ、割に合わねぇ」

　クロウは言って、刀を振り、血払いをする。

「手加減抜きでやれるなら、こんなもんか。自分でもちょっとびっくりだけど」

「……誰だれかと手加減してやりあったの？」

「まあな。あとで説明するから、気にするな」

　ゆっくりと日本刀を鞘さやに収めてから、セフィに向き直った。

「よし……これで心置きなく……」

「ふっ！」

　セフィは剣を地面に落とし、両手で右足を持って、力任せに地面から引きはがす。ついでに、右足を左足で何度も踏みつけ、足についていた氷をぐしゃぐしゃに砕く。

「……ちっ、セクハラし放題だと思ったのに」

「残念そうに言うな！」

　セフィは自由になった足を小刻みに振って、血を循じゆん環かんさせる。まだ右足の感覚はないが、しばらく『光コウ』を巡めぐらせておけば回復するだろう。

「ていうか、セクハラし放題にしていいか？」

「あたしに抵てい抗こうするなと!?」

　自由になったセフィを見てもそんな妄もう言げんを吐はくとは、クロウ恐おそるべしだ。

　とりあえず、と気を取り直してセフィは足下の剣を拾い上げる。

「まあ……一応、お礼は言っておくわ。助けてくれてありがとう、ロウ」

「どういたしまして。間に合ってよかったよ。つーか、イメチェンか？」

「別に……ちょっとまとめるのが面倒だっただけよ」

　セフィは背中に流したままの髪を撫なでながら言う。

　別に意識して髪型を変えてたわけではないが、そこに触れてもらえたのは正直言って嬉うれしい。クロウは胸やお尻しりにしか興味がないのでは、と若じやつ干かん疑っていたからだ。

「そのワンピースも似合ってるな。いいとこのお嬢様みたいだ」

「……一応、いいとこのお嬢様なんだけどね、あたし」

　服まで褒ほめられたのは意外だった。からかうような口調だが、クロウは本気で感心しているように見えた。

　本当に嬉しい。嬉しいのだが──

　それはともかく。

「先に謝っておくわ」

「ん？　なにがだよ？」

「ごめんなさい、あたし自分を止められない」

　セフィは剣を上段に構え、光刃の白い光を宿らせる。

　ソーディは、剣に恋こいする種族。

　強い剣士の剣に恋をし、その相手と斬り合いたくなる。

　どうにもならない衝しよう動どうに突き動かされ、セフィは剣を構えたまま走り出した。





　クロウは剣を構え直し、すうっと息を吸い込こんだ。

　まさか、再会していきなり斬きりかかられるとは──

「いや、前もこんなことあったっけ」

　クロウは苦笑して、飛びかかってきたセフィの斬ざん撃げきをギリギリのところでかわす。

「うおっ……」

　真横をかすめていった斬撃の圧力に、クロウは冷や汗をかく。

　さきほど、ブレイズと戦っていたときの剣より鋭いのではないか──

「さすがロウ！　よくかわしたわね！」

「いやだって、かわさねぇと死ぬし」

　クロウは続いて襲ってきた、胴どうを狙ねらった一撃を身体からだを引いて避よけた。

　セフィは手数に頼たよらず、一刀に懸かけるタイプの剣士だ。一撃一撃が必殺の威い力りよくを持ち、かわしても凄すさまじい風圧に襲われる。

　なぜか、愛剣の星ほし崩くずしを持っていないようだが、分厚くて重そうな剣を使っているので、充分に恐おそろしい。

　しかし、いくらセフィの一撃が重く鋭くとも、今クロウが斬きったブレイズたちの力量には及ばない。

　いつでも仕留めるだけなら可能だが──もちろん斬るわけにはいかない。

　またこんなハンデ有りの斬り合いかよ、とクロウは大変に不満だった。

　スノウホワイトに続いて、相手を無傷で取り押さえなくてはならないとは。

「あはは、あはははは！　凄すごい、ロウ！　ひょいひょいかわすわね！」

「だから、斬られたら死ぬからだっつーの！」

　クロウは言い返しながら、どんどん後ろに下がっていく。

　ずいぶんとセフィはハイテンションになっているようだ。以前、セフィと剣の学院で再会したばかりの頃ころにもこんなことがあった。

　剣に恋こいするソーディは、恋した相手と斬り合いたくなってしまう。それに加えてセフィの場合は、妙にテンションが高くなるのだ。

　剣に恋する、といっても人間の恋愛と同じく本気もあれば、一いつ過か性せいのものもある。

　セフィは時々スイッチが入ったようにこうなってしまう。たぶん、本気ならば常にクロウに斬りかかりたくなっているはずだ。

「ま、一過性でもいいけどな」

「なにが!?　しゃべってたら死ぬわよ！」

「おまえもしゃべってるじゃん」

　クロウは、容よう赦しやなく首を払いにきた一撃を古コ流リユウで弾はじく。

　以前はセフィの剣はすべて体術でかわせたのだが、今はそれだけでは追いつかない。剣が折れる危険を冒おかしてでも、受け流さなければならないのだ。

「楽しい！　やっぱりロウと斬り合うのは楽しい！　もっと！　もっとあたしを楽しませて！　早くあたしに斬りかかってきて！」

「……無む茶ちや言うなあ」

　クロウの古流ならば、一撃でセフィを仕留められる。ただし、峰みね打うちや急所を外した攻撃では、ソーディの体力ならば耐えてしまう。

　以前は、不意討ちのキスでセフィの目を覚まさせたが──同じ手が通じるかどうか。

「試してみるのも楽しそうだけどな……」

　だが、セフィの力量も以前とは比べものにならないほど上がっている。さすがに取り押さえて、唇を奪うのは難しいだろう。

「あはは、あはははははっ、ロウ、ロウ、ロウーっ！」

「楽しそうでなによりだ……」

　クロウは、次々に振り下ろされるセフィの剣をさばき続け、さらに後ろに下がっていく。このままどこまでいくんだろう、と不安になってきた。

　今後、セフィと突然の再会を果たしたときは、まず剣を取り上げることにしよう、とクロウは固く心に誓う。

「……しゃーねぇな」

　クロウは、後ろに跳んでセフィから間ま合あいを取ると、日本刀をぱちりと鞘さやに収めた。

「こらこらーっ、ロウ！　ちゃんと剣を抜いておかなきゃダメよっ」

「そんな、可愛かわいく言われてもな」

　セフィはクロウが剣を収めていても、遠えん慮りよなくさらに斬きりかかってくる。

　クロウは冷静にセフィの剣を見み極きわめ、ミリ単位で刃を見切っていく。やはり、剣を使わずに攻撃をかわし続けるのは難しいが、短時間ならなんとかなる。

　セフィの実力は、まだまだクロウには及ばない。それでも、子供のように軽くあしらえる、というほど差があるわけでもない。

　事故が起きる可能性を避けるなら、素す手でで古コ流リユウの技を使う──それしかなかった。

「ナメるのはダメだって、言ってるのにっ！」

「俺おれが本気になったら、ナメるくらいじゃ済まないっての」

　セフィが再び上段から鋭く剣を振り下ろしてくる。丸太を振るわれたような圧力を感じつつ、クロウはすうっと両手を伸ばし、セフィの剣を左右から挟はさみ込こむようにした。

　真しん剣けん白しら刃は取どり──だが、クロウの力ではソーディの振り下ろしを止めることはできない。

　クロウはセフィの剣を両手で挟んだまま、軌き道どうを横に逸そらし、剣を地面に叩たたきつけるようにする。

「流ながれ横よこ笛ぶえ──」

　相手の力を利用して、強力な剣の軌道を逸らす──古流の基本的技術を応用した、素手での技である。

　ガツンッ、と鈍い音とともにセフィの剣の刃先が地面にめり込んだ。あまりの勢いで、地面がえぐれてしまっている。

　剣が地面にめり込んだその瞬間には、クロウはもう次の動きを見せていた。

「きゃ……！」

　セフィが小さな悲鳴を上げる。

　斬ざん撃げきを素手で受け流したクロウは、飛びつくようにしてセフィを抱きすくめたのだ。

「なっ、ロウ……!?」

「はいはい、落ち着け、セフィ。やっと会えたのに、暴れるな、暴れるな」

　クロウはセフィの背中をぽんぽんと叩きながら言う。

　不ふ意い打うちのキスで驚かせるよりも、子供をあやすように抱きしめ、言葉で心をほぐすほうが効果的ではないかと思ったのだ。

　考えてみれば、クロウが以前に太たい陽よう教きよう本部でリンネに拉ら致ちされてから、一度もまともな状じよう況きようでセフィと話せていない。

　夏休み前のサーラとの戦いの際は、落ち着いて話ができるような状況ではなかった。

　だが今は、ブレイズたちも倒して邪じや魔ま者ものはいない。

「久しぶり──ってほどでもねえけど、意外と早く会えたな。シルフィ様が外に出してくれたのか？　いや、一人ってことは脱走か？」

「……半分くらいそんな感じ。今度は、屋や敷しきに軟なん禁きんじゃ済まないかも」

　セフィが、落ち着いた声で答えた。

　今のところ、クロウの腕をふりほどこうとはしていない。

「なんでここにいるのか知りたいけど……ま、それはお互たがい様さまか」

「まったくよ……まさか、ロウがいるなんて。でも……」

「ん？　うおっ」

　セフィは、クロウの胸に顔を押しつけ、ごしごしとこするようにしてから。

　クロウの腕から離れ、ぱっと距離を取った。

「なんていうかね、あたしずっと家の外に出られなくて、あんたにも会えなくて、剣も持てなくて──ぶっちゃけ、たまってるの」

「そ、それはそれは……」

　クロウは動どう揺ようしつつ答える。

　なにがたまってますか、とセクハラまがいの質問はなぜかできなかった。

　セフィの目が血走っているように見えたからかもしれない。

「ロウ、あんたもたまってるんじゃないの？　いいわよ、あたしが相手してあげるから。いっぱい吐はき出しちゃって」

「……なんだかなー。サーラみたいなエロ台詞ぜりふだなあ」

　クロウは、苦笑する。別に、セフィはクロウが想像してる意味で言っているのではないだろうが、彼女は自身の意味深な言葉を自覚していない。

　セフィは、さらに高く掲かかげるように剣を構える。

　これはもう、高望みはせずに峰みね打うちくらいはくらわすべきかな、とクロウが日本刀の柄つかに手をかけ──

　ピィーン、と張はり詰つめた甲かん高だかい音が鳴り響ひびいた。

「きゃうっ……!?」

　突とつ如じよ、セフィが奇き声せいを上げ、ぱっと手を広げて握っていた剣を取り落とした。ふらりとよろめいて、地面に両りよう膝ひざをついてしまう。

「セフィ、どうし……って、おいおい」

　クロウははっとなって、後ろを振り向いた。

　予想どおり、そこには日ひ奈な子この姿があった。彼女の手には、例の弓が握られている。

「な、なんなの……？　なんか、お腹なかの奥まで響いたみたいな……」

　セフィが、両手で腹部を押さえ、顔をしかめている。

　日奈子はセフィの様子など気にした様子もなく、弓を手にすたすたと近づいてくる。

「どうもです、セフィ」

「ヒナ、あんたもいたの……。ていうか、その弓はなに？」

「わたしの最強装備です」

　日ひ奈な子こはまた、怪しげな言葉を覚えたようだ。

「セフィ、もしかして痛かったですか？」

「痛いっていうんじゃないけど、びっくりしたっていうか……」

「ふむ、そうですか……」

　日奈子は、再び弓の弦つるを人差し指でぴーんと弾はじいた。

　さっきと同じ、甲かん高だかい音が周囲に鳴り響ひびく。

「……？　なに？」

　セフィがきょとんとする。特になんでもないようだ。

「あれ、おかしいですね。セフィの緊急停止装置が……」

「その弓、そんなアイテムなの!?　ていうか、本気でいったいなに!?」

「無意味な質問なのです。わたしに、またわからないことが増えただけです」

「ああ、そう……」

　セフィは、軽く頭を振りながら立ち上がる。驚いただけ、というのは確かなようだ。特にダメージを受けている様子はない。

「ところでセフィ。落ち着いたか？」

「……なんとか。ロウ、今までのことは忘れて。ていうか、忘れなさい。忘れないと姉上に『ロウに犯おかされた』って泣きつくわ」

「……泣きつく前に一言よろしく。どうせなら、もうちょいがっつりセクハラしてから処しよ刑けいされたい」

　クロウは、割と本気で泣きそうになりながら言った。最近のセフィは、だんだん手段を選ばなくなっていないだろうか。

　とにかく、日奈子の鳴めい弦げんのおかげで、セフィの剣に恋こいするモードが解除されたようだ。

「ああ、ヒナもちょっと久しぶりね。また誰だれかに拉ら致ちされたりしなかった？」

「今のところは。セフィ、久しぶりなのです」

　日奈子は、珍めずらしくにっこり笑った。

「そうね。ところで、ロウに変なことされなかった？　大丈夫？」

「いえいえ、クローは護ご衛えい対象のわたしにはなにもしな──あっ、動いたです」

　日奈子は自分のお腹なかを押さえ、満足げに言った。

「動いたって……ちょっと、ロウ！　あんたまさか!?」

「これが女の幸せなのですね……」

　日奈子は、うっとりした表情を浮かべる。

「ま、待て待て！　いつもどおり、なにもしてないって！　だいたい、孕はらませててもこんな短期間で赤ん坊が動くか!?」

「ええ、単なるナイスジョークなのです」

「全然ナイスじゃないわ……」

　セフィは、頭を押さえてうめいている。

　再会直後のジョークとしては、なかなか重たかったので、無理もないことである。

「そうですか……ウケるかと思ったのですが……あの、セフィ」

「うん？」

　日ひ奈な子こは、とことことセフィの前まで歩いていって──ふらっと倒れ込こむようにして抱きついた。

「わっ……どうしたの、ヒナ？」

「……いいえ。ただ、こうしたかっただけなのです。ダメですか？」

　日奈子は軽く屈かがんで、セフィの豊かな胸に顔を埋うずめるようにしている。

　なんだか、妹が姉に甘えているかのようだ。

「ダメじゃないけど……まあ、元気そうでよかったわ」

「セフィも元気いっぱいでした。いつもどおりで安心なのです」

「ほっといて」

　セフィも、日奈子の背中に腕を回す。

　なんだか暑苦しそうだな、とクロウはどうでもいいことを思いつつ──

　とりあえず、二人の少女の再会をあたたかく見守ることにした。





　お互いに、太陽の乙女の故郷を訪ねた経けい緯いなどを話しながら、クロウたちは明あか里りの隠れ家がへと戻もどってきた。

「天てん剣けんソーシャかー。天才剣士だって聞いたことはあるな。うちの師匠せんせいもあんまよく知らねぇらしくて、詳くわしい話は聞いてないけど」

「天才であることは間違いないわね。若じやつ干かん、壊こわれてるけど」

「今の七しち剣けんは、揃そろいも揃ってどうかしてるからな……。剣けん王おうの姉ちゃんが一番まともに見えるくらいだ」

　クロウは、ぽりぽりと頭をかきながら言う。

　門を抜けて、隠れ家の敷しき地ち内に入る。

「ロウたちも、大だい剣けん聖せいに会ったんでしょ？　凄すごいことじゃないの。引退したあとは、もうほとんど誰だれにも会わなくなったって噂うわさだったのに」

「可愛かわいい孫まご弟で子しだからじゃね？　でも、ばあさんとこ戻らないといけないんだよなー。面倒くせえ」

　このままセフィと日奈子を連れて、剣の学院に戻りたいくらいだ。

　クロウは、玄関を開けて中に入り、居い間まのふすまをがらりと開けた。

「よーう、クロ。どうでもいいけど、この缶かん詰づめ、美う味まくないなー。自由剣士団うちの非常食のほうが全然マシだろーよ」

「…………なんであんたがいるんだよ」

　布団ふとんに横になっている明あか里りの横に、堂々と座っているのは剣けん王おうジーネルだった。

　なぜか、魚の缶かん詰づめをばくばくと勢いよく食べている。

「当然、姫をつけてきたに決まってるだろーよ」

「おかしいわね。天てん剣けんがあなたを止めておいてくれたんじゃないんですか？」

　居い間まに入ってきたセフィが不ふ審しんな目を剣王に向ける。

「アタシは軍人だぞー。強きよう行こう突とつ破ぱはお手のもんだ。それに、ソーシャも姫の護ご衛えいが必要なのはわかってただろーよ」

「……ちなみにあたし、さっき襲われてたんだけど護衛は見当たりませんでしたよ」

　セフィは、今度はじとーっとした目をする。

「ああ、とうとうクロに女にされたかよ」

「襲われたってそういう意味じゃない！　ブレイズに襲われたの！」

「知ってるよー、見てたからよー」

　剣王はさりげなく言って、缶詰を食べきり、部屋の隅のゴミ袋に放ほうり投げた。

「姫もけっこうやるみたいなんで、しばらく見物してたけどよー。危なくなったら助けるつもりだったがよ、クロも来たんで、別に助けなくていいかってな。んで、腹減ったから食い物の匂いがするここへ来たってわけよー」

「……あんた、自由すぎんだろ。それで、スノウホワイトがあんなことになってんのか」

　実は、クロウは最初から気づいていたが、部屋の隅でスノウホワイトが後ろ手にワイヤーで縛しばられて転がっている。

　そのスノウホワイトは暴れたりもせず、平板な目で剣王を凝ぎよう視しするばかりだ。

「ああ、あのサイボーグっ子か。いきなり襲われたんでよー、ちょいとひねってやったってわけよー。安心しろ、ケガはさせてない」

「さりげなく、やっぱすげーな剣王……」

　クロウは呆あきれてつぶやいた。

　彼があれだけ手こずったスノウホワイトを、剣王は簡単に無傷で取り押さえてしまったらしい。バカのように見えても、さすがは最強の七しち剣けんの一人である。

「なんかもう、なにもかもどうでもよくなってきた……」

　ぽつり、と明里がつぶやく。

　この太たい陽よう教きようのシスターは、さっきから口も挟はさめず、なにもかもあきらめたような顔をしていたのだ。

「ソーディのお姫様まで来てるし……このまま処しよ刑けいされちゃいそう……」

「そんなことしないわよ。別に、あたしは太陽教なんかどうでもいいわ」

　セフィは腕組みして、部屋の壁にもたれかかった。

「そうだなー、このお嬢さんから軽く話は聞いた。クロの幼なじみなんだろー？　よくわかった、自由剣士団うちの付属病院に入れてやろー」

「おいおい、助かるけど、そんなことして大丈夫なのかよ」

　自由剣士団は、ソーディ正規軍であり、エリート部隊だ。軍隊である以上、専用の病院くらいあるのだろうが、人間を入院させていいのだろうか。

「かまわんだろー。なんせ、うちの団員どもは揃そろって頑がん丈じようだからよー。病気しないし、訓練でケガしてもソッコーで治っちまうからなー。ドクターどもは仕事がなくて、『この際、動物でもいいから治したい』って、ぼやいてるんだよー」

「そりゃ獣医の仕事だろ。まあ、そういうことならありがたいけどよ……」

　仕事がなくてぼやいてる医者、というのはどこかで聞いたような話であるが。

「明あか里り、それでいいか？　この剣けん王おうは性格はアレだが、信用はできる。ついでにスノウホワイトも連れてっていい。いいよな？」

　クロウの目配せに、剣王が頷うなずく。

「ってことらしい。剣王は信用できないかもしれねぇけど、俺おれは信じられないか？」

「……わかったわ。このままここにいても、どうしようもないしね……」

　意外なことに、明里は素直に頷いてくれた。

　この幼なじみは、もう逃亡生活に疲れ切ってしまったのかもしれない。

　もっと早く保護してやるべきだったと、クロウは顔に出さずに後こう悔かいする。

「んじゃ、ちょっと手配してくるかー。さっきのブレイズたちも回収してやらなきゃだしよ。うちの部下どもを呼ぶから、待っとけよー」

　剣王ジーネルは、ケータイを手にしながら居い間まから出て行った。

　さっきクロウも言ったとおり、剣王は七しち剣けんの中でも裏うら表おもてのない性格だ。助けてやるフリをして、捕ほ縛ばく用の部隊を呼び寄せたりはしないだろう。

「……それじゃ、俺たちも輸送の準備が済むまでにやることやるか」

「え……？　な、なにをやるの？」

　クロウの言葉をどう誤解したのか、セフィが顔を赤らめる。

「そうでした、すっかり忘れていたのです。わたしはこの村を調べにきたのでした」

　日ひ奈な子こがこくこくと頷く。大ボケの日奈子でも、さすがに自分のことなので思い出したらしい。

「……手がかりがあるとしたら、ここかもしれないわ」

　ぽつり、と明里がつぶやいた。

　訊ききながら、クロウは思い出す。

　明里は、なにか知っていることがあったはずだ。

「ここはね、この村の村長の──太陽の乙女の血ち筋すじの家みたいだから」

「ここって、この家のことか？　どういうことだ？」










４章　過去を継ぐ者たち





　クロウも、最初からこの家が他ほかと違うことはわかっていた。

　建物は立派で敷しき地ちも広く、位置的には村の中央あたりにある。

　村長の家であり、太陽の乙女の血ち筋すじの者が住んでいた、というのならなにか手がかりがあってもおかしくない。

「つっても、この家だけでも調べるのは骨だな」

　クロウたちは、とりあえず手分けして家の中を調べることにした。

　ただ、日ひ奈な子こはなにをやらかすかわからないので、セフィと一いつ緒しよだが。

「大剣聖ばあさんの家もだけど、古い家っていうのは無駄に広いもんなのかね」

　最初にざっと全体を見てみたところ、居い間ま以外に部屋が七つもあった。

　スノウホワイトはよほど暇ひまだったらしく、それらの部屋もすべて毎日掃そう除じしていたようだ。といっても、ほこりを払って、ゴミを捨てていただけだろう。なんの役にも立たないガラクタなどはそのままだ。

「かなり古い家なのに、まだ割としっかりしてんなー」

　人が住まない家はすぐに荒れるものだが、この家の状態はそれほど悪くない。案外、誰だれかが定期的にメンテナンスをしていたのかもしれない。

「ま、太たい陽よう教きようのルーツだっつーなら信者が手入れしててもおかしくねぇけど」

　クロウは、タンスの引き出しを一つずつ下から開けていく。家宅捜索の訓練も受けているので、家や捜さがしはお手のものだ。

　女性用の着物が入っていたが、どれもボロボロになってしまっている。何十年もこのままだったのだろう。

　タンス、本棚、机の引き出し、と次々に調べてみても、めぼしいものは見当たらない。

　なにか書類や記録のたぐいがありそうなものだが、不思議なほどそういうものは出て来なかった。

「ま、ソーディ政府も一度くらいはここを調べてるか……？」

　大だい剣けん聖せいや天てん剣けんが知っていたのだから、太陽の乙女の故郷の存在をソーディ政府が知らなかったはずがない。

　重要なものがあれば、とっくに持ち出しているだろう。

「なんか、エロい写真とかねぇかな？」

「こら、目的が変わってる」

　ばしっ、といきなり肩を叩たたかれた。

　振り向くと、呆あきれた目をしたセフィが立っている。

「なんだ、セフィ。日奈子はどうした？」

「ヒナも飽きちゃって、さっき見つけた花札でスノウホワイトと遊んでるわ」

「……日ひ奈な子こ、花札なんてできるのか」

　ちなみに、スノウホワイトの拘こう束そくは既にクロウが解いてやっている。もう、剣けん王おう相手に暴れたりはしないだろう。

「太たい陽よう教きようの施し設せつにいた頃ころに、世話係の人たちとやってたらしいわよ。娯ご楽らくは禁止だったらしいけど、こっそりとね」

「そいつは、ほのぼのする話だな。ま、日奈子が下へ手たに探し物なんてすると被害が出そうだしなあ。おっ、これは……」

　クロウは机の上に載っている数冊の辞書の隙すき間まから、何枚かの紙を引き出した。

　ぱらぱらとめくってみたが、村内の連絡事項らしい。大戦中のもののようで、旧字や文体のせいでえらく読みにくい。どうやら、畑の作さく物もつの状じよう況きようが書かれているようだ。

「そっちも収しゆう穫かくなしみたいね。あたしたちが見た部屋は、子供部屋だったみたい。古いおもちゃみたいなのが転がってたくらいで、なにもなかったわ」

「よし、俺おれたちも子供をつくるか」

「なにが『よし』なの!?　脈みやく絡らくがあるようでないわよ！」

「俺は常にそんなこと考えてるから、俺的には話が繋つながってる」

「けっこう本気で、ロウってもうダメじゃないかと思うの……」

　セフィは呆あきれるというより、心配そうな顔を向けてくる。

　むろんクロウは冗じよう談だんを言ったのだが、真面目まじめなリアクションをされると困ってしまう。

「と、とにかくもうちょい調べよう。この戸棚、なんかないかな」

　クロウはごまかすように言って、壁かべ際ぎわに置かれた大きな棚の前に立った。棚はクロウの身長より少し高い程度、一番上はガラス戸で、その下に五段の引き出しがついている。

「ごまかしたわね……まあいいわ」

　セフィもクロウの隣に立ち、引き出しの中を調べていく。

「やっぱり、なにもないわね。筆記用具に……これ、コインかしら。錆さびててよくわかんないわ」

「状態のいい古こ銭せんなら金になるのになあ」

「あんたってマジで大だい胆たんなのか、せこいのか、さっぱりわからない……」

「堅実と言ってくれ。金があれば人生は変わるんだぞ……と、こいつは」

　クロウは、引き出しから一ひと振ふりの短刀を取り出した。白木の鞘さやから抜いてみると、刃は綺き麗れいな状態だった。

「へえ、いい短剣ね。見た感じ、あまり使われてないみたい」

　セフィがクロウの横から覗のぞき込こんでくる。柔やわらかなふくらみがクロウの腕に、むにむにと当たっている。

「…………」

　クロウは視線をセフィのほうへ向ける。彼女は屈かがむようにして刀とう身しんを覗き込んでいるので、ワンピースの襟えり元もとから胸の谷間がわずかに見えている。

　クロウはしょっちゅうセフィの胸を揉もみ、ほぼ裸に近い姿も見てきているが、こうして無防備に接してこられると、少し動どう揺ようしてしまう。

「日本の刀かたな鍛か冶じの腕は、やっぱり捨てたものじゃないわね。ロウの剣もいいものだし……この短剣も長いこと放ほうっておかれた割に、いい状態だわ……って、どうしたのロウ？」

　セフィはクロウの視線に気づき、きょとんとして──すぐに、はっと驚いたような顔になる。

「ど、どこ見てるの。まったく、油断も隙すきもない……！」

「もっと油断してくれていいのに……」

　胸元を隠しながら、セフィは身体からだをよじってクロウの目から逃のがれようとする。

「もう……大事な探し物の最中なのに。真面目まじめになれないの、あんたは？」

「探し物は真面目にやってるさ」

　クロウは、短刀を鞘さやに収め、元あった場所に戻もどした。

「あれ、戻しちゃうの？　それ売ったら、そこそこのお金になるんじゃない？」

「誰だれかの大事なものだろ。勝手に売っちゃうわけにはいかねぇよ。持ち主が戻ってくることはないとしてもな」

　クロウは金銭は大好きだが、盗みなど本気でやるつもりはない。金は自分で稼かせいでこそ、ありがたみがあるというものだ。

「……そうね。もしかしたら、先代の太陽の乙女のものかもしれないし……」

「先代かー。日ひ奈な子こみたいに、むやみやたらな巨乳だったのかな」

「どうだったかしら……巫み女こみたいな服って、いまいち胸のサイズがよくわからないのよね」

「は？」

　クロウは、ぱっとセフィのほうを向いた。

「セフィ……前の太陽の乙女と会ったことあんの？」

「あ、いえ、そうじゃなくて……あー、うん……」

　ずいぶんとセフィは歯切れが悪い。

　放っておいてもいいのだが、太陽の乙女について情報を持っているのなら、クロウとしても見み逃のがせない。

　クロウは、じっとセフィの目を見つめて彼女の答えを待つ。

「うー……なんていうか、ちょっと変な話なんだけど。夢を見たのよ」

「俺おれと変なことする夢？」

「人を欲求不満みたいに言うな！　また脈みやく絡らくおかしいでしょ！」

　セフィは、がーっと吠ほえて、開けていた引き出しをそっと元に戻した。

「……そうじゃなくて。あたしも、その……扉の巫女、とかいうやつなんでしょ」

「ああ、サーラがそう呼んでたな」

　セフィは、春頃ごろのマナカとの戦いでは空の扉を開き、先日のサーラとの戦いではプラチナ色の光を発して圧倒的なパワーを見せた。

　もう、セフィが普通のソーディと考えるほうが無理がある。

「七十年前に、扉の巫み女こも先代がいたんでしょうね……どうも、あたし……その人の夢を見ちゃったみたい……」

「夢……」

「信じられないけど、そうとしか思えない夢だったのよ。太陽の乙女らしき女の子と、なんか話してた。会話の内容はあまり覚えてないけど……悲しいことがあったような気もするの」

「悲しいこと、か……まあ平和からはほど遠い時代だっただろうからな」

　人間同士の戦争が長く続き、そこに空の扉からソーディとエイジンが乱入して、世界は激しく乱れ、多くの命が失われた。

　空の扉に関かかわったはずの二人が、のんきに暮らしていたとは思えない。

「……ていうか、信じるの？　七十年前の夢なんて」

「もう信じられねぇことがいろいろ起きてるからなあ。まさか、ぺったんこだったセフィの胸がここまででかくなるとは……」

「やっぱり真面目まじめになれないのか！」

　セフィにじろりと睨にらまれ、クロウはおどけて一歩後ろに下がり、戸棚に背中を打ちつけてしまう。

「……おっと」

　クロウは、衝撃で戸棚の上から落ちてきたなにかを、そちらを見もせずに受け止める。

「カンのいい男ね。ていうか、なにそれ？」

「んー、写真立てだ。かなり古い写真だなー。じいさんばあさんの集合写真か。村民が、なんかの記念で撮ったって感じかな……」

　クロウは写真立てをじっと眺める。古いモノクロ写真だが、画は鮮せん明めいだ。特におかしなところは見当たらない。

「……あ。なんだ、これ。二枚重なってねぇか？」

「ホントだ。縁のところから、ちょっとだけもう一枚見えてる。よく気づいたわね」

　こんなことで感心されても、と思いつつクロウは写真立ての裏側を開け、中身を取り出す。

「んん……!?」

　裏側に隠されていたほうの写真を一目見て、クロウはぞくりとした。

　見覚えのある写真だったから──それもあるが、それだけではない。

　なぜか、その写真を見た瞬間、正体のわからない悪寒がぞくぞくと走ったのだ。

　クロウは、背中に汗が滲にじむのを感じながら写真を握りしめ、心を落ち着ける。

「これ……大だい剣けん聖せいの写真じゃん……」

「大剣聖……？　隣にいるのは、姉上に似てるような……」

　セフィも写真を覗のぞき込こんできて、首を傾かしげている。

「ああ、大だい剣けん聖せいに昔の写真を見せてもらったんだけど、それと同じ写真だ。これが若い頃ころの大剣聖で、隣に写ってるのはラナフィ様だよ」

「あたしの曾ひいお祖ば母あ様さま……。じゃあ、残りの二人は？」

「…………」

　クロウは、もう一度写真をあらためて眺める。

　大剣聖に見せてもらった写真は、破れていて半分ほどしかなかったが、この写真は完全なものだ。

　写真の右みぎ端はしから大剣聖、智ち将しようラナフィ、その横にいるのは髪を長く伸ばし、剣を腰に提さげたソーディらしき少女、さらにその隣は巫み女こ装しよう束ぞくを着た黒髪の少女だった。

「あたし、この黒髪の人、見たことある……。夢で会った、太陽の乙女だわ……」

「となると、その隣の女の子は扉の巫女か……？」

　そもそも、セフィが夢で見たという話自体、真しん実じつ味みは薄い。しかし、クロウが見る限りでは黒髪の少女はどこか日ひ奈な子こに雰囲気が似ている。

「なんか、すげぇ面子めんつだな……ソーディ三人に交ざって一人だけ人間の女の子が写ってるっていうのもすげぇけど」

　それだけ、太陽の乙女が特異な存在だったということか。

「そもそも、どういう状じよう況きようで撮られた写真なのかしら……？」

「場所はよくわかんねぇなあ。ずいぶん、だだっ広いところみたいたけど、背景は木が何本か見える程度だな」

「待って、ロウ。もう一人いる。ほら、ここ」

　セフィが、写真の左端──太陽の乙女の隣を指さした。

　確かに、そこにもう一人の女性が写っている。一人だけ遠くに離れているせいで、姿が小さくしか確認できない。後ろ姿で、わずかに横顔が覗いているが、目鼻立ちは判然としない。

　わかることは、髪は長く、左の腰に長剣を提げていることくらいだ。大人なのか少女なのかどうかもわからない。

「誰だれだろうな……ラナフィ様もいるし、護ご衛えいとかかもしれねぇけど」

　クロウは、首を傾げた。この第五の人物は、なにかが引っかかる。

　たたずむ姿は背筋が伸びていて、いかにも腕が立ちそうな印象だ。とはいえ、さすがにクロウでも写真を見ただけで力量をはかるのは難しい。

「よし、セフィ。これは見なかったことにしよう」

「え？　持って帰らないの？」

「やめとこう。少なくとも、セフィや日奈子の謎なぞを解く手がかりになるわけじゃねえだろ、これは」

「それはそうだけど……」

　セフィは不満そうだ。扉の巫み女こに、智ち将しようラナフィと自分の親族が二人写っているのだから、気になるのは当然だろうが。

　クロウは、第五の人物以外に気になっていることがあった。

　大だい剣けん聖せいは──なぜ、この写真を半分破いて持っていたのか？

　扉の巫女と太陽の乙女と、第五の人物。彼女たちは、迂う闊かつに触れることが許されない存在なのではないだろうか。

「それに、人ん家ちの写真を勝手に持ち出すのも気が引けるだろ？　大事な思い出かもしれねぇし」

「う、うん……」

　セフィはこくりと頷うなずいた。

　真面目まじめで誠実な性格の彼女は、こう言われたら否定できないだろう。セフィが反論できないとわかっていて、クロウは言ったのだ。

　多少、卑ひ怯きような気もしたが、やむをえない。

　空の扉と七十年前の大戦──そこには、歴史では知られていない、深い闇やみが隠されているのではないか。

　クロウは自分の曖あい昧まいな想像に、また背筋が寒くなるのを感じていた。





　村長の家の前に、三台の車両がゆっくりと停車する。

　一台は十人乗りの高機動輸送車両で、もう二台は荷に台だいに幌ほろのついたトラックだ。車両に乗り込こんでいるのは、数人の自由剣士団の団員たちである。

「おーし、丁寧に運べよー。お姫様だと思えー」

　剣けん王おうジーネルの指示を受け、自由剣士団の団員二人の手によって、家の中から担たん架かに乗せられた明あか里りが運び出されてくる。

「はぁ……どうなるのかな、わたし……」

　トラックの荷台に担架ごと乗せられ、明里はぼそりとつぶやいた。スノウホワイトがその横に乗り込む。

　クロウも荷台に飛び乗り、明里ににやりと笑いかけた。

「悪いようにはならねぇって。俺おれも病院までは付き添うから。治ったら、剣王が連絡してくれるってよ」

「もうなるようになれって感じだけど……治ったら逮たい捕ほかしら。クロウが許してくれても、あんたを撃ったのは事実だし」

「ああ、それならおっさんが撃ったことになってるから」

「幹みき原はらがちょっと可哀想じゃない……？」

「おっさんの場合、罪の一つや二つ増えてもな。証言能力のある目もく撃げき者しやなんて、俺とラーシュだけだし。どうにでもなるさ」

　その後は、クロウとしては明あか里りには普通の学生にでもなってほしい。太たい陽よう教きように戻もどれば、幹部の娘でその後継者と目されている明里は、教団内で利用されてしまうだろう。

　それでは、普通の幸せからはほど遠い人生を送ることになりかねない。

「明里は心配せずに、治ち療りように専念しろ。一週間も入院すればよくなるんじゃないか」

「……ずいぶん親切ね。またわたしのスカートでも狙ねらってるの？」

「まだ根に持ってんのか……」

　明里は幼い頃ころ、クロウのスカートめくりの被害者だったのだ。

「スカートの中は常に狙ってるけどよ」

「狙わないで」

「はは、残念。けどさ、明里は俺おれが剣けん聖せいの弟で子しでもなんでもない、普通だった頃の──ガキの頃からの友達だ。おまえには元気でいてほしいんだよ」

「……セクハラのあとで真面目まじめなこと言わないで。でも……あ、ありがとう……」

　かなりの小声での感謝だったが、クロウは微笑で応こたえた。

　それから、スノウホワイトの頭にぽんと手を置く。

「スノウホワイトも一いつ緒しよに行っていいってよ。明里のこと、頼むぞ」

「……スノウ、おまえ嫌い」

「ええぇっ!?」

　頭に載せられた手を振り払い、スノウホワイトは寝ている明里をかばう位置に座り、じーっとクロウを睨にらんでくる。

　どうやら、クロウは明里とスノウホワイトとの三角関係に巻き込こまれつつあるようだった。

「ま、嫌いっていうのはツンデレ的台詞せりふと解釈しとこう。よろしくな、スノウホワイト」

「……ぷいっ」

　スノウホワイトは、口に出してそう言い、そっぽを向いた。

「スノウ、クロウは悪い奴やつじゃな……いこともないけど、心配してくれてるのは確かだから」

　スノウホワイトの手を、明里がぽんぽんと叩たたいた。

　クロウは苦笑するだけで、荷に台だいの幌ほろに背中をもたれかけさせる。

「いいのですか、セフィ。クロー、明里とも着々とフラグを立てているのです」

　日ひ奈な子こが、荷台の中を覗のぞき込みながらセフィに話し掛けている。

「またヒナは変な言葉覚えて……。いいのよ、別に。むしろ、幼なじみも大事にできない奴なんて死ねばいいわ」

「と言いつつ、トラックには乗らないのですね」

　すたすたと歩いて行くセフィのあとを、日奈子が追いかけていく。

　二人とも、高機動車のほうに乗るつもりらしい。

「クロ、んじゃアタシはトラックに乗るわー。なーに、高機動車に乗ってる奴らも手て練だれだからよー、姫たちの安全は問題ないってよ」

　剣けん王おうジーネルが、トラックの荷に台だいに乗り込こんでくる。剣を手に持ち、無線用のヘッドセットをつけている。

「まあ、自由剣士団の車両に殴り込みかけてくるバカは、めったにいねぇだろうな」

「それはそれで面白いけどよー。そんな奴やついたら、やり合ってみたい」

　ジーネルは、剣の鞘さやでぽんぽんと自分の肩を叩たたく。彼女の愛剣“〝彗星瀑布グレイトフオール”〟ではなく、予備の剣のようだ。彗星瀑布は、巨大な鉄の斧おのである。大きすぎて、持ち歩くだけでも大変なのだ。

「向こうは、あんたとはやり合いたくないだろうな」

「剣王なんかになっちまうとよ、ケンカ相手がいなくなるのが難点だよなー。よし、出していいぞ」

　マイクに向けて剣王が指示すると、すぐに車両が出発した。高機動車を先頭に、二台のトラックが続く。二台目のトラックには、さきほどクロウが斬きったブレイズたちの遺体が収容してある。敵とはいえ、放ほうっておくわけにはいかない。

「さて、まずは自由剣士団うちの病院。そのあと、姫のご実家。んで、最後にクロと黒髪の嬢ちゃんを剣けん仙せん衆しゆうの里に送ればいいんだよなー？」

「俺おれらは、電車で戻もどれるから大丈夫だ」

　クロウはスマホで時間を確認する。まだ時刻は午後三時過ぎ。剣仙衆の里に着く頃ころには暗くなっているだろうが、問題なく戻れるだろう。

「いいから遠えん慮りよすんなよー。ていうか、クロが歩けばトラブルに当たってるからなー。これ以上問題起こされても困るしよー」

「……残念ながら否定できねぇな」

　今回も剣仙衆の里を出たとたん、スノウホワイトに襲われ、ブレイズの刺し客かくたちと遭そう遇ぐうしている。

　未いまだ姿を見せていない三人目の死し剣けん使つかいにでも襲われたら、シャレにならない。

　剣王と自由剣士団の護ご衛えいつきならば、飛ひ躍やく的に安全度は上がる。クロウ一人だけならばともかく、日ひ奈な子こも一いつ緒しよなのだから、遠慮している場合でもない。

「お言葉に甘えるよ、剣王」

「ついでにもう一つ甘えてみないかよー、クロ？」

「は……？」

　クロウは、剣王の言葉に首を傾かしげる。

「確かにあんたは師匠と同い年とは思えないほど若く見えるけど、俺ってあんま年上は好みじゃないんだよな」

「アタシの胸で甘えてもいいのによー。いや、まさにそういう話なんだがよー」

「こんな、病人がいるとこで露ろ骨こつに誘われてもな」

「場所の問題か？　病人は寝てるみたいだしよー、いいだろ」

　確かに、明あか里りはトラックが動き出してすぐに眠ってしまったようだ。なんだかんだで安心したのかもしれない。ついでに、スノウホワイトまで眠っている。

「冗じよう談だんはともかく、自由剣士団に入らないかってお誘いだよ」

「自由剣士団に？　んなバカな、ソーディのエリート部隊じゃねぇか。いくらなんでも人間の俺おれが入れるわけねぇじゃん」

「旧セイバーズは男性隊員が多かったけどよー、女性隊員たちはけっこうな凄すご腕うで揃ぞろいだったはずだぞー。エリート部隊はセイバーズだって同じだったってばよ。それに、剣士団はバリバリの実力主義だ。剣けん聖せいの弟で子しならなんの問題もないってよ。だいたい、団長のアタシの推すい薦せんなんだぞー」

「……なんで俺を剣士団に入れたがるんだ？　あんたになんか得でもあんのか？」

「クロが好きだからさー」

　剣けん王おうジーネルは照れもせず、あっさりと答えた。

　クロウとジーネルは、子供の頃ころからの付き合いである。

　剣聖ヒョウカの友人であるジーネルは、当然ながら剣聖の弟子であるクロウとも何度も会ってきたのだ。

　ただ、クロウにとって第二の師匠であったマナカとは違い、ジーネルとはそこまで親しくしてきた感覚はない。

　剣王が裏うら表おもてのない性格なのは間違いない。なにか企たくらんでいる、という可能性はゼロではないが、七しち剣けんにとって人間のクロウはそれほど利用価値はないだろう。

　いったい、彼女の狙ねらいはなんなのか。そもそも、本当に狙いなどないのか──

「「止まれ！」」

　クロウと剣王が同時に叫さけんだ。

　すぐにトラックが急停車し、座っていたクロウは転びそうになりながらも体勢を立て直し、荷に台だいの後方から外に飛び出した。

「……なんだぁ？」

　クロウは、目前の光景に軽い驚きを覚える。

　トラックと高機動車は、太陽の乙女の村を出るところだった。

　田舎いなか道みちの先には大きな川があり、古い石橋がかかっている。

　その石橋の中央に──一人の人物が立っていた。

　クロウはゆっくりと歩いて行き、先頭に停とまっている高機動車を追い越し、橋の前で立ち止まった。

「なあ、おい。なにしてんだ……ラーシュ？」

「おまえこそ、なにしてんの、クロウ」

　石橋にたたずんでいたのは、クロウの兄弟きようだい弟で子しにして、もう一人の剣聖の継承者──ラーシュだった。

　着ているのはセイバーズの制服だが、さすがに暑さのせいか、上着は脱いでいる。

　腰には愛剣の獣じゆう斬ざんを差し、にやにやと笑って腕組みしている。

「俺おれたち、避ひ暑しよ地ちにただ遊びに行ってたわけじゃないんだよ。シルフィさんは、剣けん仙せん衆しゆうの里にいるようにって命令してきたのに、勝手に抜け出しちゃまずいでしょ」

「それを上う手まくごまかすのがラーシュの仕事だろ」

「おまえは、いつもそれだよ。面倒を俺に押しつけて」

　ラーシュは腕組みしたまま、苦笑する。

「兄あに弟で子しなんだから、可愛かわいい弟おとうと弟で子しのために頑張ってくれてもいいだろ？」

「こら、都合のいいときだけ弟弟子にならないように。俺たちの弟子入りは、たった半年の違いじゃないか。区別なんかないさ。そうだろ、兄弟？」

　クロウの言葉に、ラーシュは苦笑しながら答えた。

　ゆっくりとクロウは歩き出して、ラーシュの五メートルほど前で足を止めた。

「それで、兄弟。その、百メートル先からでもわかるような殺さつ気きはなんだ？　誰だれか殺したい奴やつでもいんのか？」

「なんせ、魔ま性しようの剣士でしてね。この身体からだには抑おさえきれないものが隠されているわけだよ」

　極きわめて稀まれな、強い男性ソーディの剣には魔性が宿ると言われている。

　ソーディが一いつ騎き打うちにおいて禁じ手とする背後からの斬ざん撃げき、丸まる腰ごしの相手の殺害、時には飛び道具さえ使うという。

「血に酔よい、敵を苦しめ、無む惨ざんに殺すことを至上の喜びとする──魔性の剣士様が無惨に殺したいのは、いったい誰だよ？」

「さてさて？」

　ラーシュは、とぼけた調子で言い、肩をすくめる。

「まさか、まだ明あか里りを狙ねらってるとか言わないよな？　いくらおまえでも、そこまでしつこくねぇだろ？」

　以前の太たい陽よう教きよう教団本部への殴り込こみの際、ラーシュが明里に斬きりかかったことがあった。

　理由は、明里がクロウを変えてしまうから。明里は、クロウが剣士になる前の彼に戻もどることを望んでいるからだと。

「あのときも言ったろ？　俺は剣をやめるつもりはねぇって。だから、明里を狙うのは意味がねぇよ」

「……クロウは女に甘いからね」

　橋の上を、ふわりと風が吹き抜けていく。

　クロウとラーシュの髪がさらさらと揺ゆれる。

「ところでラーシュ、俺らを尾つけてたのか？　そうじゃなきゃ、明里のことを知ってるわけねえよな？」

「おまえが大だい剣けん聖せいになにを吹き込まれたのか、気になってもおかしくないだろう？」

「いくら夏休みで暇ひまだからって、尾び行こうなんぞしなくても。もっと楽しいことがあるだろ。えーと……セクハラとか。あと、セクハラとか」

「クロウも割と無趣味だよね……趣味が悪いともいう」

「まあ、俺おれみたいに、セクハラを適度に嫌がりつつ告こく訴そしないセフィみたいな子は、なかなか確保できないからな」

　クロウは、自慢げに言う。むろん冗じよう談だんを言っているわけではない。

「ロウ……言うまでもないけど、あたしはあんたに確保されてるわけでも囲われてるわけでもないわよ」

「別に降りてこなくてもいいぞ、セフィ。すぐに出発だから」

　クロウは、いつの間にか橋の近くまで来ていたセフィに答える。

「いや、通さないよ、クロウ。俺もかっこつけて、こんなところで待まち伏ぶせてたわけじゃないんだ」

「……なにをしたいんだ？　まさか本気で明あか里りを連れて行かせない気か？」

　クロウは、わずかに腰を落としながら言う。

「いい質問だ。正気か狂きよう気きか訊きかれることが多いからね。本気かって訊かれたらそりゃ本気に決まってるよ。冗談で、こんな暑い中、待ち伏せなんかしない」

「さっさと襲ってくりゃいいのに、待ち伏せするってところが悪趣味だが……そういうのがラーシュの性しよう分ぶんだったな」

「お互い、難なん儀ぎな性分を抱かかえてるよね」

　クロウとラーシュは、同時に笑ってしまう。

　ラーシュからの殺さつ気きを感じていても、恐おそろしくはない。クロウにとって、それは慣れ親しんだものだった。

「おいおい、ラーシュよー。なんでもいいんだけど、ホントに邪じや魔ましにきたのかよー」

　剣けん王おうもトラックから降り、怪け訝げんな表情を浮かべている。

「ああ、剣王。悪いけど、あなたはちょっと引っ込こんでいてもらえないですか？　クロウと俺の問題なんです」

「そうか、そりゃーしょうがないなー」

「引っ込むのかよ」

　クロウは、思わず剣王にツッコミを入れる。

　剣王ジーネルは変なところで真面目まじめで誠実なため、人の邪魔ができないのだ。明里の輸送が任務ならば別だろうが、あくまで剣王の厚こう意いでやっていることである。

「ま、とりあえず……」

　ラーシュはどうでもよさそうに言って、ぐっと腰を沈める。

「おい、こら……」

　クロウが言いかけたそのとき、いきなりラーシュが跳んだ。

　高く跳ちよう躍やくして、クロウの上を軽々と越えていく。人間であるクロウには決して追いつけない、身体能力の壁がそこにあった。

　ラーシュは着地するとそのまま駆かけ出だして、セフィの横を通り抜け、素早く獣じゆう斬ざんを抜いた。

　刀とう身しんが黒い煙けむりのようなものを噴き出しながら姿を現す。

「おいおいっ！」

　ガキンッ、と甲かん高だかい音が響ひびき、剣けん王おうが抜いた剣と獣斬が刃を合わせていた。

「……あっぶないなー。ラーシュ、トラックごと中身を斬きるつもりだったのかよー」

「やっぱり、こっちに明あか里りが乗ってたんだね。違ってたらどうしようかと思ったよ」

　ラーシュは、すっと剣を引いて後ろに下がる。

　七しち剣けん最高のパワーを持つ剣王と力比べをする気はないらしい。

「ラーシュ！」

　クロウは、橋の上からラーシュの名を呼んだ。そして、立てた人差し指をちょいちょいと動かす。こっちに来い、という合図だ。

「はーい、今行くから待ってて」

　ラーシュは気楽に答えて、ぱたぱたとまた橋のほうへと戻もどってくる。

「ラ、ラーシュ、あんた……」

「やあ、セフィ。ちょっと久しぶりだね。あ、イメチェン？　お姫様みたいだね」

　ラーシュは、これまたお気楽に言って、セフィの横を通り過ぎていった。

　二人の剣けん聖せいの継承者は、再び橋の上で対たい峙じする。

「というわけで、やる気になってもらえたかな、クロウ？」

「おまえ、剣王が止めてくれなかったら、マジでトラックを真まっ二ぷたつにする気だっただろ」

「寸止めする理由は特になかったね。あのトラック、明里以外にも誰だれか乗ってたの？」

「……それを今訊きくのか？　スノウホワイトも乗ってるよ」

「あー、イシュト会長と戦ったちっこいサイボーグか。やっぱり、斬っておいたほうがよかったかもね」

　ラーシュは、軽く獣斬を振った。刃から立ち昇る黒い煙が、空中に流れる。

「ラーシュ、俺おれを本気にさせるのが目的か？　いいだろ、相手してやるよ。どうも、なにがしたいのかよくわからねぇけどな」

「俺も、クロウがなに考えてんのかわからないよ。勝ち目もないのにスイサーラやマナカに挑んだり、かと思えば訓練もせずにのんびりしたりとかね」

「いや、別にのんびりすんのはいいだろ。俺、まだケガ人だし」

　クロウは、包帯が巻かれた額ひたいをとんとんと叩たたく。傷は塞ふさがっていても、衝撃を受ければどうなるかわからない。他ほかにも、全身にサーラやマナカとの戦いの傷が細かく残っているのだ。

「ケガなんか、斬り合いの邪じや魔まにならないでしょ。なんなら、俺も額と胸をざっくり斬っておこうか？」

「アホか。ケガしてるから戦えません、なんて甘い教えは受けてねぇだろ、俺らは」

「そういえば、光こう身しんも使えないんだったね？」

「マナカを斬きったときも、光こう身しんは使ってなかったよ」

　人間としてはクロウだけが使える、『光コウ』を全身に巡めぐらせる光身は、日ひ奈な子こがサーラの光を封じたときの巻き添えで封印されている。

　人の身でソーディと戦うために、光身があるのとないのでは大違いだ。しかし──

「なけりゃないで、戦えるさ。気にすんな、やるっていうならやろう」

　クロウは、左足を引きながら日本刀の柄つかに手をかけた。

　別に、クロウにはラーシュとやり合う理由はない。邪じや魔まをしてるといっても、剣けん王おうに強きよう行こう突とつ破ぱしてもらえば、問題はないはずだ。

　だが──斬り合わない理由もない。

「ま、今すぐ運ばないと明あか里りが死ぬわけじゃねぇしな」

「でも、おまえが負けたら、もちろん俺おれは木き戸ど明里を斬るよ」

「……そこまでして、ラーシュが人間の女の子を斬りたがる理由がやっぱわかんねぇな」

　クロウは、いつでも抜ばつ刀とうできる体勢を取りつつ言った。

　ラーシュとは兄弟きようだい弟で子しとして七年の間一いつ緒しよに育ち、その後は一年以上セイバーズでともに働き、二人揃そろって剣の学院にも通っている。

　いくらなんでも一緒にいすぎだろう、と自分でも思うくらいだ。

　それでも──お互い、理解できないことはある。

　だから──剣に生きてきた者同士、剣をもって語り合わなければならないときもある。

「来い、ラーシュ」

「じゃあ、遠えん慮りよなく」

　ラーシュは、抜き身の獣じゆう斬ざんを手に走り出した。

　あっという間に間ま合あいを詰め、袈け裟さ懸がけに剣を振り下ろす。

「…………っ」

　クロウは息を大きく吸い、剣を鞘さや走ばしらせた。

　ガキン、と刃がぶつかり合い、激しく火花が散る。古コ流リユウでラーシュの剣を受け流し、続けて頸けい動どう脈みやくを狙ねらって斬ざん撃げきを放つ。

「おっ……！」

　ラーシュはわずかに驚きの声を上げ、軽く身体からだをのけぞらせてクロウの刃をギリギリで見切ってかわす。

　クロウは避よけられた剣を止め、今度は上段から頭を狙って振り下ろす。

「ちっ！」

　ラーシュは舌打ちしつつ、中段から斬り上げてくる。

　クロウは剣がぶつかり合う直前、くるりと手首を巻くようにして斬撃の軌き道どうを変え、ラーシュの刃を弾はじいた。

　またお互いの剣がぶつかり、さっきよりも激しい火花が散った。

　火花が消えたときには、二人は既に後ろに引いて間合いを空けていた。

「……くそ。さすがに当たらねぇなあ」

「お互い、クセは知り尽くしてるもんね。少々、キレやパワーが上がっても、クセがわかっていれば、対処できちゃうよね」

　クロウとラーシュは、笑顔を向け合う。

　真剣で斬きり合っているとは思えないような、親密な空気が二人の間にはあった。

　そして、同時に二人とも強烈な殺さつ気きも放っている。

　さきほどの攻防も、一つ間違えればどちらが死んでもおかしくなかった。

「こんなことを、七年間続けてたんだからね。今さら言うことでもないけど」

「……だな」

　クロウは、頷うなずいた。こんな、本物の殺気を放ちながらの斬り合いをラーシュとはずっとやってきたのだ。

　時折、マナカやジーネルのようなゲストがいたとはいえ、クロウの修行時代の斬り合いの相手は、常に師匠かラーシュだったのだから。

「さてさて、クロウ。もうちょい続けてみようか」

　ラーシュが、再び鋭く踏み込こんでくる。クロウも動じずに応こたえ、薙なぎ払はらうように剣を振る。

　ガキン、ガキン、と立て続けに刃が金属音を響ひびかせる。

　二人の剣が交こう錯さくし、真っ赤な火花が飛び散り、刃が肌はだをかすめていく。

　刃を交えては離れ、また踏み込み、ギリギリのところで相手の攻撃をさばき、さらに剣を振るう。

　クロウとラーシュの斬り合いは、どこか奇妙だった。第三者からは、あまりによどみがなさすぎて、決まった型──段取りをなぞっているように見えるだろう。

「ちっ、相変わらずソツのない嫌味な剣だよな」

「そっちこそ、ソーディの俺おれが全力で振ってるのに、軽々とさばいてくれちゃって」

「死しに物もの狂ぐるいでさばいてることくらい、知ってんだろうが。こっちはひ弱な人間だぞ」

　クロウたちは、剣を交えながら、軽かる口くちを叩たたき合う。それでも、太た刀ち筋すじにはわずかなブレもない。

　二人は、まるでじゃれ合うように。

　子供の遊びのように。

　何度も何度も、剣を交え、兄弟のように語り合う。





「おー、おー、この暑いのに元気なことだよなー」

「剣けん王おう……」

　剣王が歩いてきて、セフィの横に立ち、ぽんと肩を叩いてきた。

　クロウとラーシュの立ち会いが、石橋の上で続いている。二人とも、どう見ても全力で剣を振るっているが、今のところまだかすりもしていない。

「あの二人、本気なんだろうけど……なんか遊んでるみたいにも見えるわ……」

「姫は、クロたちの立ち会いは昔っから何度も見てるだろー？　前からあんな感じじゃないかよー」

「そうですけど……」

　セフィも剣けん王おうジーネルも、昔から剣けん聖せいヒョウカとその弟で子したちがこもっていた山を何度も訪ねている。

　もちろん、クロウとラーシュの稽けい古こも見慣れているわけなのだが。

「それこそ、昔からですけど……ロウたちっていつも完全に互角なんですよね。今も、気持ち悪いくらい互角なのが、なんだか変で……」

「稽古じゃなくて斬きり合いなのに、ってことかよー？　まあ変なんだけど、スイサーラとかいう死し剣けん使つかいみたいに圧倒的な格上とやり合うより、互角のほうがマシだろーよ」

「ええ、それはまあ……」

　セフィは、どうにも不安だった。

　剣王の言うとおり、サーラと比べればラーシュの腕前はずっと劣おとっている。

　そのサーラに食らいつくようにして渡り合っていたクロウが、ラーシュと互角だというのも妙な話だ。

　とはいえ、クロウが手加減しているようにも思えない。

「ていうか、姫は完全にクロ目線で見てるよな。同じ四よん将しよう家のラーシュを応援しそうなものなのによー」

「べっ、別にロウを応援してるわけじゃ……！　いや、ほらあいつのほうが危なっかしいからちょっと気にしちゃうだけで！」

「ははは、かまわないだろーよ。ラーシュもぶっちゃけ、姫に応援してもらいたいなんて微み塵じんも考えてないだろーし」

　剣王は高らかに笑って、ばんばんとセフィの背中を叩たたいてくる。

「いたたっ、その馬ば鹿か力ぢからで叩かないでください！　でも、このままじゃ決着がつかないですけど、どうなると……思います？」

「いやぁー、このままじゃいかないだろーよ。すぐに状じよう況きようは変わるさー」

「変わるって、どういう方向で？」

「ラーシュは、いつまでもお行ぎよう儀ぎよく戦ってないだろーってことだよー。そうなりゃ、ちょい風向きも変わるんじゃないか」

「は？　それはどういう……って、きゃーっ！」

　セフィは、なんとなく剣王を見てひっくり返った悲鳴を上げてしまう。

「おいおい、姫さんよー、なんちゅう声出してんだ。シルフィが聞いたら卒そつ倒とうするぞー」

「卒倒しそうなのは剣王でしょ！」

　セフィは、屈かがみ込こんで剣王の左の脇わき腹ばらに顔を寄せる。

　そこには、小ぶりなナイフが深々と突き刺ささっている。血はほとんど出ていないが、おそらく内臓に届いているはずだ。

「これ……どうしたんですか？」

「さっき、ラーシュにやられた。獣じゆう斬ざんを受け止めたとき、同時にこいつを刺してきやがったよー。おまえは手品師かっつーの」

　剣けん王おうは、なぜか嬉うれしそうにそう言った。

　セフィも剣王がラーシュの剣を受け止めた瞬間は、目もく撃げきしている。しかし、隠し持ったナイフ──いわゆる暗器には少しも気づかなかった。ラーシュは両手で剣を握っていたはずだが、どこから暗器を取り出して、いつ放ったのか。

「手て癖くせの悪いガキだよなー。ああ、別に問題はないぞ。刺さった瞬間、内臓をちょこっと移動させたからよー」

「……むしろ、あなたのほうがとんでもないですよ」

　セフィは呆あきれて言った。『光コウ』は全身を駆かけ巡めぐっている。剣王ほどの達人ともなれば、体内を巡る『光』を利用して臓器すら操れるのだろうか。

「ま、アタシのことなんかいいさ。どうせ、行き先は病院だしな。あっちは、もうすぐ状じよう況きようが変わる。そんでもってよー、決着はすぐにつくさ」

「……なんでそんなことがわかるんですか？　完全に互角なんだから、長くなっちゃうんじゃ……」

「ハハハ」

　剣王は、ただ笑っただけだった。

　なにか勘づいていることがあるらしいが、セフィには想像もつかない。

　相変わらず、剣けん聖せいの弟で子し二人は、互角の戦いを続けている。





　上段からの強烈な振り下ろしを、クロウは古コ流リユウでかろうじて受け流す。

　剣を弾はじかれたラーシュは、軽かろやかに後ろに跳び、石橋の欄らん干かんの上へと着地を決めた。

「ふぅー……しんどいな、クロウ。やっぱり、おまえは強いよ。この数ヶ月で何度も死地をくぐり抜けてきただけのことはあるね」

「これ、詐さ欺ぎじゃね？　マナカやおっさんはともかく、死し剣けん使つかいと何度も戦ったのは俺おれだけなのによ。腕も上がったはずなのに、なんでぬくぬくしてたおまえと互角なんだ？」

　クロウは、割と本気で疑問だった。自分とラーシュが互角なのは、いつものことだ。

　しかし、これだけまったく違う数ヶ月を生きてきて、それでも互角というのは腑ふに落ちない。

「おかしくはないだろ？　単純な話だよ、クロウ。俺おれたちは──そういう風につくられた」

「……ちっ、納なつ得とくしそうになるのが嫌だよな」

　剣聖ヒョウカの指導は、厳しくはあったが、厳密に計算されたものではなかった。

　実のところ、「面倒くさい」という理由でヒョウカが何日も指導をサボったこともあった。

　そもそも、古コ流リユウを学んだクロウと、自己流を磨みがき続けていたラーシュに、同じ指導がされていたわけではない。

　それでも──クロウとラーシュの力量は、はかったようにぴったり同じであり続けた。

　いったい、剣けん聖せいヒョウカは弟で子したちをどう育てていたのか。当の本人であるクロウにもわからない。

　方法はまだしも、なんの目的で同じ力量の弟子を育てたのか──

「なあ、クロウ。そろそろ本当のことを言おうか」

「……なんだよ？」

　欄らん干かんの上のラーシュを見上げながら、クロウは答える。

「明あか里りは確かに気に入らないけど、それだけじゃない。ぶっちゃけ、明里を狙ねらったっていうのは嘘うそだ」

「嘘かよ」

「こんなところに明里がいるなんて知るわけないだろ？　ただ、クロウを追いかけてきただけだよ。あと、クロウと斬きり合いたくてね」

「ついでみたいに言うんじゃねぇよ。今までの斬り合いも、下へ手たすりゃ死んでたんだぞ」

　ラーシュは小さく笑い、欄干の上からぴょんと飛び降りた。

「クロウ、俺おれたちは大きな流れに乗っている」

「は──？」

「七十年前にこの世界を押し流し、そのあとも細々と続いてきた流れだ。ブレイズや太たい陽よう教きよう、ダイナスト、それに俺たちがまたその流れを大きくしようとしている」

「なんだ、ラーシュ。おまえがそんな物言いをするのは珍めずらしいな」

　ラーシュは、もっと現実的な、具体的な話をする男だ。あるいは、もっとわけのわからないとぼけた話をするか。

「大だい剣けん聖せいや智ち将しようラナフィ、先代の扉の巫み女こと太陽の乙女が生み出した流れでもある。七十年経たっても終わらない。こいつは、もしかするとまた戦争になるかもしれない──ね！」

　ラーシュは駆かけ出だして、また獣じゆう斬ざんを振った。黒い煙けむりを漂ただよわせながら、重厚な刃が放たれる。クロウは冷静に対処し、獣斬を受け流し、返す刀で頸けい動どう脈みやくを狙う。

「おっ……と！」

　ラーシュはわずかに上体を反らして、日本刀の剣先をかわす。

　かわしながら再びラーシュが剣を大きく振り、クロウは横にステップして避よける。獣斬の刃先が石の欄干に当たり、粉々に砕けながら破片が吹き飛んでいく。

「まったく、ぞっとするよなぁ！」

　クロウは破片もかわしながら、下から斬り上げるように剣を振る。しかし、ラーシュはまた身体からだを反らすだけで斬ざん撃げきを見切り──

　クロウが剣を振り切ったところで──その瞬間を狙ねらい、ラーシュが獣じゆう斬ざんから左手を離した。そのまま左手を伸ばし、一瞬だけ制止した日本刀の刃をわしづかみにする。

「ラーシュ、なにを……！」

「まともなやり方じゃ、おまえの古コ流リユウは面倒だからね！」

　ラーシュは血を滴したたらせながら、刃を握った左手を大きく振った。ふわりと浮き上がったクロウの身体からだめがけて、獣斬を薙なぐようにして振るう。

「このっ……！」

　クロウは宙に浮いたまま、剣の柄つかからぱっと両手を離した。同時に片足を伸ばし、襲いかかってきていた獣斬の刃の腹を蹴りつけるようにして、後方に跳んだ。

「クロウ！」

　すぐさま間ま合あいを詰め、ラーシュが獣斬を振るってくる。

「うおおっ！」

　クロウは逃げずにラーシュのふところに飛び込こみながら、日本刀の刀とう身しんを握ったままのラーシュの左手の甲に肘ひじ打ちを叩たたき込む。

「ちぃっ！」

　ラーシュが小さく舌打ちする。ピンポイントを突いた肘打ちは、彼の左手を一瞬痺しびれさせ、日本刀を取り落とす。

「細かい攻撃だね、クロウ！」

「こっちは人間の身なんでな、せこくいかなきゃソーディ様には勝てねぇんだよ！」

　地面に落ちる前に、クロウは屈かがんで日本刀の柄を掴つかみ、古流の斬ざん撃げきを──

「遅い！」

　そのとき、ラーシュは再びクロウに肉にく薄はくしていた。獣斬を握った右手をだらりと下げたまま、凄すさまじい勢いで迫ってくる。

　まさか、このまま体当たりか──クロウは、ぞくりと悪寒が走るのを感じた。

　体当たりなど、原始的な攻撃手段に思えるが、ソーディのそれは車に衝しよう突とつされるのとなんら変わりない。この近距離ではクロウはミンチにされるだろう。

　ならば──！

　クロウは逃げるのではなく、逆に自分からラーシュに接近する。間合いが近すぎて、剣が振れない。振ったところで、せいぜい鍔つば元もとのあたりが当たる程度だろう。それでは深く斬きるのは難しい。

　クロウは、ぐっと剣の柄を握りしめ、鋭く右手を振るった。

「ぐはっ……！」

　ラーシュが、小さな悲鳴を上げ、動きを止めた。

　クロウは刃ではなく、剣の柄の先端──柄頭を、ラーシュの腹をえぐるように叩き込んでいた。全体重を乗せ、なおかつラーシュの突進の威い力りよくも逆に利用した一撃である。

「破は月づき、か……くぅっ……！」

　ラーシュは、ふらふらと後ろによろめいた。

　人間ならば、内臓が破裂するほどの一撃だ。『光コウ』で強化されたソーディの肉体にも、さすがに効きいたらしい。

「くらったのは久しぶりだね……古コ流リユウの当て身はえげつないなあ」

　ラーシュは腹を片手で押さえながら、クロウから距離を取って、獣じゆう斬ざんを構え直す。

「なら、お次は……こんなのはどうかな！」

　ぐぐっ、とラーシュは膝ひざを曲げて力をため、弾はじかれたように走り出した。

　クロウの前に肉にく薄はくしたところで、横に跳ぶ。

「…………っ！」

　ラーシュのスピードが上がっている。クロウの目でも追いかけるだけで精せい一いつ杯ぱいだ。

　土つち煙けむりを上げながら、ラーシュがクロウから数メートル離れたところでストップする。

　そして──

「うおおおおおおっ！」

「くっ……！」

　ラーシュが吠ほえ、クロウは目で動きを追う。

　だが、その視界の中で──突とつ如じよ、ラーシュが分裂した。

　四人──四ツ身分身だ。マナカが得意とした、断続的な高速移動による分身だ。

「この前は三人だったじゃねぇか！」

「俺おれも成長してるんだよ！」

　四人のラーシュが叫さけんだ。ジョーと戦ったときも、ラーシュはこの分身を使ったが、そのときは確かに三人までの分身が限界だった。

「すげぇなあ！　だけどな、俺はもっと凄すごいのを見てる！」

　マナカが見せた最後の技、終ついの舞まい姫ひめは高速移動で完全に姿を消した。

　その最後の奥おう義ぎに打ち勝った自分が、四ツ身分身などに負けられない──！

　クロウの視界、四人のラーシュの一人に、四本の白い光の軌跡が見えた。

　九きゆう天てん聖せい斬ざん──敵を斬きり裂く軌跡が九本の白い光の筋となって可視化される技。

　光こう身しんを発動していなければ使えない技だったが、今のクロウには不完全な四本だけとはいえ、確かに見えていた。

「おまえが成長したなら、俺も──ってこったな！」

　クロウはそのうちの一本の軌跡をなぞり、ラーシュに斬ざん撃げきを放つ。

「くっ……！」

「ぐぅっ……！」

　クロウの剣がラーシュの右肩をかすめ、獣斬がクロウの腹をかすめる。

　二人は小さな苦痛の声を漏もらしながら、互いの横をすり抜けていく。

「……っと、できなかったことができるようになるのも同じか。嫌になるね、クロウ」

「そりゃ、こっちの台詞せりふだ。おまえのはパクリだけど、こっちは俺の必殺技だぞ。かわすなよ。斬きられろ」

「無む茶ちや言うなよ」

　ラーシュは苦笑して、また獣じゆう斬ざんを構え直す。

　クロウも片手で剣を握って中段で構え、腹の傷を確認する。皮一枚、というほど浅くはないが、深くもない。ソーディの一撃はかすっただけでも強烈だが、かろうじて内臓をえぐられることもなかったようだ。

「本当に面倒だなあ、クロウは。俺おれの剣でも喧けん嘩か殺さつ法ぽうでもなかなか仕留められない」

「面倒なのは、てめえもだよ。えげつないのもおまえだな。刀とう身しんを握るわ、体当たりくらわそうとするわ、うっとうしい戦い方だよ」

「なんせ、ずっと化け物みたいな師匠せんせいだの、わけのわからない剣を使う兄弟きようだい弟で子しとやり合ってたんだからね。えぐい戦い方にもなるさ」

　ラーシュは、にっこりと笑い、両手で獣斬を握り直した。

「ところで、ラーシュ。さっき言いかけたのは、なんだ？　流れがどうこうとか、うわごとみたいな話の続きは？」

「言わなくてもわかるかと思ったけどね。まあ、今のブレイズだの太たい陽よう教きようだのダイナストの流れは……七十年前からの因いん縁ねんだ。因果とか業ごうとか言ってもいいけどね」

「その因縁の始まりは、おまえの先祖の四よん将しようだろ」

「そうだね。俺は、多少関係がないとも言えなくない。でもさ……」

　ラーシュは、左腕の袖そでをまくり上げ、そこに着けていたリストバンドを外した。

　剣と植物のつるを記号化した紋もん章しようが刻まれた、白い腕輪が現れる。剣けん聖せいを継つぐ者の証あかし、継承印コードだ。

「やっぱり、違うんだよ。俺たちは違う」

「なにがだ？」

　クロウは、ラーシュに問いかける。

「今、この国に──この世界に生きる者たちは、因果がめぐる大きな流れに関かかわっている。ソーディもブレイズも人間も、大なり小なり関わってるんだ。七十年前から続く因縁のせいで、未いまだに血が流れている。誰だれも逃のがれることはできない」

「俺たちも逃げられないだろう。もう、この戦いにどっぷり関わっちまってるんだ」

「いいや、違うと言っただろう、クロウ。おまえは大事なことを忘れてしまってる」

　ラーシュは、じっとクロウの目を見つめてくる。

「俺たちは──剣聖ヒョウカを継ぐ者なんだよ」

「……それがどうした？」

　クロウとラーシュは、最強の剣聖から継承印を継いだ者たちだ。人間の身で継承印を授けられたクロウは、その重さをよく知っている。

「復ふく讐しゆうも、反逆も、やりたい奴やつらが勝手にやっていればいい。俺たちは剣聖ヒョウカを継ぐんだ。師匠を超え、そして──どちらかがヒョウカを継ぐんだよ」

「この国で受け継つがれてきた因いん縁ねんをほったらかして、師匠の後継者争いをしろっつーのか？」

「端たん的てきに言いすぎだけど、間違っちゃいない」

　ラーシュの獣じゆう斬ざんから、黒い煙けむりが大きく広がりながら立ち昇る。

　その黒い煙はひどく禍まが々まがしく──クロウには、世界を飲み込こみそうにすら見えた。

「俺おれたちには、受け継ぐべき流れがある。もっとも──その剣けん聖せいヒョウカはおまえが斬きっちゃったわけだけどね」

「……継ぐも継がねぇもないな」

　クロウは、淡たん々たんと答えた。

　彼は一年以上前に、師匠であるヒョウカを斬っている。そのとき、クロウ自身も重傷を負い、戦いの記憶も失っていたが、少し前に師を斬ったその瞬間のことは思い出した。

　師匠と立ち会った理由は未いまだに定かではない。だが、クロウが剣聖ヒョウカを斬ったことだけは確かな事実なのだ。

「おまえは、剣聖ヒョウカを斬ってしまった。どちらが継ぐか、決まってないうちにね。しかも、始し末まつの悪いことに師匠を斬ったときの強さを失ってしまっている。少なくとも今のクロウは、師匠を超えてはいない」

「ラーシュ……おまえが言いたいことがわかってきたよ」

「さすが兄弟、話が早いね。そう、そのとおり……俺の目的は二つ」

　ラーシュは、左手の指を二本立てる。

「おまえに、師匠を斬ったときの強さを取り戻もどしてもらうこと。そして──そのおまえを斬ることだ」

「……だろうな」

　そうすることで、ラーシュは剣聖ヒョウカを超えたことになり、同時にただ一人の継承者となり、剣聖を継げるというわけだ。

「けど、意外だな。ラーシュ、おまえも俺と同じで剣聖の称しよう号ごうになんざ興味はねぇと思ってたよ」

「もちろん、そんなものどうでもいいよ。ただ……剣聖ヒョウカを継ぎ、おまえを超えたという証あかしがほしいだけなのさ」

「恐おそろしい奴やつだなあ。それだけのために、ずっと一いつ緒しよに育ってきた兄弟きようだい弟で子しを斬ろうっつーのか」

　クロウは、じりじりと間ま合あいを詰めながら言った。

　さきほどまでの親密な空気はどこかに消え、ラーシュはただ殺さつ気きだけを放っている。一瞬でも油断すれば、クロウは本当に斬られるだろう。

「育ての親も同然の師匠を斬ったおまえには言われたくないけどね。だけど、クロウ……おまえにとって師匠は誰だれよりも大事な人だっただろう。その師匠を斬ったってことは、心の強さでも剣聖を超えたのかもしれない」

「どうかな……」

　心の強さ、とやらがあればクロウは記憶をなくしたりはしなかったのではないか。

　クロウの額ひたいには、ヒョウカに斬きられた傷がある。記憶の欠落は、この負傷のせいかもしれないが、みずから記憶を封じた可能性もある。

　覚えていては、生きていくのも辛つらくなるほどの記憶──それを消してしまったのではないか。

　クロウは記憶の欠如について調べ、そういう実例がいくつもあることを知ったのだ。

「俺おれもおまえみたいに心を強くしなきゃならない。ねえ、クロウ。俺には本当におまえに含むところなんてないんだよ。ソーディとか四よん将しようの血ち筋すじとか、そんなことはどうでもよくて、おまえのことを対等な相手だと思ってる。心の底から、兄弟だと思ってる」

「……でも斬るんだろ？」

「最愛の兄弟を斬る心の強さ……それが、俺がもっとも欲ほつするものなのかもしれない」

「そうかよ……」

　クロウとラーシュは、鏡に映したような、同じ中段の構えを取ったまま、さらに間ま合あいを詰めていく。

　ふと、クロウは自分はどうだろうと思った。

　ラーシュを斬れるのか？

　クロウもまた、ラーシュを心の底から兄弟だと思っている。ソーディと人間の違いなど、どうでもいい。

　七年、剣けん聖せいのもとでともに育ち、その後も一いつ緒しよに行動してきた。兄弟だからこそ、そこまで同じ時間を過ごせたのだ。

　だが、そんなことを考えつつラーシュに剣を向けている。

「どうなんだろうな……俺もおまえを斬りたいのかもしれねぇな……」

「クロウ、俺はこんなことも思うんだよ。俺とクロウが師匠の弟で子しになったのは、偶然じゃなくて、運命だと。俺たちは、こうして斬り合い──あるいはこの先にあるなにかにたどり着くために、ともに生きてきたんじゃないか」

「……俺は、できれば運命の相手は女の子がいいんだけどな」

　二人の間合いが、お互いの刃が届く距離にまで近づいた。

　あと一歩、踏み込こむだけで相手の命を奪える距離だった。

　二人から放たれた殺さつ気きが、なにもない空間で絡みつつ、渦うずを巻き始める。

　次の一撃で、決着がつくことを──クロウも、おそらくラーシュもわかっている。

　剣聖の継承者を決める、最後の、必殺の一撃──

「そこまでっ！」

「…………っ！」

「…………っ!?」

　突然、響ひびいた声に今まさに踏み出そうとしていたクロウとラーシュの動きが止まる。

　誰だれの声も届かないほど集中していたはずの、剣けん聖せいの弟で子したちを止めたのは──

「あんたは……」

　クロウは、横を向いて目を見開いた。

　ちょうど、さっきラーシュが立っていた橋の欄らん干かん──そこに、大だい剣けん聖せいの姿があった。





「アホウだねえ、ラーシュ。やりすぎさね」

　大剣聖は、欄干から軽く飛び降りると、つかつかとラーシュの前に歩いて行き、こつんと拳こぶしで彼の腹を叩たたいた。

「……えーと、なんでしたっけ？　そもそも俺おれ、なにしに来たんでしたっけ？」

「ぬしは、もうちょっとマシな頭があるかと思ったがね。ただ、小こ僧ぞうどもの腕前を見み極きわめたかっただけだ。面倒ではあるがね、うちのバカ弟子がいない以上、剣聖の跡継つぎを誰にするか決めなきゃいけないんだよ。先代の剣聖として、剣けん仙せん衆しゆうの長おさとして」

「……ばあさん、もしかしてさっきの立ち会い、全部見てたのか？」

　クロウは、日本刀を握ったまま問いかける。

　剣聖ヒョウカを斬きったという話を聞かれていたら、少しばかり面倒なことになる。

「ああ、見させてもらったよ。ちょいと遠くからね。別に離れてても、見物だけなら問題ない。歳としは取っても目は衰えておらんさね」

「……そうか」

　剣聖を斬った話を聞かれていたか、微妙なところだが、大剣聖の態度におかしなところはない。今のところは知られていないと判断してもいいだろうか。

「ま、ラーシュの腕前はなんとなくわかっていたが、小僧の剣もなんとなくわかった。とんでもないクセのある剣だが……ふむ、“〝古コ流リユウの極み”〟が見えてきたな。まだ未熟ではあるがね」

「極み……？　ばあさん、古流を見たのはまだ二回だけだろ。それで、なにがわかったんだよ？」

「はん、妾わたしを誰だと思ってるのさね。九十年も生きてるのはダテではないよ」

「あとどれくらい生きちゃうんだろうな」

　クロウの軽かる口くちに、大剣聖はじろりと一いち瞥べつしただけだった。

「とにかく、ぬしもご苦労だったな、ラーシュ。今のところ、どちらかを脱落させるほど力の差があるということはないな。互角すぎて気味が悪いくらいだが……」

　どうやら、本当に戦いは終わりのようだ。クロウは日本刀を鞘さやに収める。

「ばあさん、また剣がちょっと欠けたから研といでおいてくれ」

「甘えるんじゃないよ。まあ、そうだな。やはりこうなると、剣が問題さね」

「は？　剣……？」

　クロウは、なにげなくラーシュの顔を見る。彼も話が見えないらしく、わずかに首を振った。

「聖剣……いや、ヒョウカが『久ク遠オン彼方カナタ』と名付け直したんだったか。剣けん聖せいを継つぐ者には、あれが必要だ。久遠彼方が見つかるまでは──剣聖継承もお預けさね」

「久遠彼方か……」

　クロウは、虚空を見つめてつぶやいた。

　七年の修行時代でも、数えるほどしか見たことがない。ヒョウカは普段は適当な日本刀を使っていて、久遠彼方はマナカやジーネルと稽けい古こするときくらいしか持ち出してこなかった。

　そして、最後に見たのは、クロウが命を懸かけて剣聖と立ち会ったとき──

「どのみち、ヒョウカと久遠彼方はセットで消えておる。奴やつが姿を見せんことにはどうにもならんな」

「まあ……そうかな」

　クロウは首を傾かしげた。やはり、どこかで大だい剣けん聖せいには打ち明けなければならないだろう。既に剣聖ヒョウカはいないことを。

「ジーネル！」

「……ちぇっ、スルーしようと思ってたのによー。どうも、ご無ぶ沙さ汰たしてますよー、大剣聖」

　大剣聖に呼ばれた剣けん王おうが、嫌そうな態度を隠そうともせずにこちらに近づいてくる。

「はん、あの小娘も剣王などと立派に……立派になってないな。見た目は小娘のままだな。大丈夫か、ぬし？」

「見た目のことは、大剣聖にだけは言われたくないですけどよー……」

　どっちもだよ、とクロウは内心で突っ込こむ。

「こっちの小さい車のほうを妾わたしたちによこせ。この小こ僧ぞうどもは妾が預かってるからな。責任持って、妾が連れて帰る」

「はぁ、まあトラックのほうに詰め込めないことはないですけど。クロたちはそれでいいのかよー？」

「……しゃーねぇな。剣王、セフィと明あか里り、スノウホワイトのこと頼めるか」

「アタシの約束は絶対だろーがよ。任せとけよー。大剣聖がいりゃ、そっちも大丈夫だろーよ」

「ま、そうかな……」

　クロウは、不承不承頷うなずく。

　できれば、セフィと明里をきちんと送っておきたかったが、大剣聖に言われてはどうしようもない。

　大剣聖がいれば、日ひ奈な子こも問題なく守れるだろう。

「わたしは、寝ているうちに自動的に運ばれていれば、なんでもいいのです」

　高機動車から降りていた日奈子が、また車の中へ戻もどっていく。

　とりあえず、大だい剣けん聖せい、クロウ、ラーシュ、日ひ奈な子この四人で戻もどることになるようだ。自由剣士団の団員が、運転手をしてくれるだろう。

「ロウ、ちょっと」

「うん？」

　セフィが、クロウのＴシャツの裾すそを引っ張ってくる。

　クロウはすぐに察して、剣けん王おうに軽く合図をしてから、少し離れた場所に移動する。

「なんだ、セフィ？」

「あー、えーと……ケガは大丈夫？」

「たいしたことねぇよ。今までの傷と比べりゃ、かすり傷だな」

　クロウは、Ｔシャツをめくって、腹の傷を確認する。実際、あまり深くないようだ。もうほとんど血も止まっている。

「あんたはもう、いつも無む茶ちやばかりだわ……」

　セフィはハンカチを取り出して、血で汚れている傷口をそっと撫なでる。

「今日は無茶する予定じゃなかったんだけどな。ラーシュのアホが変に張り切るから」

「ロウも力いっぱい応こたえてたじゃないの。ホントにバカなんだから……」

「悪かったな。そういや、セフィ……」

「なによ」

　クロウは、屈かがみ込こんで傷口を拭ふいているセフィの髪をそっと撫でた。

「な、なに？　ずいぶんおとなしいセクハラじゃないの……」

「これくらいでセクハラとか言うなよ。いや、そうじゃなくてさ、この髪型もいいけど、やっぱいつもの髪型がいいかなーって」

「え……？」

　セフィは顔を上げて、不思議そうな表情を浮かべる。

「いつもの結んでる髪型がさ、なんていうか、戦う女って感じでかっこいいよな。いや、セフィにはあんま戦ってほしくねぇけど」

「な、ななっ、かっこいいとか……なに言ってるの！　女の子にかっこいいとか、違うでしょ！」

　セフィは、ずざっと一歩下がり、顔を真っ赤にして叫さけんだ。

「あ、あんたはもう……いいから行きなさい！　ちゃんと手当てはするのよ！」

「わかってるよ。剣士団の車なら、救急キットくらい積んでるだろ。セフィも気をつけてな」

「うん……」

　クロウは、高機動車のほうに向き直り、歩き出す。

　と──また、Ｔシャツの裾を掴つかまれた。クロウは、後ろを振り向く。

「なんだ、セフィ？　まだ、なんかあんのか？」

「…………き」

「ん？　なんて言った？」

　セフィはうつむき、クロウのＴシャツの裾すそを掴つかんだまま、ぶるぶると手を震わせている。

　クロウがもう一度聞き返そうとしたとき──

　セフィが、ぱっと顔を上げた。その頬ほおは真っ赤に染まっていた。

「あたし、ロウが──好き。ずっと前から好きだった。ロウの剣が、ロウの全部が好きなの……」

「…………！」

　クロウが目を見開くのと同時に、セフィはぱっとＴシャツの裾を離した。

「セフィ！」

　クロウは、素早く身を翻ひるがえして走り去ろうとしたセフィを呼び止める。

「待て、セフィ。えっと、なんていうかだな……」

「ロ、ロウこそ待って。ていうか、あたし、自分でもいきなりなに言ってんだか……。もう、いっぱいいっぱいなの。どんな答えだろうと聞いただけで頭が爆発するわ。ていうか、あたしが爆発してもいいの!?」

「逆ギレされても……じゃあ、一つだけ」

　セフィに言われるまでもなく、はっきりした答えを返せる自信はクロウにもない。

　ただ、このままにはしておけなかった。

「まあ、なんていうか……ありがとう。すげー嬉うれしかった」















「…………！」

　セフィは、びくんっと身体からだを震わせると──

　振り向きもせず、ワンピースの裾すそを翻ひるがえしてもの凄すごい勢いで走り去って行く。

「剣けん王おう！　早くトラック出して！　早く、早く！　今すぐに！　法定速度なんてこの世にないと思って！　全速力でこの場を離り脱だつせよ！」

「……あ、ああ」

　さすがの剣王も圧倒されたような表情で、トラックの荷に台だいに乗り込こんだ。続いて、セフィが飛び込むようにして荷台に乗る。

　すぐに、トラックがタイヤを激しく軋きしませながら、カタパルトから投射されたように走り出す。

　二台のトラックは、あっという間に石橋を渡り、見えなくなってしまう。

「……照れ隠しにしても、ムチャクチャすぎるだろ」

　クロウは、ふうっと息をついた。

　まさか、セフィがあそこまで直球で告白してくるとは予想もしていなかった。

　嫌われているとは思っていなかったが、セフィは──本気でクロウのことが好きなのだろうか。

　セフィが逃げてくれたのは、あるいはよかったかもしれない。

　どう返事すればいいかなど、想像もつかない。

　クロウは人間であるが、いずれソーディの身分を手に入れるつもりでいる。それでも、セフィはこの国のトップ、四よん将しよう家のお姫様なのだ。あまりにも身分が違いすぎる。

「だいたい、リンネにだってまだ返事してねぇのに」

　サーラに追われていたときに、リンネからも告白されている。リンネは答えなくていいと言ったが、それは状じよう況きようが異常だったからだ。

　今は、避ひ暑しよ地ちでのんびり過ごしている最中だ。異常からはほど遠い。リンネは、催さい促そくはしないが、返事を気にしていないわけではないだろう。

「どうするかな……」

　クロウは、定まらない足取りで高機動車のほうに戻もどっていく。

　平静を保っているつもりだが、やはりいつもどおりではいられない。こんなところを、誰だれかに襲われたらひとたまりもないだろう。

　落ち着け、落ち着け、クロウ──

「……あれ？」

　ふと、クロウは違和感に気づいた。

　高機動車に乗り込んでいるのは、自由剣士団の団員一人と、日ひ奈な子こだけ。大だい剣けん聖せいは、車の外でクロウを待っていた。

「ラーシュは？」

「あの小こ僧ぞうなら、いつの間にか消えてたね。はしっこい小僧だ。四将家の、あそこの家は金儲もうけだけが得意ののんびりした連中なのに、なぜあんなのが生まれたのやら」

「あのバカ……行きやがったな」

　クロウは、こめかみを押さえてため息をつく。

　大だい剣けん聖せいは、剣けん聖せいの継承には久ク遠オン彼方カナタが必要だと言った。大剣聖の話を要約すれば、ヒョウカがいなくても久遠彼方があれば継承を──クロウとラーシュが決着をつける準備が整うということだ。

「ラーシュは、久遠彼方を捜さがしに行ったのだな。目星はついてるのかね」

「さあ、どうだろう？　けどラーシュは、変な情じよう報ほう網もう持ってるからな」

　言いながら、クロウはふと思いついた。考えたことはなかったが、久遠彼方はクロウたちが修しゆ行ぎようで過ごした山で、剣聖ヒョウカとともに眠っているのかもしれない。

　ラーシュも、同じように考えて山に向かった可能性が高い。

「久遠彼方は、ソーディアではるか昔から受け継つがれてきた剣だ。何百年か、あるいは何千年か……妾わたしですら知らないがね。それだけの間、優秀な剣士たちが光刃を宿らせ、使われてきた。『光コウ』の残ざん滓しが強烈にこびりついてるってわけさね」

「そういや、変な感じのする剣だったな、あれ……」

　山の中で転がっていても、あるいは探知できるかもしれない。ラーシュも磨みがき上げられた、鋭えい敏びんな感覚を持っている。

　どうやら、ラーシュは相当やる気になっているようだ。クロウを斬きりたくて仕方ないのだろうか。

「ん……？」

「む、なんだい？」

　クロウと大剣聖が、同時に反応する。

　二人の視線の先に、数人の人ひと影かげがあった。

　白いローブをまとった、小こ柄がらな人物たちだった。全部で四名いる。

「もしかして、わたしにお客さんなのですか？」

　日ひ奈な子こが車から降りて、ドアの陰かげに隠れたまま言う。

　彼女も知っているらしい。あの白いローブは、太たい陽よう教きようの実働部隊が着ているものだ。クロウは、旧セイバーズ時代に白ローブを着た教徒たちと何度も戦っている。

「小こ僧ぞう、こいつらはなんだい？」

「太陽教だよ。もしかして、この村を見張ってたのか？」

「……我々は、君には話はない。太陽の乙女に用がある」

　白ローブの一人が答えた。

「妙に気配の薄い連中だね。最近の若いのは、こういう奴やつらが多いのかい？」

「サイボーグだろう。四人全員、そうだな？　ダイナストも大盤振る舞いだな」

　大剣聖の質問に、再びクロウが答えた。この手合いに関しては、隠いん居きよしていた大剣聖よりクロウのほうが詳くわしい。

「我らは、最初から太たい陽よう教きよう徒とだ。ダイナストの意向で動いているわけではない」

「ふーん、教徒がサイボーグになったってことか。そういうパターンもあるんだな」

　クロウは感心したように言った。スノウホワイトや、イシュトが出会ったというチャイナドレスのサイボーグは、おそらくダイナストが用意した実験体だ。

　教徒が改造されたパターンがあるということは、ダイナストと太陽教の繋つながりはクロウが思っているより強いのかもしれない。

「一応、言っとくけど、暴れないほうがいいぞ。このばあさん、図ず太ぶとくしつこく生きてる年寄りだけど、すんげー強つえぇから」

「我らに戦闘の意志はない。太陽の乙女の護ご衛えいについているクロウという男が、血の気が多いと聞いたから念のために人数を連れてきただけだ」

「……俺おれって、そんな血の気多いかな」

　クロウは、ちょっぴりショックだった。サーラと嬉き々きとして戦っていたことを思い出せば、否定できないが。

「あの、わたしに用ってなんなのです？　お金ならないのです」

「……太陽の乙女、あなたはもっと純粋な方だと聞いていましたが」

　クロウは、なぜか視線を逸そらしてしまう。金がうんぬんなどと、日ひ奈な子こが言い出したのは間違いなくクロウの悪影響によるものだ。

「もちろん、金などではありません。あなたになにかを強制するつもりもありません」

　白ローブの一人が、一歩踏み出してきた。

　クロウが日本刀の柄つかに手をかけながら、日奈子をかばう位置に立つ。

「戦闘の意志はないと言っただろう。我々は──ただのメッセンジャーだ」

「俺たちも一いつ緒しよに聞いていいんだろうな？」

　白ローブは、こくりと頷うなずいた。

　そして、白ローブは手を差し出してくる。その手には、ケータイが握られている。

「太陽の乙女──いえ、桜さくら井い日奈子さん。あなたのご両親、太陽教の導師がお会いしたいそうです」

「え……」

　日奈子が、珍めずらしく動どう揺ようした声を出す。

　クロウも動揺こそしていないが、充分に驚いていた。

　これまでずっと捜さがしてきた太陽教の教祖が──あちらから面会を申し出てきたなど、驚かないはずがない。

「桜井日奈子さん。あなたが知らない、あなたのすべてをお教えする──とのことです」

「すべて……？」

　日奈子は、言われている意味がよくわからないようだ。

　おそらく、日奈子のすべてというより──太陽の乙女のすべて、ということだろうが。

「繰り返しますが、強制はしません。もし会っていただけるのなら、この電話を受け取ってください。これで、連絡が取れます」

「わたしの、お父さんとお母さん……」

　日ひ奈な子こが呆ぼう然ぜんとした顔でつぶやく。

　クロウはなにも言えなかった。大だい剣けん聖せいは、そっぽを向いている。

　正直なところ、いっそこのサイボーグたちが襲いかかってきてくれればと思った。

　剣や銃を握った手ならば、ただこちらも武器を持って応こたえればいい。

　だが、太たい陽よう教きよう教徒から差し出されたこの手にどう応えればいいのか。

　もっとも、クロウが決めることでもない。

　決めるべきは、桜さくら井い日奈子だ。

　日奈子は──ケータイをじっと見つめながら、ゆっくりと口を開いた。










エピローグ





　ばさり、と着ていたワンピースをベッドの上に投げ捨てる。

　セフィは下着姿でクローゼットに向かい、半はん袖そでの白いブラウス、ネクタイ、ベージュのベスト、それにミニスカートを取り出し、ゆっくりと身につけていく。

　剣の学院の制服──まだ夏休み中だが、これが一番気が引ひき締しまる。

「ふうー……」

　セフィは小さく息を吐き、今度はリボンを取り出した。

　クローゼットの横にある姿見の前に立ち、軽くネクタイを整える。

「かっこいい、か……あのバカ、本当に乙女心ってやつがわかってないんだから」

　セフィはにこにこ笑いながら、ここにはいない人間の少年を罵ののしった。

「あたしの夏休みはこれまでね。ちょっと長く休みすぎたわ」

　つぶやきながら、セフィは頭の左側で髪をまとめ、リボンできゅっと結ぶ。

「よし……よしっ！」

　セフィは、ぐっと拳こぶしを握りしめる。

　プラチナ色の光の後こう遺い症しようはまだ癒いえていないが、身体からだは動く。天てん剣けんソーシャとクロウとの立ち会いでは、きちんと戦えた。

　もう、ブレイズたちに襲われたときのような無様な姿はさらしたくない。

　戦いに戻もどる準備は整った──いや、もう一つだけ残っている。

　セフィは壁かべ際ぎわのインターホンを手に取った。外線には繋つながらないが、家の使用人と連絡が取れる。

「……ああ、あたし。悪いんだけど、姉上と連絡を取ってもらえない？」

　セフィは、受話器をぐっと握りしめる。手にはわずかに汗が浮かんでいる。

　懲りずに姉に逆らうようなマネをしたあとで、連絡を取ろうというのだ。シルフィは優しい姉だが、割り切るということを知っている。どんなに妹を可愛かわいがっていても、悪いことをすれば見み逃のがしたりはしない。

「ああ、仕事中？　それならしょうがないわね。でも、伝言ならできるでしょ？　ええ、お願い、こう伝えて。剣の聖堂に行きたいの」

　セフィは、剣の聖堂で天てん剣けんソーシャに剣を学ぶと決意している。

　今のセフィには、天剣から学ぶことがクロウたちとともに戦う力を身につけるための、一番の近道なのだ。

「それと、もう一つ──」

　思わず、クロウに本当の気持ちを伝えてしまったが、返事は聞けない。セフィの剣は、まだまだクロウには及ばないのだ。まるで足手まといの状態で、クロウとの関係を進めようなどとは思わない。

「星ほし崩くずしを返してほしいの。あたしは、自分の剣で戦うわ」





「──ああ、返してかまわないよ。あの子を抑おさえつけるのももう限界だったからね。いや、セフィじゃなくて私がね。あの元気な子を無理におとなしくさせるのは、気がとがめるよ。天剣なら悪いようにはしないだろうしね。っと、もう切るよ。それじゃ、よろしくね」

　シルフィはケータイを切って、ソファから立ち上がり、室内に入って来た人物に笑顔を向けた。

「と、お電話中でしたか？　こちらはお気になさらずにどうぞ」

「いえ、もう終わりましたので。こんにちは、奇術師殿どの」

　シルフィはソファに座り、テーブルを挟はさんだ向こう側に腰を下ろした白スーツにシルクハットの男ににこやかに挨あい拶さつする。

　ロバート・マキシム。奇術師という通つう称しようを持つ、軍事企業ダイナストの営業マンである。

「遠いところをご足労ありがとうございます、シルフィ議員。こちらは初めてですか？」

「ええ、アメリカは何度か来ていますが、こちらの街は初めてですね」

　ここは、カリフォルニア州、サンディエゴ。

　海軍と海兵隊の基地があり、軍隊の街とも言われ、同時に最先端の技術を擁する多数の企業が本ほん拠きよ地ちを置いている街でもある。

　軍事企業、ダイナスト社の本社の所在地としてふさわしい都市といえる。

「さっそく話に入りましょう。ソーディ政府からの条件がこちらです」

　シルフィは、奇術師の前に、数枚の書類が入ったファイルを差し出した。

「前置きのない商談は大好きですね。拝見します。ふむ……ふむ、ふむ……なるほど、悪くないお話です」

「私も判断の早い方には好意を持ちますね。御おん社しやのパワードスーツ──“〝アームボディ”〟でしたか。これだけの数を揃そろえられますか？」

　シルフィは、ソーディ政府を代表してダイナストとの商談に来たのだ。

「数を揃えるのは問題ありませんね。値段のほうはもう少し交渉させていただきたいところですが」

「でしょうね。ですが……そもそも、御社はソーディ政府との交渉自体を受け入れるつもりがあるのですか？」

「なければ、本社にお通ししませんよ。以前にも申し上げましたけど、現在の我わが社はソーディという種族に含むところはありません」

　奇術師は微笑ほほえみを浮かべて言った。

　ダイナストは、七十年前の大戦直後に、ソーディに対抗するために複数の国家が後ろ盾だてとなって創設された企業である。

「それはけっこうなことで。ただ、私は個人的には奇術師殿どのに含むところはありますが。先日、ブレイズの居きよ留りゆう地ちで起きた事件、あれは軽く見み逃のがすというわけにはいきませんね」

「居留地で事件？　そんなのあったのですか？　報道されてないことは、僕ぼくも存じ上げませんねえ」

　奇術師は、あくまで微笑みを絶たやさない。

　ダイナストのパワードスーツ部隊がブレイズの居留地を襲った事件は、ソーディ政府の情報操作でほとんど報道されてないことは事実である。

「……まあ、いいでしょう。それでは具体的な交渉に入りますか」

「願ってもないことです、シルフィ議員。今後も末永いお付き合いをお願いしたいですからね。勉強させてもらいますよ」

「ありがとう、奇術師殿」

　シルフィも整った顔に笑みを浮かべて言った。

「ですが、数を揃えるのは問題ありませんが、多少お時間がかかるかもしれません」

「早さつ急きゆうにお願いしたい、としか言えないな。特急料金についても交渉、ということになりますが。早めに片付けたい案件があるのでね」

「あはは、もしかしてブレイズを殲せん滅めつでもするおつもりですか？」

「ええ」

　シルフィは、あっさりとした調子で肯こう定ていする。

「我が曾そう祖そ母ぼラナフィが下した、ブレイズの粛しゆく清せいという決断は正しかった。ですが、生き残りを隔かく離りした程度で済ませたのは間違いでしたね。ラナフィの再来などと呼ばれるのは身に余る光栄ですが、その私だからこそ曾そう祖そ母ぼの過あやまちをただしたい」

「……怖い方ですねえ。ブレイズたち相手には、剣すら使ってやらないということですか」

「ふふふ」

　シルフィは、笑ってソファに背中をもたれさせた。

「まあ……ブレイズがこの地上から消えても、彼ら自身以外は誰だれも困らないのでね」





「大丈夫ですか、先生」

「え……？　ああ、平気……です」

　あるブレイズ居きよ留りゆう地ちの、診しん療りよ所うじよ。

　廊下に置かれた革かわが破れた椅子に座っているのは、医師のリーゼベルだ。

　せいぜい十代前半にしか見えない幼い身体からだに白衣をまとい、ぼんやりとした目で、前に立つ看護師に視線を向ける。

「サイジンさん、亡なくなったんですよね。でも、先生は精せい一いつ杯ぱいのことを──」

「でも、助けられませんでした」

　リーゼは、壁にこつんと頭を当てる。

　数日前、リーゼがいた居留地が、ダイナストのパワードスーツ部隊に襲われ、百人以上のブレイズが死し傷しようする大だい惨さん事じとなった。

　ソーディ政府の救助が期待できない──それどころか、襲撃を政府が黙認していた可能性が高いのだ。

　しかも、襲撃された居留地には満足な医いり療よう施し設せつがない。やむをえず、リーゼは生存者たちを他ほかの居留地へと移送した。移動自体が危険な患者も多かったが、他の病院に移さなければ助かる可能性はゼロだった。

　居留地への人の出入りは政府によって、厳しく管理されている。数人ずつに分けて、監視をくぐり抜けてなんとか全員を入院させ、リーゼも重傷患者が特に多い病院に入って、治ち療りようを手伝っていたのだが──

「結局、みなさん死んじゃいました……。誰も、助けられませんでした……」

「先生のせいではありません。ソーディ政府とダイナストのせいです」

　看護師が、リーゼの前に屈かがみ込こんで言った。この看護師もブレイズだ。正式な医師免めん許きよを持たないリーゼを先生と呼び、尊敬してくれている。

　そして、彼女はブレイズの情報連絡員でもある。

「先生……ネッサが動くそうです」

「ネッサが？」

　ネッサは、リーゼの友人で、反乱を起こしているブレイズたちの幹部だ。まだ少女だが人望があり、指揮官だったスイサーラが失しつ踪そうしたため、一時的にブレイズの指揮権を預かっている。

「一部の精せい鋭えいを率いて、新たな組織をつくり上げたとか。スイサーラがいないうちに攻勢に出るつもりです」

「……そうですか。もう今さらブレイズも止まれませんからね。ネッサなら、ブレイズの民間人はもちろん、ソーディにも無用な犠牲は出さないはずです」

　とはいえ、そんな甘いやり方で、ソーディ政府が揺ゆらぐとも思えない。

　だが、ネッサにも考えがあるのだろう。リーゼは反乱に加わっていないので詳くわしくは知らないが、まだ秘蔵の部隊などもいると聞く。それを動かすつもりかもしれない。

「あの、スイサーラはどうしてるか、わかりますか？」

「穏おん健けん派はが拘こう束そくしようと何人か差し向けたらしいですが、返かえり討うちにあったそうです。そのあとは、行方ゆくえ不ふ明めい」

　リーゼは、それも当然だろうと納なつ得とくする。

　スイサーラは『光コウ』を封じられているらしいが、剣術だけでも達人レベルだ。並のブレイズでは対処できまい。

　まだ、あの死し剣けん使つかいはなにをやらかすかわかったものではない。

「あの、一つお願いがあります」

「え？」

　看護師が、首を傾かしげる。

「お兄さんを捜さがしてください。どこにいて、なにをしているのか」

「お兄さんって……剣けん聖せいの弟で子しっていう人間ですか？　見つけるのは可能だと思いますけど、どうして？」

「大事な用があるんです。それに……あのお兄さんは、どうせまたケガをしてるでしょうから、治してあげないと。あの人は、私の患者さんなんです」

　そう言って、リーゼは──少しだけ笑った。

　そして、笑ったのは久しぶりだな、と思った。





「いてて……今日になって痛くなってきやがった」

　クロウは、Ｔシャツをめくって、腹の傷を押さえながら顔をしかめる。

　太陽の乙女の故郷から戻もどった翌日。

　クロウは、朝も早くから大だい剣けん聖せいの屋や敷しきの庭で稽けい古こ中だった。

「くそ、ラーシュめ。俺おれのボディにこんな傷をつけやがって」

「……今さら、傷きず痕あとの一つくらい気にするのですか？」

　縁えん側がわに腰こし掛かけて、ぼーっとクロウの稽古を眺めていた日ひ奈な子こが不思議そうに訊きいてくる。

　今日の日奈子は、へそもあらわな短いキャミソールに、ひらひらのミニスカートをはいている。日に日に露出度が上がっているように見えるのは、クロウの気のせいだろうか。

「でも、今回はずいぶん軽い傷で済んだのです。入院もしてませんし、傷が開いて死にそうになったりもしてないです」

「毎回それじゃ、マジで死ぬな、俺おれ」

　クロウは、軽く日本刀を振る。マナカやサーラとの戦いの傷は癒いえつつある。古コ流リユウの動きにはなんの支障もない。

　しかし──

　万全の動きができても、今のクロウではサーラには及ばない。

　このままでは、クロウの戦いはいつも綱つな渡わたりで、大事な者たちを危険にさらしてしまう。

「ばあさんが、妙なことを言ってたな……」

　クロウはつぶやく。確か──古流の極きわみが見えてきた、と。

　だが、クロウ自身はそんなものは見えていない。古流は、正確さを上げていくくらいしか、これ以上磨みがくすべは思いつかない。

　大だい剣けん聖せいには、もっと他ほかのものが見えているということか──

「ばあさんに、訊きくしかねぇか。素直に教えてくれるとは思えねぇけど」

「……クローも、なにか始めるのですね」

　日ひ奈な子こは、ちょっと寂さびしそうだった。

　ラーシュはどこかへ去り、イシュトもまだ一人でなにか考え込こんでいる様子だった。

　セフィも、クロウにあんなことを言ったのは──彼女の中でなにかが変わり始めたからだろう。

　みんな、変わっていく。

「あはは、あはは、お洗濯、お洗濯、ランランラン♪　おっ、クロちゃん、今日も精が出るね。ひーちゃん、クロちゃんが無む茶ちやしすぎないように見ててねー」

　縁えん側がわを通りかかった、頭のゆるいメイド──リンネが無駄に明るく言って、去って行く。

　こんなのでも、ある意味ではリンネも変わっているのかもしれない。最初にクロウと出会ったときには、ブレイズ最強の死し剣けん使つかいの一人として敵対していたのだから。

「わたしも……始めるべきですね」

「え？　おい、日奈子……」

　日奈子は、スカートのポケットからケータイを取り出す。

　それは、太たい陽よう教きようの使者が差し出してきた、太陽教教祖へと繋つながるケータイだ。

　日奈子は結局、それを受け取ったのだ。ただし、まだ連絡は取っていない。

「……会うつもりなのか、おまえの両親と？」

「わたしは、知らなければなりません。自分が何者で、なにができて──なにをするべきなのか」

　日奈子は縁側から庭に下り、クロウのそばへとやってくる。

「でも、少しだけ怖いので、クローも一いつ緒しよに──お願いします」

「ああ」

　日ひ奈な子こはケータイの電源を入れ、人差し指を画面に当てる。

　太たい陽よう教きようの使者の説明によると、これでケータイに認証され、一つだけ登録された番号にかかるらしい。

　呼び出し音が鳴り始め、日奈子はゆっくりとケータイを耳に当てる。

　クロウは、日奈子のケータイを握る手がかすかに震えていることに気づいた。

　だから、ただ黙だまって彼女のむき出しの肩に手を置いてやった。それくらいしかできなかった。

「──もしもし、日奈子です。はじめまして」





　桜さくら井い日奈子は、確かな一歩を踏み出しつつあった。

　太陽教教祖の娘として、太陽の乙女として、空の扉に関かかわる者として。

　そして、クロウやセフィとともに生きる者としての一歩である。

　だが、それはもう後あと戻もどりのできない一歩でもあることを、このときクロウも日奈子も気づいていなかった──


















あとがき





　どうもこんにちは。鏡かがみ遊ゆうです。

　今巻から新展開です。ろくに学校に行ってないけど、夏休みはきっちり楽しむクロウ君と仲間たちです。またまた新キャラたちも登場し、これまでいなかったタイプのキャラたちでもあるので、さらににぎやかになってきました。

　あと、セクハラ！　というか、セクハラもそろそろ新展開というか新しいパターンがほしくなりますね。次巻以降、頑張ってみたいところです。



　それでは、謝辞を。

　みけおう先生、今回は私服姿が多かったですが、どれも素晴らしかったですー。

　コミカライズの神楽かぐら武たけ志し先生、こちらも一読者として楽しませていただいてます！

　担当さん、この本の制作に関かかわってくださった皆様、ありがとうございます。

　そして、読者の皆様に最大限の感謝を。

　あとがきが１Ｐでせわしなくてすみません。また次巻でお会いできれば！



二〇一三年八月　鏡遊


















　著者

　鏡遊（かがみ・ゆう）

　　フリーのシナリオライター。主にＰＣゲームのシナリオを執筆。

　　ライトノベルのお仕事もなんとか続いています。

　　これを書いている今は、夏まっさかり。

　　されど、何事もなく時は流れていきます。

　　パソコンの熱で汗をかきながら、ぱたぱたとキーボードを叩く夏もいいものですよ。



　イラスト

　みけおう（みけおう）

　　北海道出身のフリーのイラストレーター。

　　現在は札幌市在住。

　　この夏は食べきれないぐらいのきゅうりが

　　収穫できました。

　　大葉はもじゃもじゃのジャングルですし

　　もうすぐトウモロコシも収穫できそうです。

　　毎日スクスクと野菜が育つ感じは

　　わが子を育てる喜びと似ているかもしれません。

　　秋になったら枯れちゃいますが…悲！



　　ＨＰ「ＰＩＮＫ　ＣＨＵＣＨＵ」

　　http://www2.odn.ne.jp/~cai16580/
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